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財団法鬼茨城県教育財団は　建設省と埋蔵文化財の発掘調査事業に
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学術的な研究の資料としてはもと濃縮　郷土史の理解を深め　ひいて

は教育　文化の向上の一助として広　活用いただければ幸いです。
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また　茨城県教育委員会　茎崎紺教育委員会をはじめ　関係各機関

及び関係各位から御指導夕　御協力をいただいたことに対し　衷心より

感謝の意を表します。

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎

平成且3年3月



例 悶

1本書はタ建設省関東地方建設局（常総国道工事事務所）の委託により財団法人茨城県教育財団が平成は年
いばらきけんいなLきくんくきぎきまちおおあざおおい　　　　Lもおおい

度に発掘調査を実施した，茨城県稲敷郡茎崎町大字大井に所在する下大井遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調　査　　平成は年4月1日～平成11年8月31日

整　理　　平成12年4月1日～平成12年9月30日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久の指揮のもと，調査第3班長仙波亨，首席調査員川津法凧

副主任調査員皆川修が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理課長川井正一の指揮のもと，首席調査員川津法伸が担当した。

5　本書の作成にあたり，墨書土器の釈文については，国立歴史民俗博物館の平川南教授に御指導いただいた。

6　発掘調査及び整理に際しタ確傭導，確協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表

します。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋1，560m，Y軸＝＋27，960mの

交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大

調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

・・・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C・・・j，

西から東へ1，2，3…0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼

称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　土坑－SK　塚－TM　清一SD　不明－SX

遺物　　土器－P　土製品rDP　石器・石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP　その他－Y

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

黒色処理

●土器　　　　○　土製品　　　　口　石器・石製品　　　　△　金属製品・古銭

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は300分の1の縮尺とし，各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本と

した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々に縮尺をスケールで表示した。

6　「主軸方向」は，炉・竃を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線とし，その主軸が座標北からみて，ど

の方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　N－100－E）。なお，［］を付したものは推定で

ある。

7　土器の計測値は，口径－A　器高rB　底径－C　高台径－D　高台高TE　つまみ径－F　つまみ

高一Gとし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

8　遺物観察表の備考欄は，土器の残存率，出土位置，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

9　遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品，金属製品ごとに通し番号とし，挿

図，観察表，写真図版に付した番号は同一とした。
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PLl　下大井遺跡遠景タ　Å区遺構確認状況

PL2　第102号住居跡遺物出土状況夕　第2号住居

跡完掘状況

PL3　第2号住居跡竃内遺物出土状況夕　第3号住居

跡完掘状況，第3号住居跡遺物出土状況

PL4　第3号住居跡竃内遺物出土状況芦　第4の5号

住居跡完掘状況

PL　5　第5号住居跡遺物出土状軋　第7の8号住居

跡完掘状況

PL6　第8・9号住居跡遺物出土状況，第9号住居

跡完掘状況

PL　7　第9号住居跡竃内遺物出土状況，第10号住居

跡遺物出土状況，第11号住居跡完掘状況

PL8　第11号住居跡出入り口施設完掘状況，第128

13・14号住居跡完掘状況

PL　9　第13号住居跡遺物出土状況，第16号住居跡完

掘状況，第16号住居跡竃内遺物出土状況

PLlO　第21・22号住居跡完掘状況，第23号住居跡遺

物出土状況

PLll　第26・27・28号住居跡完掘状況，第27号住居

跡遺物出土状況，第27号住居跡竃内遺物出土

状況

PL12　第28号住居跡完掘状況，第28号住居跡遺物出

土状況，旧石器ダリット調査状況

PL13　旧石器出土状況芦　第1号ピット群完掘状況夕

第1号塚確認状況

PL14　第1号壌土層断面，第1号炉穴遺物出土状況，

第1号口暁星人骨・遣物出巨状況

I〕IJ15　第1・2お十住居跡出上遣物

PL16　第23の25026号住居跡，第60号士坑出土遺物

PL17　第283号住居跡，第60号土坑出土遺物

PL18　第385㍉㍉708号住居跡出土遺物

PL19　第709010∵H号住居跡出土遺物

PL20　第13816弓9e27028号住居跡，第1号土壌

墓出土遺物

PL21第28号住居跡，第1号ピット群，第1号塚，

遺構外出土遺物

PL22　出土遺物（墨書。印花文）

PL23　住居跡・遺構外出土遺物

PL24　土製品出土遺物，旧石器出土遺物

PL25　旧石器出土遺物

PL26　石製品・金属製品出土遺物



第且童　調　査　経　緯

第且節　調査に至る経緯

一般国道468号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の通過する県南・県西地域は，国際研究学園都市“つく

ば’を中心に，首都機能の一翼を担う地域として多くのプロジェクトが進められており，圏央道の建設がこれ

らの地域の発展に大きく貢献することが期待されている。そうしたなか，建設省は茎崎町内を通る困央道の新

設工事を計画した。

工事に先立ち，建設省関東地方建設局常総国道工事事務所は，平成9年1月7日に茨城県教育委員会に工事

予定地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。茨城県教育委員会は，平成10

年4月20日に現地踏査，平成10年6月9日に試掘調査を実施し，平成10年6月17日に建設省関東地方建設局常

総国道工事事務所あてに工事地内に下大井遺跡が所在する旨を回答した。建設省関東地方建設局常総国道工事

事務所は，平成10年11月17日，茨城県教育委員会にその取り扱いについて協議を求めた。茨城県教育委員会は，

建設省関東地方建設局常総国道工事事務所と遺跡の取り扱いについて協議を重ね，現状保存が困難であること

から，平成11年3月15日，建設省関東地方建設局常総国道工事事務所に対し，下大井遺跡を記録保存とする旨

の回答を行い，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

建設省関東地方建設局常総国道工事事務所と財団法人茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務

委託契約を結び，平成11年4月1日から平成11年8月31日にかけて，下大井遺跡の発掘調査を実施することと

なった。

第2節　調　査　経　過

下大井遺跡の発掘調査を平成11年4月1日から平成11年8月31日までの5か月間にわたって実施した。以下，

調査の経過について，その概要を記述する。

4月　発掘調査を開始するための諸準備を行う。4日に調査区城の現地踏査を行う。19日に発掘機材の搬入を

行い，同日に補助員を投入して試掘を開始した。試掘の結果，縄文時代から平安時代の集落跡であること

を確認した。28日から第1号塚の地形測量を開始した。

5月　6日から第1号塚の調査を開始し，17日からは重機による表土除去及び遺構確認作業を行った。A区は

杉等の切り株が多く，表土除去も思うように進まなかったが21日に終了した。引き続き24日からB区の表

土除去を開始した。B区は，黒色帯で1mほど下げたところで湧水によりぬかるんでしまう状況であった

が，住居跡1軒，土坑2基を確認した。

6月　1日にB区の表土除去も終了し，2日に遺構確認作業も終了した。4日からほ遺構調査を開始し，8日

に方眼杭打ち測量を行い，月末までに住居跡10軒，土坑21基，塚1基の調査を終了した。

7月　引き続き遺構調査を行い，月末までに住居跡12軒，土坑23基，溝2条の調査を終了した。

8月　2日からは，A区とB区の遺構調査を並行して行い，9日にはB区の完掘全景の写真撮影を行い終了し

た。19日には，航空写真撮影を実施し，20日から補足調査と旧石器の調査，撤収の準備を行い26日には遺

構調査が終了した。調査区域内の安全対策を行い，27日には現場事務所を撤収した。
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第日図　下大井遺跡調査区設定図
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第且節　地理的環境

下太井遺跡は汐茨城県稲敷郡太字茎崎町字橋本ユタ387番地の1ほかに所在しタJR常磐線ひたちのうしく駅

から北西に直線で約2kmに位置している。

遺跡のある茎崎町はタ　関東平野の中央部からやや東に寄った芦鹿島灘沿岸から約50km，南南西の東京湾から

約硯mの茨城県南部に位置し∴東は牛久市夕商は北相馬郡藤代町，酉は筑波郡伊奈軋北はつくば市に接して

いる。

地勢はタ標高約23m前後の筑波の稲敷台地と呼ばれる平坦な台地となっている。この台地は，西を小月胱

東を桜川と商流する河川によって区切られタ　その流域には沖積地が発達し芦両河川の間には東から花室川，小

野胱茎崎町の中央部を流れ牛久沼に注ぐ稲荷胱　東谷田川などの中小河川がほぼ北から南に向かって流れて

いる。筑波の稲敷台地は，茨城県南部から千葉県北部に広がる常総台地の一部であり，地質的には新生代第四

紀更新酎二形成された層が基盤となっている。下層から龍ヶ崎砂礫層夕常総粘土層，関東ローム層が順次堆積

している。茎崎町の台地はタ　ほぼ並行する稲荷胱束谷田胱西谷田川などによって形成され，小茎や上岩崎

にある二つの細長い半島状の台地が東西に広い台地の間を北から南へ牛久沼に向かって延びている。

下大井遺跡はタ小野川右岸の標高蟻ト亮甘mの台地縁辺部に位置している。台地はタ　4～6mの比高をもって

小野川の流れる沖積地に臨み，南部は西から谷津が延びる。台地上はほぼ平坦であり，遺跡はこの台地の東部

に形成されている。遺跡周辺の土地利用状況軋　主として宅地も畑地の平地林であり，小野川流域の沖積地は

水田として利用されている。遺跡の現況は，畑地の山林であった。

第2節　歴史的環境

下大井遺跡の所在する地域は，牛久沼周辺や小野胱稲荷川水系によって開析された台地上に位置し，数多

くの遺跡が存在している。ここではタ小野胱稲荷川流域の当遺跡と関わりの深い遺跡について，大きく旧石

器時代から古墳時代までと奈良の平安時代以降の二つに分けて述べることにする。

（1）旧石器時代から古墳時代
おおいいそつか　　　　　　　　　　しもいわさきはつさき　　　こやまだい　1j

旧石器時代の遺跡は，茎崎町の大井五十塚古墳群内遺跡く2〉，下岩崎泊崎城臥小山台貝塚，牛久市のヤ
うえ　2ノ　　　　なかくき　3j　　　　　　　　　　　　　　　4j

ツノ上遺跡く3〉，中久喜遺跡く4〉がある。大井五十壕古墳群内遺跡は，小野川右岸に分布する古墳群であ

り　昭和媚年12月から昭和49年3月にかけて学園都市街路牛久学園線の敷設に伴って発掘調査が実施され，全

長43mの前方後円墳である。第5号壇の前方部周港内から刃器が出土している。ヤツノ上遺跡e中久喜遺跡か

らほ，剥片のナイフ形石器が出土している。

縄文時代の遺跡はタ大小河川の流域及び牛久沼沿岸の台地上に20か所以上確認されており，貝塚も9か所が
なかヤまかLま　　　　　　うがま　　　　　　こう

周知されている。稲荷川沿いでは，茎崎町の中山鹿島遺跡く5〉。菅間遺跡く6〉・孝
きた　　　　　おくき　　　　　おくきみなみ　　　　　あまぼうき　　　　　　あまほうき

北遺跡く8〉　e小茎貝塚く9〉　の小茎南遺跡く10〉　e天宝喜C遺跡く11〉　e天宝喜貝塚
おおい　　　　　　　　　　　ばば　oj

く13〉等がある。小野川沿いでは，茎崎町の大井遺跡く14〉，牛久市の馬場遺跡く15〉

がくいん　　　　　　おくき

学院遺跡く7〉　0小茎
あまぼうきにし

く12〉　8天宝喜西遺跡
ひがLやま　　針　　　　　　　　　さか

・東山遺跡く16〉・坂
もと　　　　　　幸．りばノ　　　　　　こんげしノかみいり　　　　　　　　j；受

本遺跡く17〉。寺子橋遺跡く18〉　e権現山上池遺跡く19〉　さ出し山遺跡く20〉等がある。

－3－
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第2図　下大井遺跡周辺遺跡分布図
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表1　下大井遺跡周辺遺跡一覧表

番

。号

遺　跡　名

時　　　　 代 i

番

号

遺　跡　 名

時　　　　 代

旧

石

器

縄　 弥　 古

文　 生　 墳

奈　 申

°

平　 世

近

！世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°

平

中・

世

近

世

＋ 下 大 井 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 稲荷山古墳群 ○

2 五十塚古墳群 ○ 22 下大井古墳群 ○

3 ヤツノ上遺跡 ○ ○ ○ 23 造 山古 墳 群 ○

4 中 久喜 遺 跡 ○ ○ 24 駒　形　遺　跡 ○

5 中山鹿島遺跡 ○ 25 梶　内　遺　跡 ○

6 菅　間　遺　跡 ○ 26 下横 場 遺 跡 ○

7 孝 学 院 遺 跡 ○ 27 新 牧 田遺 跡 ○

8 小 茎 北 遺跡 ○ 28 北 中島 遺 跡 ○ ■ ll■

9 小　菅　 H ・塚 ○ 29 大 久 保遺 跡 ○

10 小 茎南 遺 跡 ○ 30 行人 旧遺 跡 io ○

n 天宝喜C 遺跡 ○ 31 根　柄　遺　跡 ○

12 天 宝 喜 貝 塚 ○ 32 中　編　 遺　跡 ○
可 天宝喜酋遺跡 ○ ○ 33 宮 の台 遺 跡 ○

障4 i大 井 遺 跡 ！
l
O i ！

仁一 ！ ！ ！
i34 梨 の木 遺 呵 ！

！　 ！
∩
＼J l l

！

15 馬　場　遺　跡 ○ O i可 35 水 落 下 遺 跡 ○ ！

16 東　 山　遺　跡 ○ ○ 可 36 隼 人 山 遺 跡 ○ ○ i

17 坂　 本　遺　跡 ○ ○ ！ 37 中下根 遺 跡 ○ ○

18 守子 橋 遺 跡 ○ i 38 高　崎　城　跡 ○

19 権現山上池遺跡 ○ io ！ 39 田宮 1 里 塚 ○

20 出　し山 遺 跡 io io i 40 荒川沖一里塚 ○

遺跡は，中期の太遺跡である。以上の縄文時代の遺跡の傾向は芦早期には小規模で遺跡数が少なく，中期にな

り遺跡数が増大しタ後期の段階でより安定して貝塚が多く形成され芦　晩期には遺跡数が減少する傾向にある。

古墳時代の遺跡ではタ稲荷川の小野川沿い及びその周辺には多くの古墳群が確認されている。稲荷川沿いで

は茎崎町の諾i清壇群没D誹野川沿いでは茎崎町の大井五十塚古墳群の…茄古墳群く22〉誹二久
みちや受

市の造山古墳群く23〉等であ軋　その他の古墳　多　確認されている。発掘調査された古墳群は　前述した大

井五十壕古墳群内遺跡であ勘前方後閏項　数円墳　基以上から形成されてお娠調査は部分的に第5880
ガネ

摘号壇について実施されている。＋古墳の時期は　埴輪を　たないことや遺物等から6世紀後半頃と推定されて
ごうちゅうつか

いる。稲荷川と小野用の間に位置する茎崎町の郷中塚古墳群はタ発掘調査が実施されていないため詳細は不明
こまがた　　　　　かじうら　　　　　しもよこば　　　　　あらまきだ

である。集落跡では夕顔野川沿につくば市の駒形遺跡く24〉　e梶内遺跡く25〉　0下橋場遺跡く26〉　8新牧田遺
きたなかノ　　　　　　　　　おおほ　　　　　　　　　　　　　　きく£うにんた　5j　　　ねがら

跡く27〉　0北中島遺跡く28〉　の一牛久市の大久保遺跡く29〉　0馬場遺跡凋組j遺跡の行太田遺跡く30〉　0根柄遺
なかじゅ　　　　　　　　　　　み㌘ノ　　だい　　　　　　　　　　なし　　さ　　　　　　　　　　　みすおちした　　　　　　　　　　　はやと彗つま　　7ラ

：一　　　　　　　　一　　　　・′　＿　．　　　′　・．　　．言．」∴　∴

なかしもね　′1

中下根遺跡く欝　の中久喜遺跡のヤツノ上遺跡等がある。遺跡は複合している場合が多ら発掘調査　行われ

ていないため不明な点が多い。ヤツノ上遺跡の中久喜遺跡の中辛根遺跡8年Å山遺跡は中期後半の集落跡でタ

…当主…



馬場遺跡は中期から後期にかけての集落跡である。

（2）奈良e平安時代以降

奈良・平安時代は，当遺跡の中心的な時期と考えられる。茎崎町は郡成立以前は筑波国の一部であったが，

その後茎崎町の中央部を流れる稲荷川及び茎崎町と牛久市の境界を流れる小野川周辺は常陸国河内郡河内郷に
くまんつぼ　　　　ぼうち

編入された。茎崎町内での律令期の遺跡については，茎崎町の九万坪遺跡・房内遺跡から奈良時代の土師器婆

が出土しているが，遺構等については不明である。小野川の右岸では，今回報告の下大井遺跡がある。小野川

左岸では，牛久市の行大田遺跡・馬場遺跡。隼人山遺跡・東山遺跡・中久喜遺跡・ヤツノ上遺跡・中下根遺跡

等数多く確認されている。住居跡の調査軒数は，行大田遺跡で5軒，馬場遺跡で3軒，隼人山遺跡で1軒，東

山遺跡で3軒，中久喜遺跡で5軒，ヤツノ上遺跡で11軒と掘立柱建物跡7棟，中下根遺跡で2軒と数的には少

なく，当遺跡では16軒の住居跡が確認され，小野川沿いの貴重な資料となると思われる。
たかさき

中世の遺跡では，茎崎町内に稲荷川沿いに戦国時代漸次勢力を拡大していった岡見氏の支城であった高崎城
8）

跡く38〉，応永3年（1396年）小田治朝の子岡野宮内少輔康朝が築城したと言われる下岩崎泊崎城跡等がある。

下岩崎泊崎城跡は，昭和54年の発掘調査により内濠・外濠・土塁に囲まれた連郭式の平山城で，本丸跡・濠・

土塁等が確認されている。
たくう　　　　　　　　　　　　　　　　あらかわおき

近世の遺跡では，稲荷川と小野川の間に位置する牛久市の田宮一里塚〈39〉，小野川左岸には荒川沖一里塚

く40〉等がある。

※　文中の〈　〉内の番号は，表1，第2図の該当番号と同じである。
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第3章　調　査　の　成　果

第且節　遺跡の概要

下大井遺跡は，茎崎町と牛久市の境界を流れる小野川右岸の標高19～21mの台地縁辺部に位置している。現

況は畑地と山林である。調査区城は，畑地を挟んで2か所に分かれるため便宜上北側をA区，南側をB区と

分けた。

今回の調査によって，旧石器時代の石器集中地点1か所，縄文時代の住居跡8軋炉穴1基，古墳時代の住

居跡3軒，土坑1基，奈良・平安時代の住居跡17軒，土坑1基，中世の塚1基，土墳墓1基，時期不明遺構1

基，不明土坑54基，溝3条が検出された。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に30箱出土している。主な遺物としてほ言目石器（ナイフ形石

器・スクレイパー・剥片・石核），縄文土器片，土師器，須恵器，墨書土器，三彩陶乳灰粕陶器，石器・石

製品，土製品，金属製品，土師質土器，古銭等が出土している。

第2節　基本層序の検討

当遺跡のA区内（B2a3）にテストピットを設定し，

深さ約2mまで掘り下げて，土層の堆積状況を確認した。

（第3図）

第1層は，暗褐色の表土層で，粘性は弱く，しまりも

あまりない。層厚は28～46cmである。

第2層は，褐色のソフトローム層で，炭化粒子を極少

量含んでいる。粘性は普通で，しまりはあまりない。層

厚は12～20cmである。

第3層は，褐色のソフトローム層で，ローム小ブロッ

クを少量含んでいる。粘性は普通で，しまりはあまりな

い。層厚は10～24cmである。

第4層は，褐色のハードローム層への漸移層で，ロー
第3図　基本土層図

ム中・小ブロックを少量含んでいる。粘性・しまりとも

普通である。層厚は25～45cmである。

第5層は，褐色のハードローム層で，粘性・しまりとも強い。層厚は40～55cmである。

第6層は，明褐色のハードローム層で，粘性・しまりとも強い。層厚は15～26cmである。

第7層は，にぷい褐色の粘土層で，白色粒子を中量含んでいる。極めて粘性・しまりとも強い。層厚は13～

24cmである。

第8層は，にぷい黄橙色の粘土層で，白色中・小ブロック・白色粒子を多量含んでいる。極めて粘性・しま

りとも強い。

遺構は，第1層下面及び第2層上面で確認され，第2層から第3層にかけて掘り込んでいる。
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第3節　遺構　と　遺物

1　旧石器時代

今回の調査で，調査A区の太調査区Al e A2。B2区を中心に石器等が出土し，特にA2区に集中してい

た。旧石器の調査区は，調査A区の北部及び中央部の標高21mの台地上の平坦部である。以下，石器集中地点

の調査方法，出土状況及び他時期の遺構調査時に覆土から出土した石器や表面採集された石器についてもここ

で記載する。

（1）調査の概要と方法

試掘調査及び遺構確認時に，調査A区の北部からガラス質黒色安山岩のナイフ形石器，黒曜石の剥片などが

出土した。また，調査が進行するにしたがって，第16号住居跡からホルンフェルスのナイフ形石器，第1号住

居跡北側から大型の珪質頁岩の剥片等が出土した。そこで，竪穴住居跡等の調査終了後に，遺構確認時に剥片

などが出土したAlh6を基点に東に32m，北に16mの範囲に4×4mのグリットを25か所設定し掘り下げた。

（2）石器集中地点（第4図）

位置　今回の調査で出土した26点のうち11点が，調査A区の中央部A2j2区を中心に出土している。他の15点

については，第4図に示した出土遺物の平面分布のとおりであり，集中している地点は点線で示した。

出土状況　遺物が出土した地点は，調査A区の太調査区Al・A2・B2区の範囲で，特にA2区から15点が

出土し，全体の57％を占めている。レベルは標高20。597m～21．214mの範囲である。当遺跡の基本層序第5層

のハードローム上層から主として出土しており，確認商からの深さは50cmである。広範囲から石器は出土した

が密度は薄い。

遺物　出土石器等の総数は26点である。内訳はナイフ形石器が2点で，石質は流紋岩1点，信州系の黒曜石1

点である。剥片は20点で全体の77％を占めている。石質は流紋岩2氏　ガラス質黒色安山岩5点，頁岩3氏

黒曜石1点，チャート5点，鴫璃2氏　ホルンフェルス1点，硬砂岩1点である。石核は頁岩の1点である。

チップは黒曜石の1点である。礫片は2点で流紋岩，石英片岩の1点ずつである。第5図1は流紋岩のナイフ

形石器で，縦長剥片を用い片側縁の先端部に加工が施されている。2は黒曜石のナイフ形石器で，縦長剥片を

用い基部の両側緑に加工が施され，片側縁は全面に押庄剥離がなされ使用痕が見られる。3は流紋岩の二次加

工痕のある剥片である。

所見　本跡は，出土した石器類の主体が剥片及び石核であることから，石器製作跡の可能性が考えられる。

旧石器時代　石器観察表（石器集中地点出土）

図版 番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質

出　 土　 地　 点
剥 離　 と　調 整 の 特 徴 備　　 考

長さ（cm）幅 （cm 厚 さ（cm）重量（g ） 出土地区 標高（m ）

第5 図Q l ナイフ形石器 4 ．7 1．6 0．8 6．7 流　 紋　 岩 A l g9 20．958
縦長剥片を用い片側緑の先端部に加工が施

されている。

P L 24

第 5 図Q 2 ナイフ形石器 4 ．6 1．7 0．8 5．1 黒　 曜　 石 A l h9 20．9 7 1

信州系の黒曜石。縦長剥片を用い基部の両

側に加工が施され，片側縁は全面に押庄剥

離がなされ，先端部に使用痕が見られる。

P L 24

第 5 図Q 3 二細工痕のある裾 3 ．9 3．0 1．3 6．3 流　 紋　 岩 A 2 g6 20．6 32 二次加工痕有。礫皮面が残る剥片。 P L 24

Q 4 剥　　 片 3．3 2．1 0．8 4．5 流　 紋　 岩 A l h7 20．7 32 礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　 P L 24

Q 5 剥　　 片 2．6 2．4 0．6 4．0 桁ス質黒色安膵 A 2 h l 2 1．172 礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　 P L 24

Q 6 剥　　 片 2．0 1．7 0．4 0．8 頁　　 岩 A 2 g l 2 1．0 2 1 多方面から打撃が加えられた剥片。 写真のみ掲載　 P L 24
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第5図　旧石器集中地点遣物実測図

0　　　　　　　　　　　　　5cm

！　　　星　　　！

図版番口種　別

計　　測　　値

石　質

出　土　地　点

剥離　と　調整の特徴 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）束量（g） 出土地区標高（m）

Q7剥　　片2．8 2．6 1．2 6．6 黒　曜　石A2g2 21，087
不純物の多い高原山産の窯曜石。多方面か

ら打撃が加えられた剥片。

写真のみ掲載　PL24

Q8剥　　片2．8 2．0 1．2 4．7 珪質頁岩A2j321．182礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　PL24

Q9剥　　片3．3 1．6 0．7 3．5 チャートA2j321．125礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　PL24

Ql剥　　片3．4 1．5 1，1 4．1チャートA2j321．119礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　PL24

QII剥　　片5．3 4．8 0．9 20．4 がラ欄黒色安山岩A2j321．094礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　PL24

Ql剥　　片2．0 1．6 0．8 1．3 鴫　　璃B2a321．149多方面から打撃が加えられた剥片。 写真のみ掲載　PL24

Ql剥　　片 3．1 4．8 1．8 21．3 チャートA2j3 21．098礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　PL24

Q14剥　　片 1．7 1．7 0．9 1．2 鴫　　璃B2a2 21．211礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　PL24

Ql剥　　片5．3 5．6 1．2 37．0 チャートB2a4 21．154礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　PL24

Ql剥　　片 1．8 1．9 0．3 0．8 チャートA2j2 21．152多方面から打撃が加えられた剥片。 写真のみ掲載　PL24

第5図Ql剥　　片4．1 6．1 1．8 28．6 桁ス賃男色安山岩A2j3 21．214礫皮面が残る剥片。 PL25

Ql剥　　片4．8 5．2 1．0 22，4 頁　　岩B2C521．017礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　PL25

Ql剥　　片2．7 1，8 0．6 1．8 ガラ硝黒色安山岩B2d421．128轢皮面が残る剥片。 写真のみ掲載　PL25

Q2剥　　片2．3 1．8 0．8 2．2 ガラス質黒色安蛸B2C521．153礫皮面が残る剥片。 写真のみ掲鼓　PL25

－10－



計　　 測　　 値
庁庁

出　 土　 地　 点 巨 り確 と 調 整 の 特 徴

備　　 考．現 計ウ 別 長 封 cm）幅 （C扉 厚さ可 垂還（g j 肛 j二地区 標高 （m ラ

Q 21 剥　　 片 L 9 2．3 私6 2．8 ホルンフェルス A 2 j3 2 1．19 0 礫皮商が残る剥片。 写真のみ掲載　 P L 25

第5 国Q 2 ′石　　 核 2．8 4 ．6 2。7 i 24 ．4 珪 質頁 岩 A 2 e3 2私84 8 礫皮面が残る剥片。 P L 25

Q 2 チ　 ッ　 プ 私9 私 8 侶 つ ＋ 侶 黒　 曜　 有 A 2g 6 20。632 信州系の窯曜石。．） 表のみ掲載

Q 24 礫 2．3 L 5 私9 4言 流　 紋　 岩 A 2g 6 20．597 部分的に加熱を受けている。 表のみ掲載

Q 2r 礫 4J 2せ7 2。5 4 L 3 石英 片 岩 A 2h 5 2 0。884 部分的に加熱を受けている。 表のみ掲載

Q 2 剥　　 片 2．3 L 4 机 つ　 一招 碩　 砂　 岩 A 2 g 6 2 0．772 礫皮面が残る剥片。 表のみ掲載

待　避構外出土遺物

石器はタ　石器集中地点以夕摘、らも出土している。ここではタ　表面採集したものを含めて図示する。第6図27

はガラス質黒色安山岩のナイフ形石器でタ　片側縁の端部に加工が施されている小型のものである。28はホルン

フェルスのナイフ形石器で芦　両側縁の基部に加工が施されており，ほぼ中央部で切断されている太ぶりのもの

と思われる。罰はガラス質黒色安山岩のナイフ形石器で芦　両側縁の基部に加工が施されタ　片側縁に加工された

のである。誹は高原山産の黒曜石のサイドスクレイパーで資　縦長剥片を用い両側縁に刃部調整が施されてい

る。封は油脂頁岩の餞用痕のある剥片学　霊は珪質頁岩の使用痕のある太ぶ　の剥片である。3は高原山産声　鋼

は信州系の黒曜石の剥片である。

旧石器時代　石器観察表　遺構外出士）

図版番場ふ　種　 別
計　　 測　　 値 巨 質

出土地点 剥 確　と　調 整 の 特 徴 備　　 考
長さ行扉 幅 （cm）

第6回Q 2〆′ナイフ形石器 説5 L 5 0。9 4誹 桁硝買色安膵 A 区表採
片側縁の端部に加工が施されている小型のナイ

フ。加熱を受け赤愛している。

P L25

第鋸夏場2 ナイア形石器 4。6 2。4 L ＝ H 諸 ホルンフェルス y 「藩腰上
両側縁の基部及び附則縁に加工が施され，ほぼ

中央部で切断されている大ぶりのナイフ。

P L 25

第鋸縄 2 ナイフ形石器 6言 2言 私9 軋2 労うス貫窯色別岩 S I一路覆土
両側縁の基部及び片側縁に加工が施されたナイ

フ。

P L 25

第膵臓3 サ相対ル小芋 4。8
i

2．5 1．1 私6 黒　 曜　 石
高原山産の黒曜石。縦長剥片を用い両側縁に抑

圧剥離が施されている。

P L 25

第鋸縄 封穫順 のある剥片 2。6 4誹 1の2 紋6 油脂 頁岩 A 区表採 先端部に使用痕が見られる。 P L 25
第6回Q 3司朋痕のある剥片 い．い 丁．り 2。5 110。2 珪質頁岩 Å区表採 両側縁に使用痕が見られる大ぶりの剥片。 P L25

Q 33 剥　　 片 3め5 4。5 L 3 17。8 黒　 曜　石 A 区表採
高凱j」産の黒曜石。多方面に打撃が加えられた 写真のみ掲載　 P L25

第6図Q封剥　　 片 3。9 裟9 L O 説9 黒　 曜　石 S K …2覆土 信州系の黒曜石。造船二打面が残る。 P L 25
第鋸縄 3尋剥　　 片 う．寸 3。6 寸．り 15。3 チャー ト A 区表採 打商が残る縦長の剥片。 P L 25

第7図Q 36朋 痕のある毒賦 5。6 2。8 私9 7e9 流　 紋　 岩 Å区表採 片側縁に使用痕が見られる剥片。 P L 25
第7図郡司剥　　 片 6ゆ3 5誹 L 逐 35ぁ3 珪鷲頁岩 礫皮面が残る剥片。 P L 25
第纏臓3尋石　　 核 5言 4．9 L 6 18言 珪震‾貪岩 Å区表採 打而調整が残る招亥。〕 P L 25

Q 3頭吏腑 煽る着眼 4，！ 裟3 軋7 5言 紆堀部恨 片側縁に使用痕が見られる剥片。 写真のみ掲載　 P L 25

第鋸縄 4司撞　　 斧 9。7 5言 3せ3 巨5287 由ルフェルス 射区表探 片側に礫皮商が残る。 P L 25

Q 姐剥　　 片 嬬 つ 7言 。バ 5 を3 硬質官署 Å区表探 礫皮商が残る剥片。 写真のみ掲載　 P L 25

Q 42 石　　 校 4諸 叡5 2逐 日 ㍍ 璃　　 璃 礫皮面が残る剥片C）　　　　　　　　 －写真のみ掲載　 P IJ25
馴尋 礫 私」 軋」 203 日3㌢8 珪質頁岩 Å隊表探 線一三摘 礫。 写真のみ掲載　 P L25
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第7図　旧石器遺物実測図（2）
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第8図　旧石器遺物実測図（3）
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2　縄文時代

縄文時代の遺構は，竪穴住居跡8軒，炉穴1基である。以下，検出された遺構の特徴や遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第4号住居跡（第10図）

位置　調査A区の南部，B2g5区。

規模と平面形　上部が削平されているため，壁の立ち上がりをとえることができなかった。ピットの配列から

長径4．94m，短径4．26mの楕円形と推定される。

0　　　　　　　5cl¶

l　；！

第9図　第4号住居跡出土遺物実測図

－14－

長径方向　N－190－Eと推定される。

床　平坦で，特に踏み固められた面はない。

ピット16か所（Pl～P16）。Pl～P6

は径26～35cmの円形で，深さ20～45cmであ

る。いずれも規模及び配列から主柱穴と思

われる。P7～P14は長径22～35cm，短径

16～28cmの楕円形で，深さ21～40cmである。

いずれも主柱穴と主柱穴の中間に位置し補

助柱穴と思われる。P15は長径55cm，短径

41cmの楕円形で，深さ14cmである。P16は

長径51cm，短径33cmの楕円形で，深さ39cm

である。いずれも他の柱穴に比べ大きく性



格は不明である。

炉　ほぼ中央に付設されている。平面形は長径30cm，短径22cmの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめた地床

炉である。炉床面は皿状で，赤変硬化していない。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　　ローム粒了∴焼土粒子・炭化物少量

遺物　縄文土器片1点，磨石1点が出土している。第9図TPlは深鉢の胴部片，Q46は磨石で炉内から出土

している。

所見　本跡は，炉が付設されていること，柱穴が巡っていることから住居跡と判断した。時期は，縄文土器片

1点が炉内から出土しており，本跡に伴う遺物と判断し，縄文時代前期後葉（興津式期）と考えられる。
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第10図　第4号住居跡実測図

第4号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　及　 び　文　様　 の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第9図

T P l
深　　 鉢

縄文土器

B （4．6）胴部片。縦位と横位に洗練が施されている。 長石

橙色

普通

5％　　　　 PL23

図版番号 器　種
計　　 測　　 値

石　質 特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ（cm）幅 （cm）厚さ（cm）重量（g）

第9図Q4 磨　　 石 11．8 8．6 5．0 7β5・0

l

安　山　岩 円盤状で2面使用 100％
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第15号住居跡（第11図）

位置　調査A区の中央部，A2j3区。

重複関係　第9号住民　第13016号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。また，第18号住居跡を掘り込んで

おり，本跡が新しい。

規模と平面形　上部が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかった。ピットの配列か

ら径5．53mの円形と推定される。

床　平坦で，特に踏み固められた面はない。

ピット　21か所（Pl～P21）。Pl e PlO。P12・P16は長径36～45cm，短径30～33cmの楕円形で言采さ32

～39cmである。P2～P9・Pll。P13～P15は径25～35cmの円形で言采さ16～48cmである。いずれも炉を中

心に巡っていることと配列から主柱穴と思われる。P17・P18・P20。P21は径30～35cmの円形で，深さ18～

29cmである。P19は長径30cm，短径22cmの楕円形で，深さ23cmである。いずれも主柱穴の内側及び外側に位置

し補助柱穴と思われる。
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炉　ほぼ中央に付設されている。平面形は長径閥cm　短径53cmの楕円形で，床面を17cmほど掘りくぼめた地床

炉である。炉床面は皿状で，赤変硬化していない。

炉土層解説

1　赤褐色　　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量

2　にぷい赤褐色　　ローム粒子・焼土中ブロック少量

3　暗褐色　　ローム粒デや最，焼土中ブロック少蔓

4　褐　　色　　ローム粒戸手1蔓，焼上中ブロック微星

5　褐　　色　　ローーム粒j′・少；4㌢，焼し小ブロック微量

遺物　礫2点のみで，土器は出土していない。

所見　本跡は，炉が付設されていること，柱穴が巡っていることから住居跡と判断した。時期は，土器が出土

していないため明確ではないが，遺構の形態から縄文時代としておく。

第膵号住居跡（第12図）

位置　調査A区の北部，A2g4区。

重複関係　第20号住居，第23e25号士坑に掘り込まれておりぎ　本跡が古い。

規模と平面形　上部が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかった。ピットの配列か

ら長径5．08m，短径4．70mの円形と推定される。

床　平坦で，特に踏み固められた面はない。

ピット15か所（Pl～P15）。Pl。P2e P6～P8ゆP13～P15は長径37～55cm，短径30～45cmの楕円

形で，深さ14～32cmである。P3（）P50P9～P12は径30～45cmの円形で，深さ17～43cmである。いずれも

配列から主柱穴と思われる。
P5・PlO土層解説

1　褐　　色　　ローム粒子中星，ローム中ブロック少量，炭化粒召鋸蓬

2　褐　　色　　ローム粒J′中j圭呈二，ロームt巨ブロック少量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，柱穴が巡っていることから住居跡と判断した。時期は，土器が出土していないため明確ではな

いが，遺構の形態から縄文時代としておく。

第18号住居跡（第11図）

位置　調査A区の中央部，B2a3区。

重複関係　第15号住居，第13号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　上部が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかった。ピットの配列か

ら長径4。80m，短径4．22mの楕円形と推定される。

長径方向　N－290－Eと推定される。

床　平坦で，特に踏み固められた面はない。

ピット15か所（Pl～P15）。Pl・P2は長径31cm，短径24cmの楕円形で，深さ23～25cmである。P2・

P4～P14は径19～34cmの円形で，深さ17～30cmである。いずれも配列から主柱穴と思われる。P15は径26cm

の円形，深さ21cmで，P6の内側に位置し補助柱穴と思われる。

遺物　出土していない。

所見　本跡は，柱穴が巡っていることから住居跡と判断した。時期は，土器が出土していないため明確ではな

いが，遺構の形態から縄文時代としておく。また，本跡からほ炉が検出されておらず，第15号住居に掘り込ま

れたことも考えられる。

－17－
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第20号住居跡（第12図）

位置　調査A区の北部，Å2h3区。

重複関係　第20Ae20B023号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。また，第17号住居跡を掘り込んでおり，

本跡が新しい。

規模と平面形　上部が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかった。ピットの配列か

ら長径4。54m，短径4．42mの円形と推定される。

床　平坦で芳　特に踏み固められた面はない。

ピット12か所（P「㌦P12）。Pl。P4e P5のP7e P8。PHは径37～購cmの円形で，深さ19～27cm

である。P2e P3「つP6e P9。PlOは長径42～65cm，短径22へ〟55cmの楕円形で，深さ23～33cmである。い

ずれも配列から主柱穴と思われる。P12は径36cmの円私深さ35cmで，P4の内側に位置し補助柱穴と思われる。
P6土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P10土層解説

1褐　色　ロー…ム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭胱張子微量　　1褐　色　ローム桁タ可囁，ローム′トブロック少量言封ヒ粒子微量

2　褐　色　ローム粒子中私　ローム小ブロック少量　　　　　　　　　2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　　ローム小ブロック・。ーム粒子中量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，柱穴が巡っていることから住居跡と判断した。時期は，土器が出土していないため明確ではな

いが，遺構の形態から縄文時代としておく。また，第17号住居跡と重複しており，ピットの配列及びピットの

切り合い関係から本跡が新しいものと判断した。

第2瑠号住居跡（第13図）

位置　調査A区の北部　A蝕区。

重複関係　第38号士坑に掘り込まれており，本跡が古い。
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規模と平面形　南東部が撹乱されている。撹乱部を除いた規模は長径3。62m，確認できた短径2．48mで楕円形

と推定される。

長径方向　N－440－Eと推定される。

蔓　壁高は12～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，特に踏み固められた商はない。

ピット16か所（Pl～P16）。Pl～P60P8ほ径20～32cmの円形で言采さ12～27cmである。P7e P9

ほ長径25－37cm，短径20～30cmの楕円形で言采さ24～43cmである。いずれも配列から主柱穴と思われる。PlO

～P16は径22～30cmの円形で，深さ14～28cmである。いずれも主柱穴の内側に位置し補助柱穴と思われる。
Pl・P7土層解説

1褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

覆土　単一層で，自然堆積である。
土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　炭化物微量

遺物　黒曜石の小剥片　点　礫は点が出土している。

所見　本跡は，柱穴が巡っていることから住居跡と判断した。時期は言上器が出土していないため明確ではな

いが，遺構の形態から縄文時代としておく。

第22号住居跡（第14図）

位置　調査A区の中央部，A2i4区。
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規模と平面形　上部が削乎されているため　壁の立ち上がりをとらえることがで　なかった。ピッ　の配列か

ら長径。瞞mn　短径あ貼mの棚杉と推定される。

床　平鹿搾　港に踏み固められた面はない。

ぼ、ジ紅　絹か所　津　㌦㌘膵。P e P　をP　や㌘　～㌘　O P蟻の㌘Ⅲは長径謂～購cm　短径凱～凱cm

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

－　′

側に位置し補助柱穴と思われる。

PlO土層解説

暗褐色　　ロレ…ム小ブブックo rトーん紘辛少量ラ　炭化粒手機ぷ

2　褐　　色　　ロ…ム粒jタ薄ら；一声　炭化粒子微量

遺物　縄文土器片娠蕉　轢　燕が出土している。

所農　本跡は　桂光が巡っていることから住居跡と判断した。時期は　遺物が細片であ　明確にで　ないが芦

遺構の形態から縄文時代としておく。

第別号佳贋掛　第蟻囲う

位置　調査Å区の中央部　B銚区。

規模藍平面形　長径も媚罰は　短径な鋸刑の楕閏形である。

長径方向　N一一諒、．W

蔓　壁高は　㌦ほcmで　外傾して立ち上がる。

床　平坦で　港に踏み固められた面はない。

睦もジ睦　蟻か所　津　㌦㌘路上〕㌘　ゆP　は産経渕～謂cm短径鵠cmの掩炉形で深さ欝㌦渕cmである。㌘2

つ）8　つ）11つつ　は律崇＼一甘）し・射ノ津川三で言策黒I＼∵Mmlで薪読）いずれも配列から主柱穴．と思われる、I「1圭

㌘臓も㌘蟻は径凱㌦謂cmの「ヱ形で　深さ摘～渕mである。㌘摘ほ騒擾鵠cm　短径摘cmの楕円形　深さ欝cmでタ

いずれ　主柱先の内側及び外側に位置し補助枝先と思われる。

Pl e P6′上層解説

1　褐　　色　　ロ…ム小ブロックをローム粒子中量，炭化粒子磯還

2　褐　　色　　ロームかブ胃ツタぁローム粒守華還㍉　ロームやブロック少量

炉　中東から北欝　に鮪没されている。平面形は長径犯cm　短径縞cmの楕巨が拍睦で　床面を航mほど掘り　ぼめ

た地床炉である。炉床面は皿状で　火熟を受け赤変硬化して折る。
炉土居解説

赤褐色　　焼Ⅲ、ブロック購ま；：焼繍守少；薫を一夕　娩出首ブロック弓勘骨粒子微量

2　明赤褐色　　焼士小マ頂ノク∵胤十粒子中量，炭化粒子薇家

澤豊　　層からな娠　ロームプロッタの不均一一一』を混太から尤為堆積と思われる。
土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少軋　ロームかブロックか炭化粒子徴家

暗褐色　　ゴー…ム粒クエ叫護‡二　ロレ…ム小プロツ㌢少掛，炭化粒子微量

暗褐色　　ローム小ブロック少乳F　ローム粒子ゆ炭化粒子薇家

4　褐　　色＋　tトイ滅守中温∴針」璃㍗㌣ッ㌢少量

遺物　縄文土器片凱蕉　土師器貴通　慮　磨着　意　礫　点が出土して折る。第蟻図T㌘　ほ深鉢の胴部片声　優

媚は磨石でタ　いずれ　中一敷部の覆土“ふ層から臣とふて折る。土師器斜も　撹乱による混入である。

所農　本跡からほ　炉及び炉を中心に巡っている枝先を検出した。時期は　遺構の形態及び覆土下層から出土

した土器から撃　縄文時代前期末から中期初頭　を栗島台式期）と考えられる。
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第15図　第24号住居跡実測図

二‾　二°‾

顎監・・溺
l

二
第16回　第24号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

「一一　　十一1・一一I

0　　　　　　　　　　　　　1m
t．　　－　　　　．－－－　　　　一・一　　　　　　　　・一　　　　　　・－・－　　　　　　tt．

10cm

」　　　＿＿1　　　I

［叫版番号器　種計測値（cm）器　形　及　び　文　様　の　特　徴胎土・色調ト焼成備　　考

第16図

TP2
探　　鉢

縄文土器

B（3．6）胴部片。無節縄文が施されている。長石

橙色

普通

5％

図版番ぢ器　種
計　　測　　値

石　質特　　　　徴備　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第冊Q44磨　　石（4．1）（6．5）5．3（180．7）安　山　岩滴～欠損20％

－22－



（2）炉　穴

第1号炉穴（第17図）

位置　調査A区の中央部，B2d4区。

規模と平面形　径1．25mの円形で，深さ52cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土14層からなる人為堆積で，中央部やや北側に焼土ブロック・焼土粒子が多く見られ，特に底面から14cm

ほど上の12層には焼土ブロックが多く含まれている。
土層解説

1暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼1二粒ト炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・焼上粒‾ト炭化物微量

3　暗赤褐色　　焼上粒ナ多競，ローム小ブロック・ローム粒子・焼上′トブロック中量，炭化物微量

・4　褐　　色　　ローム小プロノク・ローム粒子・焼輔と子中最，炭化物微完・

5　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒戸車軋　焼士小ブロック・炭化物微量

6　褐　　色　　焼上粒！‥炭化物散策

7　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒予卜量，焼」二粒子・炭化物微量

8　褐　　色　　ローム粒子中最，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

9　褐　　色　　ローム′トブロック・ローム粒‾子少量，炭化物微墨

10　暗赤褐色　　焼十粒‾r・申‾昂こ，ローム粒子少量

11にぷい赤姥絶　　焼1二粒子中量，ローム粒了サ偏

12　赤褐色　　焼上中ブロック・焼t粒子中量

13　褐　　色　　焼十粒r・少一昔

14　褐　　色　　ローム粒子・焼工粒子少量，炭化粒子微罷

遺物　縄文土器片4点，磨石1点，礫3点が出土している。第17図TP3・4は探鉢の胴部片で，覆土から出

土している。Q55の磨石は，中央部の覆土中層から出土している。

所見　本跡は，覆土に焼土ブロック・焼土粒子を多く含み，縄文土器片が出土している。時期は，覆土の状況

及び遺構の形態等から，縄文時代早期前葉（夏鳥式期）と考えられる。

④　＼¢

A21．4m

第17図　第1号炉穴・出土遺物実測図

－23－

C 0　　　　　　5crn

トー



第温号炉究出土遺物観察表

図版番号　 器　 種 器 形 及 び 文 様 の 躯 微　　　 序 … 矧 潮 目　 壷　 考

忘

胴部片。撚糸文が施されている。ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長石 e 雲母　　　　　 5 ％

にぷい橙色

普通

rr p 溌 射 二 B 圧 習 胴部片。撚糸文が施されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長石 の雲母　　　　　 5 ％

にぷい橙色

普通

図版番号

第1掴那5

器 種 協 幅計諾 霊 －） i 石 質 巨　 微　　 備　 考

磨　　 石　　 9言　　　 669　　　 4．　　 射 ．　 安　山　岩　全面使用　　　　　　　　　 摘 ％

3　古墳時代

古墳時代の遺構としてほ芦　竪穴住居跡4軒夕　土塊1基が検出された。以下夕　検出された遺構の特徴や遺物に

ついて記載する。

は）竪穴住屠跡

ノブ　ト了、．ノ．、′′i′ノ・＼‥

位置　調査A区の南部タ　B2i5区。

重複関係　中世の第1号塚が本跡の覆土上に構築されてお軋　本跡が古い。

規模と平面形　商壁側が調査区域外にかかる。長軸5や22mタ　確認で　た短軸。鋸mで　長方形と推定される。

主軸方向　N一つ星㌧一一一一一Eと推定される、、，

壁　壁高は8～3転mで　外傾して立ち上がる。

壁溝　東部を除き，壁下を巡っている。断面はU字形で学　士幅15㌦29cm∴翻扇5～10cm言荒さ　～Hcmである。

床　中央部に少し凹凸がありタ　踏み固められている。

ピット　3か所。（Pl～P3）。Plは二段掘り込みになっており，上段は長径53C恥　短径46cmの楕円形で，

深さ25cmである。下段は長径44cmタ　短径33cmの楕円形で言采さ35cmである。北東コーナー部に位置し言主柱穴

と思われる。P2ほ長径射cmタ　短径36cmの楕円形夕　深さ7cmで，位置からPlの補助柱穴と思われる。P3ほ

長径購cm　短径31cmの楕円形で　深さはcmである。南壁側が調査区域外のためピットの有無がはっきりしない

ためタ　性格は不明である。

Pl土層解説

1褐　　色　　ローム小ブロックもローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒㌢微量

2　褐　　色　　ローム小ブロックo tブーム粒子中量，炭化粒子微量

3　褐　　色　　ローム小ブロックやローム紘子中還，炭化粒子微還
P2土層解説

1暗褐色　　ローム小ブロックeローム粒ゴアふ少註「炭化粒召雛ま蓬二
P3土層解説

1褐　　色　　ローム小ブロックoローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　　ローム小ブロックeローム粒子中量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と思われる。またタ　壁際を中心に床面上に焼

士及び炭化物の堆積した層が4か所ほど検出され，焼失住居の可能性が考えられる。

－24－



土層解説

1暗褐色　　焼土粒子「巨星，ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少憲二

3　暗褐色　　ローーム粒子少量二

4　赤褐色　　焼土粒子中量，炭化粒子少鼠　ローム粒子徴壷

焼土土層解説

1暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量

2　賠赤褐色　　炭化物中量，炭化粒子少鼠　焼土中ブロック・焼土粒子微量

3　暗赤褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼上中ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器及びその小破片100点，須恵器片2点が出土している。第19図1～4は土師器である。覆土下層で

は，2の杯が北壁際から正位の状態で出土している。床面では，1の杯が中央部から逆位の状態で，3の相が

東側から逆位の状態で出土している。その他にも覆土から4の嚢が出土している。須恵器片は撹乱による混入

である。

所見　本跡は，南部が調査区域外に延びており，全体の半分ほどの確認であったと推定される。時期は，出土

土器から古墳時代（5世紀後半）と考えられる。

第18図　第1号住居跡実測図
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第臓図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ　＿＿　‥　　二．∴　＿＿＿＿＿‥＿1

図版番号 器　種 計測値（扉 器　形　 の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色訴ト焼成 備　　 考

第19図
杯

土　師　器

A ［13．6］底部から口縁部片。〕凹んだ平底。体 H縁部内も外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英も赤色粒子 購％　　　　 PL15

1 B　　6．2 部は内攣して立ち上がり言‾‾i縁部は ラ削り後へラ磨き，内面へラ磨き。 にぷい赤褐色

C　　5．0 わずかに外反する。 内e外面赤彩。 普通

2
杯

土　師　器

A ［13．4］休部から＝縁部片。体部は内攣して 目線部内8外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英・赤色粒子 20％　　　　 PL15

B （4．2）＝縁部に至る。 ラ削り言内面ナデ。内・外面赤彩。 にぷい赤褐色

普通

3
川

土　師　器

B （8．6）＝縁部つ義部欠損。休部は偏平な球

状で最大径を中位にもつ。

体部外面へラ磨き。外面赤彩。 長イ十雲母・赤色粒子

にぷい橙色

普通

60％　　　　 PL15

4
確

B （3．2）底部片。やや凹んだ平底。体部は内 体部外面へラ削り。 長石・石英・赤色粒子 5％

荒

土　師　器
C ［7．6］攣して立ち上がる。 にぷい赤褐色

普通

第23号住居跡（第20図）

位置　調査A区の南部，B2h7区。

重複関係　第60号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸7。30m，短軸6．90mの方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は35～53cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　出入り口部及び竃の部分を除き，壁下を巡っている。断面はU字形で，上幅22～41cm，下幅10～22cm，

深さ8～13cmである。

床　西壁際から東壁際にかけて傾斜しておりタ　東壁際は13cmほど低くなっている。

ピット13か所（Pl～P13）。Plは長径65cm，短径55cmの楕円形で，深さ31cmである。P2ほ二段掘り込

みになっており，上段は長径62cm，短径53cmの楕円形で，深さ18cmである。下段は径22cmの円形で，深さ32cm

である。P3ほ長径46cm，短径39cmの楕円形で，深さ47cmである。P4は径44cmの円形で，深さ57cmである。

いずれも配列から主柱穴と思われる。P5ほ長径70cm，短径47cmの楕円形，深さ14cmで，竃を結ぶ直線状に位

置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・P7・P9・PlO・P12は径31～45cmの円形で，深さ

12～28cmである。P8は長径40cm，短径31cmの楕円形で，深さ32cmである。Pllは二段掘り込みになっており，

上段は径60cmの円形で，深さ16cmである。下段は径20cmの円形で，深さ30cmである。P6・P7ほPlの外側，

P8ほP3の内乱　P9・PlOはP4の外側，PllはPlとP2の中間，P12はP3とP4の中間に位置し，

いずれも補助柱穴と思われる。P13は長径100cm，短径75cmの楕円形言采さ10cmで，遺構の中央部に位置し，

掘り込みも浅く性格は不明である。
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P4土居解説

ユ　暗褐色

2　暗褐色

3．暗褐色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

ロ…ム小ブロックeローム粒子少量，ローム小ブロック璃付議は∴炭北粒fA微量

甘…ム小ブ骨ック少鼠，ローム粒守∴ぷ封協甘辛繊宣

炭化粒戸瞞；‾，ローム粒子微量

ロー∵ム小ブロック・Lト…ム粒子少量，炭化粒子薇星

口｝∵ム小ブロック8ローム粒子少量

ロ」ム小ブロックe tコーム粒子少量，ローム中ブロックを炭化粒子微量

竃　北壁中央に付設されている。焚口部から煙道日部までの長さ招伽恥両袖幅摘錠mで　壁外への掘り込みは

36cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床部はタ円形に6cmほど掘り込まれノタ　火熱を受け

赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説

1　ぷい対絶　　ローム粒√∵眈土粒子少掛，ローム小ブロック∵炭化粒子瀾慮

2　にぷい新路　　ローム粒守∴焼し小プロッタ。焼土粒子少旨言封ヒ粒召凝巌

3　暗赤褐色　　焼士小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒fA少量，ローム粒子や焼＿l二中ブロック微量二

4　褐　　色　　ローム粒子中量，廃土拉子・炭化粒子微量

5　褐　　色　　焼接と子e炭化粒j′ム少軋∴址土中ブロックせローム粒子瀾慮

6　黄褐色　　精工紘争牛乳　砂粒少乱　しト売載予言軋吊招∴炭化粒召散量

7　暗褐色　　焼士粒子少靂＼ローム粒j′・せ炭化粒召凝量

8　赤褐色　　焼繍圭子もローム粒子少量，焼土中プロノク薇憲．

滞ま　摘層からなる。暗褐色土及び黒褐色土主体の堆積士でありタ　ロームの廃土の炭化物が含まれていること

及び遺物の投棄状況から人為堆積と思われる。
土居解説

1　暗褐色　　ローム粒　薄墨　焼L粒子e炭化物少量

2　黒褐色　　ローム粒子や廃土粒チ・炭化物少蔓，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　1コ｛∵ム粒Jアユ申最，ローム小ブロックぁ焼路白アーサ炭化物微量二

4　暗褐色　　ロトーム粒だ中量，焼土粒子e炭化物微量

5　暗褐色　　ローーム小ブrブック中量，ロー…ム粒f－0炭化材微量

6　黒褐色　　焼土粒守…毒細摘オ弓勘船隊子少巌，ローム粒子微量

7　暗褐色　　焼土粒了華竃ブ　ローム粒㌢つ計酢紆∵炭化粒子少宣

8　帽　褐色

9　畷　褐色

H）ぎ喜子　褐色

日　′璧　褐色

12　攣　褐色

13　撃　褐色

14　褐　　色

ローーム小フロック　ローム粒f中鼠　廃を小フロノク　炭化物少ぷ

ロー」諸員当堵㍉　炭北物徴ぷ

l「－∴小‾rl！・’′・lト　∴汗「中宣

ローム粒子の廃土粒子り炭瀧瀦守瀦滝

ローム粒jタ　焼i粒ま′　炭化物微簑

ローム粒子中星，ローム小フロノク少註㍉址土粒子微量

ローム粒守中量

遺物　土師器及びその小破片目弱点　須恵器及びその癖破片那須窯　砥石　点が出土している。第飢図　～膵

は土師器で芦　2～封は須恵器である。覆土上層ではタ　路の婆が竃の南側から横位の状態でタ　膵の婆が㌘5の北

・　　　‥・‥　　　　　　′　　′、‥　＿　′　　－　　　　′　　　　　　．一、　　　　　　　∴′′　　－　′・：言

22の25の棒がP　の南側から達位の状態でタ　評の盤がP3の東側から逆位の状態で虹としている。覆土中層で

は芦　9の椀が中央部から達位の状態で芦　蟻の皿が中央部から壊れた状態で芦　蟻の鉢と鍋の杯は竃の南側から横

・・　　　　　　　：　　　　　　・－　　　　・　　　　　　　′′　ノ　′ノ、　　　　　　′′′

覆土下層では撃　呂の杯が㌘且の西側から壊れた状態で汐　且2の婆が酋壁際から壊れた状態でタ13の婆が㌘2の南

東側から横位の状態でタ　蟻の嚢が竃の南側から壊れた状態でタ　膵の鉢が中央部から横位の状態で芦　器の高台付

′　　　　　　′　－　　　　′　　′　′

′　　　　　　　　　　　　ノー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

27の28の高台相棒芦　誹の蓋芦　別の短賀意ぎ　Q鯛の砥石が出土している。

所農　本跡からほグ　遺物が多量に出土している。出土状況から　住属が廃絶後に投棄されたものと思われる。

投棄状況は覆土上層とそれ以下の　りに分けられ　覆土上層の第1の2層から出土した土器群は言F層の土

器群と時期差がある。覆土上層の土器群は当遺跡の中心時期である　世紀代であ娠数多く出土している「馬

方」と墨書された須恵器杯　投棄されている。時期は　床面及び覆土下層から出土している　の　の土師器杯タ

は～接の土師器禁から古墳時代　摘世紀末㌦7世紀初ラ　と考えられる。
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第20回　第23号住居跡実測図
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第21図　第23号住居跡出土遺物実測図（1）
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第㌶号住居跡出土遺物観察表

願

3稲　隋航堵

臣ヨ
の　　　　　　瑠◎監闘

』三三≡≡藍≡≡≡≡≡≡≡』

忘
器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　 i 胎土か色調機 司 ‾ 義　 孝

誓 図 土 器 器 P L 15
B

軋　　　　　　　　　　　 普通　　　　 i

6　 土 芸 器
A　 ユ3ヶ9　丸底。休部即潤 して立ち＿摘‡りタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 湖璧　　 PL㍑

B　 4詔；‖丁縁部は内傾する。）

内弓射　黒色処私　　　　　　　　 普通

ll－∴川一一一ムー′



図版番長‡1 器　 種 計測値（cnl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第21図
杯

土　 師　 器

A ［13朝 底部か ら＝縁部片。平底。体部は内 ＝縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石∴石英 e赤色粒子 70％　　　　 P L 15

7 B　　 4．0 攣 して立ち上がり，目線部は外傾す ラ削 り，内面へラ磨 き。底部へラ削 にぷい黄橙 色

C　　 臥2 る。 り。 普通

8
士不

土　 師　 器

A ［11．0］ 底部からロ縁部片。平底。体部は内 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・赤 色粒 子 50％　　　　 P L 15

B　　 4．1 攣 して立 ち上が り，＝縁部 は内傾す ラ削 り言内面へラ磨 き。底部へ ラ削 にぷ い黄橙色

C ［7．2］ る。 り。内面黒色処理。 普通

9
椀

土　 師　 器

A　 lO ．3 底部から［二了縁部片。平底。体部は内 l二1縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 60％　　　　 P L 15

B　　 6 ．8

C　　 6．3

攣 して立ち上が り口縁部に至る。 ラ削り，内面ナデ。 にぷい褐色

普通

1日
皿

A　 23．2 高台部から＝縁部片。底部 と休部の ＝縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長 石 せ石英 40％　　　　 P L 15

B　　 4．2 境は稜 をもち屈 曲する。休部は外傾 面へ ラ磨 き。底部高台貼 り付け後， にぷい褐 色

土　 師　 器 D ［19．扇

E　 l．1

して立ち上が り，日縁部に至 る。∴高

台はハの字状に開 く。

ナデ。内 ・外面異色処理。 普通

12
確

A　 20．2 凹んだ平底。休部は内攣 して立ち上 ［］縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 80％　　　　 P L 15

瓦
土　 師　 器

B　 32．8

C　　 6．8

が り言 二l縁部は外反する。 ラ削 り，内面へラナデ。 橙色

普通

13
棄

土　 師　 器

A ［23．2］

B （7，4）

［寮承部片。H 縁部は外反す る。 口縁部内 ・外面横ナデ。 長石 ・石英 ・赤色未を子

にぷい黄橙色

普通

10％

14

A　 H 7．4］ 体部から日縁部片。体部は内攣 して H 縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 30％　　　　 P L 15

瓦

土　 師　 器
B （18．9） 立 ち上が り，＝縁部は外反する。 ラ削 り，内面へラナデ。 にぷ い橙 色

普通

15
潅

A ［21誹］ ［］縁部片。口縁端部は上方につまみ 日縁部内 ・外面横ナデ。 長石 ・石英 ・雲 母 10％

瓦

土　 師　 器
B （5．9） 上げられている。 にぷい橙色

普通

16
滅

A ［23．2］ 体部上位か ら＝縁部片。＝縁端部 は H 縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 10％
瓦

土　 師　 器
B （5．6） 上方につまみ上げられている。 ラ削 り言内面へラナデ。 にぷい黄褐色

普通

17
應

A ［16 ．4］ 休部上位から口縁部片。［‾：］縁端部は 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 5 ％
二万tニ

土　 師　 器
B （6．5） 上方につ まみ上げられている。 ラ削 り，内面ナデ。 にぷい橙 色

普通

内面煤付着

18
鉢

土　 師　 器

A ［19．6］ 底部から［］縁部片。平底。体部は内 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外南下 長石 ・雲母 ・赤 色粒 子 60％　　　　 P L 15

B　 lO．6 攣 して立ち上が り，口縁端部はつま 位へ ラ削り，内面へラナデ。底部木 にぷ い橙色

C　　 7．5 み上げられている。 葉痕。 普通

第22囲
鉢

土　 師　 器

杯

須　 恵　 器

杯

狛一　車　 日日

A ［20湖 休部か ら＝縁部片。休部は外傾 して ＝縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・雲母 20％　　　　 P L 15

100％　　　 P L 15

80％　　　　 P L 15

70％　　　　 P L 15

19

20

2 1

2 2

23

24

2 5

2 6 ！

B （10．4） 立ち上が り，［］縁部は外反す る。 ラ削 り後へラ磨 き，内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

長石 ・雲母A　 13．6 平底。体部は外傾 して立ち上が り， 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。

B　　 3．9

C　　 7．5

A　 13．2

日縁部に至る。

底部から日縁部片。平底。体部は外

底部一一一方向のヘラ削 り。

［］縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。

灰 色

普通

長 石

B　　 4．4 傾 して立ち上が り，口縁部はわずか 体部下端回転へラ削 り。底部回転へ 灰色

刀、心、宥霹 C　　 8．7 に外反する。 ラ削 り。 普通

杯

須　 恵　 器

A ［15．0］ 底部からH 縁部片。平底。休部下端 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母

B　　 4．6

C　　 8．6

は丸みを帯び，外傾 して立 ち上が り，

口縁部はわずかに外反する。

底部一一一…一方向のヘラ削 り。 にぷ い黄橙色

並 、ツ

底部外面墨書 「馬方」

ロ縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。
日通

′60％　　　　 P L 15

40％

60％　　　　 P L 16

60％　　　　 P L 16

杯

婚‘重　 器

A ［12．4］ 底部から口縁部片。平底。休部は外 長石 ・雲母

B　　 3．7 傾 して立ち上が り，臼縁部はわずか 休部下端手持 ちへラ削 り。底部一一一一万 灰色

4 、ノ己、者蕗 C　　 7．8 に外反する。 向のへラ削 り。 普通

杯

婚　 古　 口竺

A ［13．4］ 底部か ら＝縁部片。平底。休部は外 ［二］縁部，体部 内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・雲母

B　　 4 ．0 傾 して立ち上がり，口縁部 はわずか 体部下端回転へラ削 り。底部二方向 灰黄色

4 、．し、音詩 C　　 8．6 に外反する。 のヘラ削 り。 普通

杯

須　 恵　 器

A ［14．2］ 底部から口縁部片。平底。体部下端 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母

B　　 4．5

C　　 8．6

は丸みを帯び，外傾して立ち上が り，

［‾‾］縁部はわずかに外反する。

底部回転へラ削 り。

目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。

暗灰 黄色

普通

高 台 付 杯

須　 恵　 器

A ［14．1］ 底部から口縁部片。高台部欠損。体 長石 ・雲母 ・白色粒子

B （4．7） 部は外傾 して立ち上が り，口縁部は

わずかに外反する。

底部 に高台貼 り付け痕。 暗灰黄色

普通

－31－



図版番号 器　 種 計測値（cnl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22図

高 台付 杯

A ［12．4］ 高台部か ら目線部片。底部 と休部の 目線部，体部内 さ外面ロタロナデ。 長石 60％　　　　 P L 16

27
B　　 4．9 境 は稜 をもち屈曲する。体部 は外傾 底部回転へラ削 り後言海台貼 り付け。 灰 白色

須　 恵　 器 D　　 7．9

E　　 0．7

して立 ち上が り，H 縁部に至 る。高

台はハの字状に開く。

普 通

28
高 台付 杯

須　 恵　 器

A ［14．2］ 底部から＝縁部片。高台部欠損。体 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 30％

B （4．8） 部は外傾 して立ち上が り，口縁部 は

わずかに外反する。

底部に高台貼 り付け痕。 褐灰色

普通

29
盤

須　 恵　 器

B （1．6）

D ［10．4］

E　　 O．9

高台部片。高台は垂下する。 底部回転へラ削り後，高台貼り付け。 雲母 ・赤色粒 子

にぷい黄橙色

普通

10％

30
蓋

A　 15．8 つまみから［二］縁部片。天井部は笠形 ＝縁部，外周内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 60％　　　　 P L16

B　　 3．4 で，擬宝珠状のつまみが付 く。口縁 天井部回転へラ削り後，つまみ接合。 黄灰色

須　 恵　 器 F　　 3．2

G　 l．1

端部は短 く折 り返している。 普通 ・

31
蓋

須　 恵　 器

B ［3．0］

F　　 3．0

G　　 O ．8

天井部片。擬宝珠状のつまみが付く。 外周内 ・外面ロクロナデ。天井部回

転へラ削り後，つまみ接合。

長石 ・石英 ・雲母

黄灰 色

普 通

20％

32
高　　 盤

須　 恵　 器

A　 24 ．0 脚部から日縁部片。脚部はラッパ状 体部内 ・外面 ロクロナデ。盤底部回 長 石 ・石英 ・雲母 60％　　　　 P L 16

B　 14．8 に開 く。脚部上位から中位にかけて 転へラ削 り。脚部外面ロクロナデ。 灰 色

D ［14膏］

E　 ll．4

長方形の透か し孔が 2 方向に空 く。

盤休部は大 きく開き，＝縁部上位 に

明瞭な稜をもつ。端部はつまみ上げ

られている。

内面ナデ。 普通

34r
短　 頸　 壷

須　 恵　 器

A ［5諸］

B （2．9）

体部か ら口縁部片。体部は外傾しな

が ら立ち上が り，肩部に稜 をもつ。

口縁部はわずかに外反する。

口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母

灰黄色

普通

10％

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第22図Q 4 砥　　 石 （6．4） 4．3 2．8 （84．5） 凝　 灰　 岩 剥片　 4 而使用 P L 26

第25号住居跡（第23図）

位置　調査B区の北西部，D2g9区。

第23図　第25号住居跡実測図

過〔
－32－
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重複関係　第1号不明遺構に掘り込まれており，

本跡が古い。

規模と平面形　西壁側が調査区域外にかかる。長

軸2。39m，確認できた短軸上関mで，長方形と推

定される。

主軸方向　N－830－Wと推定されるし、

蔓　壁高は28～32cmでタ　外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

竃　東壁中央部に付設されている。焚日部から煙

道日部までの長さ56cmタ　両袖幅67cmで，壁外への

掘り込みは42cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜ

て構築されている。火床部は，平坦で掘りくぼめ

られた様子は見られない。煙道は火床部から緩や

かに立ち上がる。

121

0　　　　　　　　　　　　　10cm

．二　．＿　＿　　＿．二　一　、＿二1

第2梯図　第25号住居跡出土遺物実測図
竃土居解説

1にぷい赤褐色　　粘土窺予中量，ローム粒子少鼠　焼土小ブロック微量

2　にぷい赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土小ブロック微量

3　赤褐色　　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少最

4　暗褐色　　ローム粒子少憲二，焼上糸守∴粘巨粒了∴砂粒微蔓

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子中最，炭化物微量

2　黒褐色　　ローム粒‾戸才一憲二，ローム′トブロック・炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒巨i魔，ローム小ブロック微量

4　黒褐色　　ローム粒子一中量，焼土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片10点が出土している。第24図121は土師器の聾でタ　竃内の上層から壊れた状態で

出土している。

所見　本跡は，黒色土主体の調査B区から検出された住居である。時期は，出土遺物が少なく時期決定が難し

いが，竃内から出土した土器から古墳時代（7世紀代）と考えられる。

第25号住居跡出土遺物観察表
図版番可

器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第24図
旛

A ［24．0］ 体部から目線部片。体部は内攣して 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 e 雲母 20％　　　　 P L 16

12 1 コ蛋己

土　 師　 器
B （19．0） 立ち上が り， ［］縁部は外反する。 ラ磨 き言内面へラナデ。 にぷ い橙色

普通

第26号住居跡（第25図）

位置　調査A区の南東部，B2d7区。

重複関係　第28号住居に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．39m，短軸5．08mの方形である。

主軸方向　N－660…E

壁　壁高は38～53cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

－33－



④

第25図　第26号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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ピット　4か所（Pl～P4）。Plは二段掘り込みになっており，上段は長径61cm，短径52cmの楕円形で，

深さ30cmである。下段は径16cmの円形で，深さ15cmである。P2は径56cmの円形で，深さ25cmである。P3は

二段掘り込みになっており，上段は長径45cm，短径39cmの楕円形で，深さ24cmである。下段は径29cmの円形で，

深さ40cmである。P4は径40cmの円形で，深さ30cmである。いずれもコーナーに位置し主柱穴と思われる。

竃　東壁やや北寄りに付設されている。焚口部から煙道口部までの長さ130cm，両袖幅122cmで，壁外への掘り

込みは20cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床部は，円形に4cmほど掘り込まれている。

煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　　焼土小ブロック・焼土粒千・歳化物・炭化粒子少量，ローム粒子微景

2　暗褐色　　焼上小ブロック・焼l＿粒子・炭化物少量，炭化粒子微量

3　賠赤褐色　　焼十大ブロック・焼土小ブロック中壷，焼士粒子・炭化物・炭化粒子少宣

4　暗赤褐色　　焼土中ブロック・焼上小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

5　暗褐色　　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム拉こ予少呈，炭化粒子微量

6　暗赤褐色　　焼土粒子・炭化物少量，焼土小ブロック・炭化桂子微量

－

l 4 0　 r

第26回　第26号住居跡出土遣物実測図

仁こここコ　Q50

、う

「う

4 1

⊂］二．［フ

0　　　　　　　　　10cm　　　0　　　　　　3cm
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覆土15層からなる。全体的にロームの廃土の炭化物の炭化粒子が含まれていることから人為堆積と思われる。

また，覆土下層及び床面上から炭化材が検出されタ堆積状況から焼失住居の可能性が考えられる。
土層解説

1暗褐色　　焼土粒子少量，ローム小ブロック。ローム粒子0炭化粒子微還

2　暗褐色　　ローム小ブロックe焼士粒子か炭化粒子少量，ローム粒子0焼土中ブロック・炭化物微量

3　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒了∴つ謎化湖上つ計化物つ計隙粒子少鼠　ローム粒子微巌

4　暗褐色　　炭化物・炭化粒子少量，ローム小ブロック・。ーム粒守∴焼土綻子徴巌

5　黒褐色　　炭化粒子やローム小ブロック少鼠　ローム赦守一・炭化物微量

6　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒デー中鼠　炭化物も炭化粒子薇巌

7　黒褐色　　炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼士粒子・炭化物微量

8　暗褐色

9　黒褐色

10　暗褐色

H　暗褐色

12　暗褐色

13　暗褐色

ユ4　暗褐色

15　暗褐色

ローム小ブロック中量，炭化物0ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子薇壷

焼土粒子Ⅰ炭化物中鼠　廃土小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物も炭化粒召教義

ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子徴巌

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子徴遍

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量ク　ローム粒子微量

ローム粒子0焼士粒子・炭化粒子微量

焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子か炭化物e炭化賂子薇巌

遺物　土師器及び小破片3鱒点　須恵器片8点夕土製小玉「軋砥石1氏石製紡錘車1点が出土している。第

26回の35～44は土師器である。覆土上層では，40の鉢が中央部から壊れた状態で出土している。覆土中層ではプ

37の杯，姐の椀が中央部から正位の状態で，43の婆が中央部から横位の状態で出土している。覆土下層ではタ

35の杯が竃の西側から斜位の状態で芦36の棒が西壁際から正位の状態で，44の婆が竃の西側から壊れた状態で，

Q5且の石製紡錘車がP3の覆土上層から横位の状態で出土している。床面では，39の棒が竃の北側から正位の

状態で，DP3の小玉が中央部から出土している。その他にも覆土から38の杯，42の楓　Q50の砥石が出土し

ている。須恵器片は撹乱による混入である。

所見　本跡の時期は芦　出土土器から古墳時代摘世紀前半）と考えられる。

第26号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 も色調 ・焼成 備　　 考

第26図
杯

土　 師　 器

A　 13．6 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， ［二l縁部内 。外面横ナデ。底部 ・体部 長石 e 石英 90％　　　　 P L 16

35 B　　 5。0 口縁部 との境 に明瞭な稜 をもつ。 外面へラ削 り後へラ磨 き，内面へ ラ

磨 き。外商黒色処理。

にぷい褐色

普 通

内面摩滅

36
捧

土　 師　 器

A　 12．7 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， ＝縁部内 ・外面桟ナデ。底部，体部 長 石・雲母 ・赤色粒子 100％　　　 P L 16

B　　 4．8 日縁部 との境に明瞭な稜をもつ。 内 e外面へラ磨 き。内 e外面黒色処

理。

にぷい黄橙 色

普通

37
杯

土　 師　 器

A　 13。4 体部か ら口縁部片。丸底。体部は内 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 80％　　　　 P L 16

B　　 4 ．1 攣して立 ち上が り言 二l縁部 との境に ラ削 り後へラ磨き，内面ナデ。内 ・ にぷ い赤褐色

明瞭な稜をもつ。汀線部は内傾する。 外面異色処理。 普通

38
捧

土　 師　 器

A ［13．0］ 体部から［］縁部片。丸底。体部は内 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 40％　　　　 P L 16

B　　 4。8 攣 して立ち上が り，目線部 との境に

明瞭な稜をもつ。目線部は内傾する。

ラ磨 き，内面ナデ。 にぷい橙色

普通

39
杯

土　 師　 器

A　 IL 6 目線部一一一一一一一一部欠損。丸底。体部は外傾 口縁部内 0外面横ナデ。休部外面へ 長 石 ・雲母 90％　　　　 P L 16

B　　 3．7 して立ち上が り言 二了縁部に至る。 ラ削 り後ナデ言　 面へラ磨 き。 にぷ い褐 色

普通

40
鉢

土　 師　 器

A ［15．7］ 体部か ら目線部片。休部は内攣 して ロ緑部内 も外面横ナデ。内面へラナ 長石 ・石英 50％　　　　 P L 16

B （8．7） 立 ち上がり，口縁部 は内傾する。 デ。 にぷ い橙色

普通

外面摩滅

41
椀

土　 師　 器

A ［13．9］ 体部上位から目線部一一一′一一一部欠損。平底。 H 縁部内 ・外面横ナデ。休部外商へ 長石 ・石英 60％　　　　 P L 16

B　 lO。7

C　　 5．9

体部は内攣して立ち上が り，目線部

は外反する。

ラ削 り後へラナデ，内面へ ラナデ。 にぷい褐色

普通

42
椀

土　 師　 器

A　 H 1．2］ 底部か ら目線部片。平底。体部は内 目線部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長 石 ・石英 20％

B　 H ．6

C ［3．8］

攣 して立ち上が り，口縁部 はわずか

に外反する。

ラ削 り，内面へラナデ。 にぷい褐 色

普通

43
魂

B （12 ．7） 底部か ら休部片。平底。休部は内攣 体部外面へラ削 り後へラナデ，内面 長石 ・石英 40％　　　　 P L 16
瓦

土　 師　 器
C　　 7．6 して立ち上がる。 ヘラナデ。 にぷ い褐色

普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第26図
三鷹

A （12．0） 底部から目線部片。平底。休部は内 「1縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 40％　　　　 P L 16

44 瓦

土　 師　 器

B （17．2）

C　　 6．2

攣 して立ち上が り，口縁部 は外反す

る。休部上位に把手痕。

ラ削 り後へ ラナデ。 にぷい褐色

普通

内面摩滅

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 i 材 質

i 特　　　　 徴 備　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第26区旧P3小　　 玉 1．1 0．8 0．3 0．8 土　　 製 適孔部は椎　 外面を磨 く P L 24

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 l

特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第26図Q 54砥　　 石 （15．7） （4．3） （2．5） （130．4） 泥　　 岩 剥片　 3両使用

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　 徴 備　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第26図Q 51 紡　錘　 車 4．1 1．3 0．7 130．4 滑　　 石 逆台形状 P L 26

（2）土　坑

第60号土坑（第27図）

位置　調査A区の南部，B2i7区。

重複関係　第23号住居に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長径1捕4m，確認できた短径工49mで楕円形と推定され，深さ57cmである。

長径方向　N…70－Eと推定される。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
土層解説

1　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム′トブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

5　褐　　色　　ローム粒戸を囁，ローム小ブロック少星，炭化窺守∴ローム中ブロック微量

6　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　土師器及び小破片87点，縄文土器片1点，礫4点が出土している。第27図の141～144は，土師器嚢であ

る。いずれも，覆土5・6層の下層から壊れた状態で出土している。縄文土器片は流れ込みである。

所見　本跡の時期は，出土土器から古墳時代（5世紀後半）と考えられる。

第60号土坑出土遣物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第27図
嚢

土　 師　 器

A ［15．8］ 体部か ら口縁部一部欠損。平底。体 口縁部内 ・外面横ナデ。頚部下位か 長石 ・赤色粒 子 60％　　　　 P L 16

14 1 B ［2 5．0］ 部は内攣 して立ち上が り，口縁部は ら体部上位外面へラ磨 き，体部下位 にぷ い橙色

C　　 6．9 外反する。 ヘラ削 り。内面へラナデ。 普通

14 2
湧在

A ［1 7．8］ 休部上位か ら日縁部片。体部 は内攣 日縁部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 長石 ・石英 30％　　　　 P L 17

瓦
土　 師　 器

B （18 ．3） して立ち上が り，口縁部は外反する。 デ後へラ磨き，内面ナデ。口縁部内・

外面赤彩。

にぷい橙色

普通

14 3
確

A ［15．8］ 体部上位か ら目線部片。体部は内攣 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 10％　　　　 P L 17

瓦
土　 師　 器

B （10．5） して立ち上がり，目線部 は外反する。 ラ削 り，内面ナデ。口縁部内 ・外面

赤彩。

にぷい褐色

普 通
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第27図　第60号土坑の出土遣物実測図
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第27図
確

B（12．5）底部から体部片。平底。休部は内攣体部外面へラ削り，内面へラナデ。長石 30％　　　　PL16

144 瓦

土　師　器
C　　4．9 して立ち上がる。 灰黄褐色

普通

4　奈良。平安時代

奈良・平安時代の遺構としては，竪穴住居跡16軒，ピット群1か所が検出された。以下，検出された遺構の

特徴や遺物について記載する。
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（1）竪穴住居跡

第2号住居跡（第28図）

位置　調査A区の南部，B2i3区。

規模と平面形　西壁際が調査区城外にかかる。確認できた東西軸は3。03m，南北軸は446mで長方形と推定さ

れる。

主軸方向　N－720－Wと推定される。

蔓　壁高は35～49cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁際及び東壁際を巡っている。断面はU字形で，上幅18～30cm，下幅7～13cm，深さ7cmである。北

壁の一部は撹乱を受け不明である。

床　平坦である。竃焚口部の南側が，特に踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl・P2は径26～29cmの円形，深さ20～28cmで，いずれも南壁際から検出

され，主柱穴と思われる。P3は長径102cm，短径78cmの楕円形，深さ18cmである。堆積土に灰が混じっている

ことから，灰を溜めたピットの可能性がある。
P3土層解説

1　暗赤褐色　　焼雄とr・灰中鼠，ローム粒r少最，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　　焼上粒子中鼠　ローム′トブロック・ローム粒子・灰少量，炭化物・炭化粒子微量

竃　南東コーナー部に付設されたコーナー竃である。天井部は崩落し，両袖部が残存している。土層断面中，

第3層が天井部の崩落土層と思われる。焚口部から煙道口部までの長さ146cm，両袖幅132cmで，壁外への掘り込

みは41cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面図中，第7～14層は袖部の土層である。

火床部は円形に7cmほど掘り込まれ，火熱を受け赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土中ブロック・砂粒・粘土粒子少鼠，ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　　ローム粒デ一・焼土′トブロックつ叙土粒子・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化物微量

4　暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

5　暗赤褐色　　焼土中ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物・粘土粒子微量

6　明赤褐色　　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

7　暗赤褐色　　焼hJ、ブロック・焼土粒・・炭化粒子・粘土粒子少量，焼上中ブロック微量

8　褐　　色　　粘土中ブロック・粘レJ、ブロック・粘L粒子少量，焼i二小ブロック・焼土粒子・炭化粒f一・砂粒微量

9　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

10　暗褐色　　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量

11褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

12　暗赤褐色　　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量

13　暗赤褐色　　焼土′j、ブロック少乳　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

14　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒f一・焼土粒子・粘土粒子微量

覆土　7層からなる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
土層解説

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　褐　　色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

ローム中ブロック中量

ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器及びその小破片412点，須恵器及びその中破片56点，土製支脚1点，石製勾玉2点，石製管玉1

点，刀子1点，鉄淳185．4gが出土している。第29図45～48は土師器で，49～57は須恵器である。覆土中層では，

48の賓が竃及び竃の西側から壊れた状態で出土している。底部に「上家」と墨書された51の杯が北東コーナー

部から逆位の状態で，52の杯がPl西側から逆位の状態で，Mlの刀子が中央部から正位の状態で，Q63の勾

玉がP3の上層から出土している。覆土下層では，45の嚢がP2北側から壊れた状態で，49の杯が中央部から

正位の状態で，底部に「×寺」と墨書された50の杯が東壁際から壊れた状態で，53の杯が竃の西側から正位の

状態で，56の高盤が北東コーナーから正位の状態で，57の短頸壷が中央部から正位のつぶれた状態で，Q65の
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管玉が竃左袖部の西側から出土している。床面では，55の杯が竃焚き口部の南側から正位の状態で出土してい

る。竃内では，46・47の嚢が下層から，54の杯が逆位の状態で，DPlの支脚がやや斜めの状態で，Q64の勾

玉が竃内焚口部の中層から出土している。その他にも覆土から鉄淳が出土している。

所見　中央部から刀子，竃内及び竃の西側から勾玉2点と管玉1点，異なる文字の書かれた墨書土器2点など

特異な遺物が出土している。また，竃内から供膳具である杯が，二次焼成を受けずに出土していることから，

住居を廃絶するにあたって，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為等が行われた可能性が考えられる。時期は，

出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第28図　第2号住居跡実測図
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第29図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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第30図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）

第2号住居跡出土遺物観察表

lI

II

II

II

II

5cm

！　　　l　　　！

lズl版番□器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第29園

整

A　23．0底部から口縁部片。平底。休部は内口緑部内・外面械ナデ。休部外面下長石・雲母・赤色粒子・80％　　　　PL17

45
B　15．3攣して立ち上がり，口緑部は外反す位へラ削り，内面へラナデ。底部木白色粒子

土　師　器C　　7．3る。口縁端部は上方につまみ上げら

れている。

薬療。 にぷい赤褐色

普通

46
要

土　師　器

A［15．朗体部上位から口緑部片。口縁端部は「1線部内・外面横ナデ。休部外面ナ長石・石英・雲母30％　　　　PL17

B（7，3）上方につまみ上げられている。 デ，内面へラナデ。 にぷい褐色

普通

47
賓

土　師　器

A［21．4］体部から口緑部片。休部は内攣して口縁部内・外面横ナデ。休部外面下長石・石英・雲母・赤20％　　　　PL17

B（19．3）立ち上がる。口緑端部は上方につま

み上げられている。

位へラ磨き，内面へラナデ。 色粒子，にぷい褐色

普通

48
魂

B（18．9）底部から休部片。平底。休部は外傾休部外面下位へラ磨き，内面へラナ長石・石英・雲母・赤30％　　　　PL17

瓦

土　師　器
C　　8．3して立ち上がる。 デ。底部木葉痕。 色粒子，にぷい黄褐色

普通

49
杯

須　恵　器

A　13．2口緑部一部欠損。平底。休部は外傾口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英 90％　　　　PL17

B　　4．9

C　　7．8

して立ち上がり，目線部に至る。休部下端手持ちへラ削り。底部一方

向のヘラ削り。

灰色

普通

50
杯

須　恵　器

A　13．7底部から目線部片。平底。休部は外口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母90％　　　　PL17

B　　4．0

C［8．0］

傾して立ち上がり，口緑部に至る。休部下端手持ちへラ削り。底部二方

向のヘラ削り。

灰色

普通

底部外面墨書「×寺」

51
杯

須　恵　器

A［14．0］底部から目線部片。平底。体部は外口綾部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母40％　　　　PL17

B　　4．0

C［8．4］

傾して立ち上がり，目線部に至る。休部下端回転へラ削り。底部一方向

のヘラ削りも

黄灰色

普通

底部外面墨書「上家」

52
杯

須　恵　器

A［14j］底部から口縁部片。平底。休部は外口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・雲母 30％

B　　4．3

C［8．6］

傾して立ち上がり，ロ緑部に至る。休部下端手持ちへラ削り。底部一方

向のヘラ削り。

灰白色

普通

53
杯・

須　恵　器

A［13，4］底部から口縁部片。平底。休部は外口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・雲母 30％

B　　4．4

C［7．6］

傾して立ち上がり，口縁部はわずか

に外反する。

底部一一一方向のヘラ削り。 灰色

普通
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図版 番号 器　 種 計測縮 扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第29図
杯

須　 恵　 器

A　 D 1．2］ 底部から＝縁部片。＞平底。休部は外 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・雲母 30％

54 B　　 4 ．0

C　　 6．2

傾 して立 ち上が 生　 汀線部 はわずか

に外反する。

底部回転へラ削 り。 黄灰色

普通

55
杯

須　 恵　 器

A ［13誹］ 底部から［璃承部片。平底。体部は外 日縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石・石英 ・赤色粒子 30％

B　　 3．3

C ［7．8］

傾 して立ち上が り，汀縁部に至る。 体部下端回転へラ削 り。底部二方向

のへ ラ削 り。

灰黄褐 色

普通

56
高　　 盤

須　 恵　 器

A ［22．6］ 脚部欠損。盤体部は大きく開き，＝ 体部内 ・外面ロクロナデ。外面自然 20％

B （3．5） 縁部 に至る。口縁端部欠損。 相。 褐灰色

普通

57
呈．E

A　　 7．7 肩部か ら［二1縁部∴部欠損。底部は平 底部回転へラ削り後言海台貼 り付け。 長石 ・石英 ・雲母 80％　　　　 P L 17

B　　 6．0 底で，高台は低 くハの字状に開く。体 黄灰色 内 ・外面摩滅

須　 恵　 器 D　　 6．7

E　　 O．9

部は外傾 して立 ち上が り，肩部 に稜

をもつ。＝縁部はわずかに外反する。

普通

図版番号 器　種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ（cm）猷 径（cm）！糾 径（cm）桓 一針 g）

第30図DPl支　　 脚 20．2 （11．5） 6．5 （2072．7）土　　　 製 基底部の片側が欠損。焼成は良好。 P L 24

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第30図Q 63勾　　 玉 3．5 2．1 1．1 0．1～0．3 8．2 璃　　 璃 コ字状。W一・一…′一方向から穿孔。 P L 26

Q 64勾　　 玉 2．4 1．6 0．7 0．1㌦0．3 3．2 鴫　　 璃 コ字状。－”一一一あ方向から穿孔。 P L 26

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　 徴 備　　　　 考
刃長（cm） 刃幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第30図M l刀　　 子 （2．8） （0．9） （0．3） （1．6） 鉄 身両端及び茎欠損。身は直線的。 P L 26

第3号住居跡（第31図）

位置　調査A区の南部，B2f3区。

規模と平面形　南西コーナー部が撹乱を受けている。長軸4．62m，短軸3。40mの長方形である。

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は27～35cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃東側及び南東コーナー部を除き巡っている。断面はU字形で，上幅25～35cm，下幅6～16C恥深さ10

～14cmである。

床　平坦である。竃焚口部の南側から中央部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3ほ長径46～60cm，短径40～42cmの楕円形，深さ19～28cmで，配列

から主柱穴と思われる。P4ほ径34cmの円形，深さ17cmで，P2の南側に位置し補助柱穴と思われる。
Pl土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒f少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化路子微量

4　褐　　色　　ローム粒子中量
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竃　北壁中央に付設され，天井部は崩落し，両袖部が残存している。土層断面中，第2層が天井部の崩落土層

と思われる。焚口部から煙道口部までの長さ108cm，両袖幅152cmで，壁外への掘り込みは52cmである。袖部は

粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面図中，第6～9層は袖部の土層である。火床部はほぼ円形に8

cmほど掘り込まれ，火熱を受け赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説

1褐　　色　　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒微量

2　時赤褐色　　焼土粒子中還，粘土粒子・砂粒少量

3　赤褐色　　焼土粒子多鼠焼土小ブロック少量，砂粒微量

4　赤褐色　　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少鼠

5　赤褐色　　焼土小ブロック中量，焼土粒子少壷

6　黄褐色　　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒了一・

秒粒少量

7　暗褐色　　粘土粒子中鼠砂粒少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子微量

8　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒了サ壷

9　黄褐色　　粘土粒子中量，ローム粒子少量

覆土　9層からなる。ローム・焼土・炭化物が含まれていることと，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
土層解説

1黒褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子

少量

2　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子

微量

3　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少鼠　炭化

物微量

4　黒褐色　　焼土粒子中量，炭化物・炭化粒子少量

5　暗褐色　　ローム粒子中還，ローム小ブロック少鼠　焼十小ブロック・

炭化粒子微量

6　褐　　色　　粘土粒子中鼠，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微

量

7　暗褐色　　ローム小ブロック中量，ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

8　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中還

9　褐　　色　　ローム粒子多量

∈
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第31図　第3号住居跡実測図
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第32回　第3号住居・跡出土遺物実測図
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遺物　土師器及びその小破片324点夕須恵器及びその小破片66点声紋淳38。7g芦礫13点が出土している。第32

図58㌦60は土師器でタ62～72は須恵器である。覆土中層では，58の鉄鉢が北西コーナー部から斜位の状態で芦

69の高台付棒が北壁際から斜位の状態で声帯のこね鉢が竃の南側から斜位の状態で出土している。覆土下層で

は，59の賓が竃の南側と竃内及びP2内から出土した破片が接合したものである。63の杯が東壁際から達位の

状態でタ65の杯が中央部から逆位の状態で汐66の杯が電着袖部の南側から正位の状態で，中央部から70の高台

相棒が正位の状態で，71の蓋が逆位の状態で出土している。床面ではタ60の小形婆が中央部から壊れた状態でタ

67の杯が中央部から正位の状態で芦底部に「×割と墨書された68の杯が中央部から出土している。竃内ではタ

62の杯が覆土下層から斜位の状態で芦　鋸の棒が覆土下層及び南側から壊れた状態で出土している。

所見　本跡からほタ土師器の鉄鉢と底部に「×寺」と書かれた墨書土器が出土しており資付近に仏堂的な建物

があった可能性が考えられる。時期は芦　出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第32回
鉄鉢形土器

土　 師　 器

A ［20誹］ 体部から日縁部片。丸底。休部は太 口縁部内 や外面横ナデ。外面 に一条 長石 ・雲 母e赤色粒子 50％　　　　 P L 17

58 B　 lO．0 きく内攣 して立ち上が り，＝縁部は の沈線が巡る。休部外面上位へラ磨 にぷい黄橙色

内屈 している。 き，下位ナデ。内面ナデ。〕 普通

湧在
A　 22。4 体部下位から日縁部片。体部は内攣 目線部内 を外面横ナデ。休部外面下 長石 も石英 e雲母 ・赤 50％　　　　 P L 17

59 瓦

土　 師　 器

B （31．2） して立ち上がる。［］縁端部は上方に 位へラ削 り後タ　へラ磨 き。内面へラ 色粒子 タ　にぷい橙色 口縁部油煙付着

つまみ上げられている。 ナデ。 普 通

60
小　 形　 婆

土　 師　 器

A　 Lは ‖ 底部か ら汀線部片。平底。休部は内 周 桑部内 e外面横ナデ。休部外面下 長石 ・石英 ・赤色粒子 40％　　　　 P L ユ7

B　 ユ5。3

C　　 凱7

攣 して立 ち上がる。廿縁端部は外方

につまみ上げられている。

位へラ削 り言内面ナデ。）底部木葉痕。

普通

！

62
杯

A　 14g2 平底。休部は外傾 して立ち上がり， 仁子縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 ・実母 l 100％　　　 P L17

ヽ

須　 恵　 器
B　　 4 ．7 目線部はわずかに外反す る。 休部下端手持ちへラ削 り。〕底部－”－′ノー′一方 にぷい橙色

C　　 軋0 ものへラ削 。 普通

杯
A　 14g2 平底。休部は外傾 して立ち上がり， 仁子縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 e石英 e雲母 100％　　　 P L17

62 ヽ

須　 恵　 器
B　　 4 ．7 目線部はわずかに外反す る。 休部下端手持ちへラ削 り。〕底部－”－′ノー′一方 にぷい橙色

C　　 軋0 ものへラ削 。 普通

63
杯

須　 恵　 器

A　 ユ4．6 平底。休部は外傾 して立ち上が り， ＝縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 e 雲母 1輌％　　　 P L 17

B　　 4．3

C　　 凱0

口縁部に至る。 休部下端手持 ちへラ削 り。底部回転

へ ラ削 り。

灰 黄色

普通

64
杯

須　 恵　 器

A　 13．5 底部から＝縁部片。∴平底。休部は外 ＝縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 e雲母 70％　　　　 P L 17

B　　 4言

C　　 8言

傾 して立 ち上が り言 ‾二了縁部 に至る。 体部下端回転へラ削 り。底部巨ラ！転へ

ラ削 り。

灰 黄色

普通

65
士不

須　 恵　 器

A ［13．2］ 底部から目線部片。平底。体部 は外 日縁部，体部内 も外面 ロクロナデ。 長石 q石英 ・雲母 70％　　　　 P L17

B　　 4．2 傾 して立ち上が り，日縁部はわずか 体部下端手持 ちへラ削 り。底部回転 灰黄色 口縁部油煙付着

C　　 臥4 に外反する。 ヘラ削 り後，ヘ ラ削 り。 普通

66
杯

須　 恵　 器

A　 H 4．3］ 底部か ら＝縁部片。〕平底。〕体部は外 ＝縁部，体部内 。外面ロクロナデ。 長石 の石英 ・雲母 ・赤 50％　　　　 P L 18

B　　 4．4 傾 して立ち上が り言 二寺縁部はわずか 体部下端回転へラ削 り。底部回転へ 色粒子 ，灰 黄色

C　　 8．1 に外反する。 ラ削 り。 普通

67
杯

須∴恵　 器

A ［12誹］ 底部から［］縁部片。平底。体部は外 目線部，体部内 も外面ロクロナデ。 長有 ・有華 ・実 母 30％

B　　 3．8

C ［7湖

傾 して立 ち上が り，目線部 に至る。 休部下端手持ちへ ラ削 り。底部回転

へラ削 り後，ヘラ削 り。

灰黄色

普通

68
杯

須　 恵　 器

B （1．5） 底部から体部片。平底。体部下位は 底部…一一方向のヘラ削 り。 長石 ・石英 ・雲母 20％　　　　 P L 18

C ［8。6］ 外傾 して立ち上がる。 灰オ リー ブ

普通

底部外商墨書 「×寺」

69
高 台 付 杯

A　 17．6 体部か ら＝縁部一一一み”一一ふ部欠損。底部 と体 ［二了縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 の石英 ・雲母 90％　　　　 P L 18

B　　 6．6 部の境は稜 をもち屈曲する。休部は 底部回転へラ削り後，高台貼 り付け。 灰 色

須　 恵　 器 D　 H ．2

E　　 L l

外傾 して立ち上がり，口縁部に至る。

高台はハの字状に開 く。

普通

70
高 台 付杯

須　 恵　 器

B　は 言） 高台部から体部下半片。高台はハの 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 長有 ・有英 30％

D　　 7．2

E　　 L O

字状に開く。 ヘラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色

普通

71
芸

A ［12．9］ つまみ部欠損。天井部はほぼ平坦。 口縁部，外層内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 10％

皿二L
須　 恵　 器

B　 白 ．4） 目線部は短 く折 り返 している。 天井部回転へラ削 り。 灰 色

普通
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図版番 号 器　 種 計酢値毎1） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　 考

第32図

こ　 ね　 鉢

A　 LL 2 休部から＝縁酢 ハムぷ部欠損。底部は門 庸 豪部内 あ外面横ナデ。体部内 を外 長石 。石英 e 雲母 8摘　　　　 P L 摘

72
B　　 9．5 盤状の厚い平底。休部は直線的に外 南口タロナデ。底部二方向のヘラ削 灰 白色

須　 恵　 器 C　　 軋6 傾 して立ち上が り言 J 縁部は内攣す

る。底部に焼成前の穿孔有。

り。 普通

第5号住居跡（第33囲う

位置　調査A区の南西部タ　B2dl区。

規模と平面形　長軸3。76m芦　短軸3。17mの長方形である。

主軸方向　N一一5ざ一一Ⅵ・・r

壁　壁高は捕｛40cmでタ　外傾して立ち上がる。

蔓溝　竃右袖部から北壁際を除き巡っている。断面はU字形で　上幅摘㌦鋪cm　下幅　㌦用cm　深さ　～摘cm

である。

床　平坦である。中央部が，特に踏み固められている。

、ノ、．′ノ！－　‥　－　：′　′　　∴　上、′　ノー、主′∴　＿．　」′、，・　′一　′′－／、、∴卜　言．′い、1、｛′ト′、、．　ノ

38P射ま径3ユcmの円形言采さ10～28cmでタ配列から主柱穴と思われる。㌘5ほ二段掘り込みになっておりタ

上段は長径32cm芦　短径27cmの楕円形で　深さ挽mである。下段は長径頴cm，短径14cmの楕円形で　深さ鍋cmで

ある。P6ほ径17cmの円形で　深さ舗cmである。P5ほP鼠とP複の中間に位置し芦　P6ほP且の北側に位置

し補助柱穴と思われる。P　は長径鱒cmプ　短径75cmの不整形で　深さ摘cmである。堆積士に焼土及び灰が混じっ

ていることから，灰を溜めたピットの可能性がある。

P3土層解説

1暗褐色　　ローム粒f一申憲二，ローム小ブロック少鼠

2　褐　　色　　ローム粒子年凱　ローム小ブロック少量

P7土層解説

1にぷい赤褐色　　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子e炭化粒子少鼠　灰微量

2　にぷい対地　　焼i二小プロノク・焼土粒子・炭化粒糾慮，灰少量

3　にぷい赤褐色　　焼L粒糾「鼠　焼巨J、ブロックつ封ヒ粒j′一つ穴少；芋蔓二

竃　北西コーナー部に付設されたコーナー竃である。天井部は崩落しタ両袖部が残存している。土層断面中，

第2層が天井部の崩落土層と思われる。焚口部から煙道日部までの長さ72cm，両袖幅84cmである。袖部は粘土

と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面図中，第5～8層は袖部の土層でタ　9010層は掘り方内の土層であ

る。火床部は，楕円形に10cmはど掘り込まれ，火熱を受け赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち

上がる。
竃土居解説

1にぷい赤軌　　ローム粒子・焼L小ブロック・焼損立子・粘土粒子少鼠　炭化粒子徹巌

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・年数　焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子少数　砂粒徴還

3　暗赤褐色　　焼土中ブロック中蔓，焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

4　暗赤褐色　　焼土中ブロック中還，ローム粒子・焼土粒子・粘I二粒子少量
5　暗赤褐色

6　暗赤褐色

7　褐　　色

8　褐　　色

9　暗褐色

10　暗褐色

粘蟻持中蔓，焼＿f小フロノク　焼L顆f少蔓，炭化粒子瀾届

粘L糧習壕，焼L粒子・炭化粒了少憲，ローム小フロック微ぷ

粘蟻乞了中宗一，ローム小フロック　ローム粒了少違，砂堪徴蔓

粘I二粒子中量，ローム粒f少量，焼土粒子・炭化粒子　砂粒微量

ローム小フロノク　ローム粒子　焼土中フロック　焼土粒子　炭化粒子　粘土粒子少量

ローム小フロノク　ローム粒子少量，炭化粒子徴還

覆土　5層からなる。ロームe焼土・炭化物が含まれていることから，人為堆積と思われる。
土居解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色

5　褐　　色

ローム小フロノク　ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム小フロノク　ローム粒子中量，焼土粒子少蔓，炭化物炭化粒子微量

ローム小フロノク　焼土粒子・炭化粒了少蔓，ローム粒了徴；葺雲

粘悌打中鼠，焼土厳守少量，ローム小フロノク　炭化物　焼士粒子儲滝

口…ム小フロノク　ローム粒子少量

－47－



遺物　土師器及びその小破片159点，須恵器及びその中破片19点，羽口小片1点，鉄淳165gが出土している。

第34図73～76は須恵器である。覆土中層では，74の杯が東壁際から横位の状態で，75の杯はPlの南側とP5

の西側から出土した破片が接合したものである。床面では，73の杯が南側から正位の壊れた状態で，76の鉢が

南側から横位の状態で出土している。その他にも覆土から，羽口片，鉄津が出土している。

4＼可

七2。，

第33図　第5号住居跡こ実測図
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所見　覆土から鉄淳が出土している。第2。3。7・8812つ6号住居跡からも鉄淳が出土しており，これら

がいずれも本跡をとりまく位置にあることから，付近に鍛冶工房が存在した可能性が考えられる。時期は，出

土土器から9世紀前葉と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cnl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴「 焼成 備　　 考

第34図
杯

須　 恵　 器

A　 12．6 底部から「‾1縁部片。休部 は外傾 して 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・雲 母 80％　　　　 P L 18

73 B　　 4．0

C　　 7．3

立ち上が り，口縁部に至 る。 体部下端手持ちへラ削 り。底部二方

向のヘ ラ削 り。

黄灰色

普通

74
杯

須　 恵　 器

A ［13．0］ 底部から［二丁縁部片。休部は外傾 して 日縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 20％

B　　 3．9

C ［7．8］

立ち上が り，H 縁部はわずかに外反

する。

底部〃′Aが′ムー方向のヘラ削 り。 灰色

普通

75
土不

須　 恵　 器

A ［13．8］ 底部か ら口縁部片。体部は外傾 して 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 30％

B　　 3．8

C ［8 ．2］

立ち上がり，口縁部に至る。 体部下端手持 ちへラ削 り。底部二方

向のヘ ラ削 り。

灰色

普通

76
鉢

須　 恵　 器

A ［35．5］ 休部から口縁部片。休部は外傾 して 日縁部内 ・外面横ナデ。休部外面横 長石 ・石英 ・雲母 10％　　　　 P L 18

B （14．7） 立 ち上が り，口縁部 は外反する。 位の平行叩き，内面ナデ。 灰色

普通

第6号住居跡（第35図）

位置　調査A区の西部，Blb9区。

規模と平面形　上部が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかった。床面の範囲は長

軸3．58m，短軸2．80mで長方形と推定される。

主軸方向　N－630－Eと推定される。

床　平坦である。特に踏み固められた部分は認められない。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P2は径20～23cmの円形，深さ16～34cmで，竃を挟む両側に位置し主

柱穴と思われる。P3・P4ほ径20～21cmの円形，深さ12～25cmで，いずれも竃の南側に位置しており性格は

不明である。

竃　推定される東壁の中央部から，少量の焼土及び粘土が検出され，竃の痕跡と思われる。

遺物　土師器片4点，須恵器片1点が出土している。図示できるものはない。

所見　本跡は，竃の痕跡とピットから住居跡と判断した。時期は，東電であることと出土土器から平安時代と

推定される。
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第35図　第6号住居跡実測図
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第7号住居跡（第36図）

位置　調査A区の西部，B2cl区。

規模と平面形　第2竃煙道部及び中央部の覆土上層から下層にかけてが撹乱を受け壊されている。長軸3．68m，

短軸3．62mの方形である。

主軸方向　N－700－E

壁　壁高は24～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃北側及び西コーナー部を除き巡っている。断面はU字形で，上幅15～26cm，下幅5～10cm，深さ6cm

である。

床　平坦である。特に踏み固められた部分は認められない。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径40cm，短径30cmの円形で，深さ17cmである。P2は径42cmの円形，

深さ16cmで，いずれも規模や配列から主柱穴と思われる。P3は径35cmの円形，深さ11cmで，竃反対側の西壁

際に位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4は径24cmの円形，深さ10cmで，P2に付随する補

助柱穴と思われる。

竃　東壁から2か所の竃が確認されている。第1竃は，東壁外へ40cmほど掘り込んでおり，焼土及び粘土が検

出され，火床部と思われる掘り込みは4cmである。第2竃は，第1竃を壊し付設されている。煙道口部と燃焼

部と右袖部の上層は撹乱を受け壊されている。焚口部から煙道口部までの確認できた長さは65cm，両袖幅は

104cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面図中，第6～10層は袖部の土層で，11層

は掘り方内の土層である。火床部は，円形に6cmほど掘り込まれ，火熟を受け赤変硬化している。煙道は火床

部から緩やかに立ち上がる。

④

11

第36図　第7号住居跡実測図
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竃土層解説

1にぷい赤褐色　　焼1二粒子ヰ憬二，ローム粒了・少量，焼十小ブロック微量

2　灰褐色　　ローム粒ト焼1二小ブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微

Jl〔

3　赤褐色　　焼上粒子多軋　焼土小ブロック中最，炭化粒了・微量

4　暗赤褐色　　焼士粒子多量，焼L中・小ブロック中‾冒こ，炭化粒子数量

5　赤褐色　　焼上小ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子中屋

6　灰褐色
7　灰　山　色

8　暗褐色
9　暗褐色
10　暗褐色
11暗褐色

粘土粒丁一中量，焼土粒子少量，炭化物微量

粘土粒子多量，ローム糀‾ト焼土粒チ・炭化物微量

粘土粒了少量，焼土小プロソク・炭化物微ぷ：

焼‾L粒了∴炭化粒子・粘土粒子少量

ローム粒子・焼上粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・

焼土粒子徽量

覆土　7層からなる。4層から7層はローム・焼土・炭化物が含まれていることから人為堆積と思われ，1～

3層は自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム′トブロック・ローム粒子中最，炭化物微量

2　暗褐色　　に「一ム小ブロック・ローム粒了一・炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子・中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

4　暗褐色　　ローム粒子中最，ローム小ブロック・炭化物少量

て「誓

5　暗褐色
6　褐　　色

7　褐　　色

ローム粒子中量，炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム粒子・焼士粒了41道，焼十小ブ

ロック少是

ぐ＼＼「ヽ 斤＼

第37図　第7号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器及びその小破鵜鮒点　須恵器及びその小破片鮒点，羽目小片1鳥銃鎌2点夕鉄淳110。2gが出

土している。第37回77～82は土師器でタ83～90は須恵器である。覆土上層では汐85の杯が南壁際から正位の状

態で，M2の鉄鎌が中央部から　M膵の鉄鎌が南壁際から出土している。覆土下層では，78の杯が第1竃の西

側から正位の状態でタ83の杯が商壁際から逆位の状態でタ86の杯が第2竃の西側から壊れた状態で，87の杯が

第2竃右袖部の西側から壊れた状態でタ89の盤が中央部から逆位の壊れた状態で，90の蓋が南東コーナー部か

ら正位の状態で出土している。床面では芦77の棒が中央部から正位の状態で，鋸の杯が南東コーナー部から正

位の壊れた状態で資88の高台相棒が南東コーナー部から逆位の壊れた状態で出土している。竃内では，79080

の小形婆が第1竃跡から壊れた状態で出土している。鋸の婆はタ第1竃の覆土上層と第2竃の西側から出土し

た破片が接合したものである。その他にも覆土から82の手捏土器が出土している。

所見　本跡の時期は芦　出土土器から9華摘己前葉と考えられる。本跡はタ　9世紀前葉の第5号住居跡と近接して

お軋羽目小片及び鉄淫と出土遺物が類似している。ほぼ同時期の住居跡であり，付近に鍛冶工房が存在した

可能性が考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番・′賢 計細離扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 0色調 ・焼 成 備　　 考

第37図

77
杯

土　 師　 器

A　　 9。5 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， ＝縁部内 や外商横ナデ。休部外面へ 長有 ・有華 100％　　　 P L 18

B　　 3．6 目線部 に至る。 ラナデ芦　内面 ナデ。 にぷい橙 色

普通

口縁部内・外面煤付着

灯明其

78
杯

土　 師　 器

A　 12。0

B　　 5．0

C　　 7言

休部か ら＝縁部片。体部は外傾 して

立ち上が り，目線部に至る。

「i縁部内 あ外面横 ナデ。体部外面へ

ラナデ言 錐 へラ磨 。

長石 ・石英

橙色

普通

捕％　　　　 P L 18

79
小　 彬　 悪

土　 師　 器

A　 13．7 底部から口縁部片。平底。体部は内 目線部内 ・外面桟ナデ。休部外面下 長石 ・石英 80％　　　　 P L18

B　 12。9 攣 して立ち上がる。摘 承端部は上方 位へ ラ削 り芦　内面へラナデ。底部木 明赤褐色

C　　 7．7 につまみ上げられている。 葉痕。 普通

80
小　 形　 婆

土　 師　 器

A　 D 2湖 底部か ら＝縁部片。平底。体部は内 汀縁部 内 e外面横ナデ。休部外面下 長石 e石 英 40％　　　　 P L 18

B　 14．8 攣 して立ち上がる。日縁端部は外方 位へラ削 り言内面へ ラナデ。底部木 にぷ い橙色

C　　 6．6 につまみ上げられている。 葉痕。 普通

叫
A ［21．6］ 体部上位か ら日縁部片。体部は内攣 ＝縁部内 も外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 ・赤 用％

81 二万lJ

土　 師　 器

B （7諸） して立ち上がる。＝縁端部は上方に

つまみ上げられている。

ラ削 り，内面へラナデ。〕 色粒子， にぷ い橙色

普通

82
手淫 土 器

土　 師　 器

B （3．9）

C ［4．2］

平底。休部は内攣して立 ち上がる。 体部内 ・外面指ナデ。 長石 ・赤色粒子

にぷい橙色

普通

50％　　　　 P L 18

83
杯

須　 恵　 器

A　 13．5 平底。体部は外傾 して立ち上が り， 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・雲母 100％　　　 P L 18

B　　 4．0

C　　 7．8

［］縁部に至る。 体部下端回転へラ削 り。底部回転へ

ラ削 り。

黄灰色

普通

84
杯

須　 恵　 器

A　 13．1 口縁部一部欠損。平底。体部は外傾 目線部，体部内 e外面 ロクロナデ。 長石 ・雲母 を赤色粒子 90％　　　　 P L18

B　　 4も4 して立 ち上が り言 寮豪部はわずかに 休部下端手持ちへラ削 り。底部回転 灰 黄色

C　　 7．8 外反す る。 ヘラ削 り後，ヘ ラ削 り。 普通

85
杯

A　 13。2 目線部…一一一部欠損。平底。休部は外傾 目線部，体部 内 も外面ロクロナデ。 長石 80％　　　　 P L 18

須　 恵　 器
B　　 3．5 して立ち上が り，目線部に至る。 体部下端手持 ちへラ削 り。底部一一一一一一方 黄灰色

C　　 8せ1 向のヘ ラ削 り。 普通

86
榛

東　 恵　 器

A ［12．8］ 底部から口縁部片。平底。休部は外 ＝縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 50％　　　　 P L 18

B　　 3．5

C　　 7．8

傾 して立 ち上が り言 二了縁部 に至る。 体部下端手持ちへ ラ削 り。底蕾「一方

向のヘラ削 り。

灰色

普通

87
杯

須　 恵　 器

A ［11．7］ 底部から口縁部片。平底。体部は外 目線部，体部内 0外面 ロクロナデ。 長石 0 石英 ・雲母 30％　　　　 P L 18

B　　 3．3 傾 して立ち上が り，口縁部に至る。 休部下端回転へ ラ削 り。底部回転へ 灰 色

C ［7朝 ラ削 り後，ヘ ラ削 り。 普通

88
高 台 付 杯

須　 恵　 器

A　 16．8 休部片。休部は外傾 して立ち上がり， 体部内 0 外面 ロタロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 50％

B　 C 4 ．鋸 日縁部に至る。 灰色

普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第37凶

盤

A　 16．5 口縁部一部欠損。底部は平底で，高 口縁部 ・体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 90％　　　　 P L 19

8 9
B　　 3．7 台はハの字状に開く。休部は大き く 底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色

須　 恵　 器 D　 ll．1

E　 l．3

開 き，U 緑部 との境に稜をもつ。 口

緑部 は外反する。

普通

90
南　　 盤

須　 恵　 器

A　 20．4 脚部欠損。休部は大きく開き，口緑 ［」縁部 ・体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 60％　　　　 P L19

B （4．3） 部に至る。口緑端部は短 く上方につ

まみ上げられている。

口綾部外面自然粕。 灰 黄色

普通

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　 徴 備　　　　 考

刃長 （cm ） 刃幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第37図M 2 鎌 （12．1） 2．3 0．3 （29．3） 鉄 基部欠損。片 刃の曲刃鎌。 P L 2 6

M l 鎌 （9．5） 2．8 0．2 （23．3） 鉄 曲刃鎌。基部 を折 り返す。 P L 2 6

第8号住居跡（第38図）

位置　調査A区の中央部，B2C2区。

規模と平面形　南壁際から中央部にかけて撹乱を受け壊されている。長軸3．54m，短軸3．26mの方形である。

主軸方向　N－450－W

壁　壁高は12～15cmで，外傾して立ち上がる。

床　出入り口部から東壁際にかけてはなだらかに下がり，比高は10cmである。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P2は径24cmの円形，深さ18～20cmで，いずれも東壁際から検出され，

規模から主柱穴と思われる。P3は長径25cm，短径19cmの楕円形，深さ30cmで，竃反対側の西壁際に位置し，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4は径23cmの円形で，深さ24cmである。P5は長径22cm，短径13

cmの楕円形，深さ27cmで，いずれも中央部に位置し補助柱穴と思われる。P6は長径45cm，短径31cmの楕円形，

深さ48cmで，他のピットに比べ規模が大きく性格は不明である。

第38図　第8号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　＿　　；　　　［

二・一
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P3土層解説

1　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒了∵少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量

竃　南東コーナー部に付設されたコーナー竜である。焚口部から煙道口部までの長さ88cm，両袖幅122cmで，壁

外への掘り込みは30cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築され

ている。火床部は，円形に4cmほど掘り込まれている。煙道は火床

部から緩やかに湾曲しながら立ち上がる。
竃土層解説

1暗赤褐色　　焼土大ブロック多鼠　ローム粒子小足，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　　焼士粒子中量，ローム粒了少量，炭化粒子・砂粒微量

3　暗赤褐色　　焼土粒子ヰ道，焼土小ブロック少量・ローム粒子・砂粒微量

覆土　8層からなる。ロームブロック・炭化物が含まれていること

と，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　暗褐色

5　褐　　色

6　暗褐色
7　褐　　色

8　褐　　色

ローム小ブロック・ローム粒了ヰ量，炭化物微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中童，炭化粒子微量

ロームノトブロック少鼠　炭化粒子・ローム窺了・微量

ローム中ブロック中量，ローム粒了少鼠　炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量㌧　炭化粒子微量

ローム小ブロック中‾競，ローム粒了・少量，炭化物・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少一道，炭化粒子微量

遺物　土師器及びその小破片85点，須恵器及びその中破片4点，鉄

淳5．5gが出土している。第39図の91は土師器小形嚢で，竃右袖部

脇と中央部の床面から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なく限定は難しいが，口縁端部を上方につまみ上げた小形賓が出土してい

ることから8世紀後葉と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第39図
小　 形　 婆

土　 師　 器

B （12．6） 底部か ら口綾部片。 口縁端部欠損。 休部外面へラ削 り，内面ナデ。底部 長石 ・石英 ・雲母 50％　　　　 P L 18

9 1 C　　 8 ．2 平底。休部は内攣 して立ち上がり，

口縁部に至る。

木葉痕。 橙色

普通

第9号住居跡（第40図）

位置　調査A区の中央部，A2j4区。

重複関係　第51・52号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。また，第15号住居跡を掘り込んでおり，本跡が

新しい。

規模と平面形　長軸3．12m，短軸3．08mの方形である。

主軸方向　N－17。－E

壁　壁高は35～40cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。特に踏み固められた部分は認められない。

ピット　PlOか所（Pl～PlO）。Pl・P3・P4は長径25～33cm，短径18～27cmの楕円形で，深さ17～32

cmである。P2は径29cmの円形，深さ30cmで，いずれも配列から主柱穴と思われる。P5は長径26cm，短径19

cmの楕円形，深さ21cmで，竃反対側の南壁際に位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・P9・

PlOは径18～26cmの円形で，深さ15～21cmである。P7・P8は長径25～30cm，短径18～24cmの楕円形，深さ

20cmで，いずれも主柱穴の内側に位置し補助柱穴と思われる。
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竃　北壁中央に付設されている。焚口部から煙道口部までの長さ90cm，両袖幅102cmで，壁外への掘り込みは36

cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面図中，第5～7層は袖部の土層である。火床

部は，円形に6cmほど掘り込まれている。煙道は火床部から緩やかに湾曲しながら立ち上がる。
竃土居解説

1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗赤褐色

6　褐　　色

7　褐　　色

ロームノJ、ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子微量

焼土′トブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少還

粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック徴呈

ローム粒子中呈，ローム小ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

覆土10層からなる。ローム・炭化物が含まれていることと，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
土居解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色
5　暗褐色

6　褐　　色

7　褐　　色

畠　暗褐色

9　暗褐色

10　褐　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微意

ローム′J、ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子中墨，ローム小ブロック少鼠　炭化粒子徴墨

ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少呈

遺物　土師器及びその小破片68点，須恵器とその小破片点8点が出土している。第41図92は土師器嚢で，93～

95は須恵器である。覆土上層では，92の嚢が中央部から壊れた状態で，95の鉄鉢が中央部から逆位の状態で出

土している。竃内では，93の杯が燃焼部から斜位の状態で出土している。94の杯は右袖部とP9内中層から出

土した破片が接合したものである。

所見　竃内から供膳具である杯が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するにあたって，竃

の中に杯を埋納するという祭祀行為が行われた可能性がある。時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第40回　第9号住居跡実測図
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第射図　第9号住居跡出土遣物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

L二二二二七＿‥∴＿＿」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第4ユ図
確

A　 21．9 休部下位から口縁部片。休部は内攣 口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英・雲母・赤 40％　　　　 P L19

92 瓦

土　師　器
B （25．1） して立ち上がる。口縁端部は上方に

つまみ上げられている。

ラ磨き，内面へラナデ。 色粒子，にぷい橙色

普通

93
杯

須　恵　器

A　 13．2 口縁部m〃”一部欠損。平底。休部は外傾 口縁部，体部内・外面ロクロナデ。 長石・石英 90％　　　　 P L19

B　　 4．4 して立ち上がり，日縁部はわずかに 休部下端手持ちへラ削り。底部二方 黄灰色

C　　 8．1 外反する。 向のヘラ削り。 普通

94
杯

須　恵　器

A　 12．4 底部から［二1縁部片。平底。休部は外 日縁部，体部内・外面ロクロナデ。 長石・雲母 50％　　　　 P L19

B　　 4．4

C　　 8．0

傾して立ち上がり，口縁部に至る。 休部下端手持ちへラ削り。底部回転

へラ削り後，ヘラ削り。

灰白色

普通

95
鉄鉢形土器

須　恵　器

A　 15．3 丸底。体部は大きく内攣して立ち上 口縁部内・外面ロクロナデ。体部内・ 長石・石英・雲母 100％　　　　 P L19

B　　 7．5 がり，目線部は内屈している。 外面ロクロナデ後，縦位のヘラ磨き。 灰色

普通

第10号住居跡（第42図）

位置　調査A区の中央部，B2a4区。

重複関係　第4号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．28m，短軸3．39mの長方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は22～35cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。断面はU字形で，上幅17～30cm，下幅7～13cm，深さ10～13cmである。

床　平坦である。竃焚口部の南側から中央部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　1か所。Plは長径45cm，短径36cmの楕円形，深さ29cmで，竃反対側の南壁際に位置し，出入り口施

設に伴うピットと考えられる。
Pl土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム′トブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
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第42図　第10号住居跡実測図

竃　北壁中央に付設されている。焚口部から煙道口部までの長さ87cm，両袖幅124cmで，壁外への掘り込みは62

cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面図中，第8～12層は袖部の土層である。火床

部は，ほぼ平坦で掘りくぼめられた様子は見られない。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子少量

2　にぷい赤馳　焼土粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微呈

3　暗赤褐色　　焼土小ブロック中鼠灰少量，炭化物微量

4　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量

5　にぷい赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量

6　黄褐色　　粘土粒子少量，炭化粒子徴鼠

7　暗赤褐色　焼土粒子少這，ローム粒子・焼土小ブロック微量

8　にぷい黄褐色　　粘土粒子中風　ローム粒子少量，焼上粒子・砂粒徴是

9　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土粒子少呈，焼土粒子微量

10　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量

11にぷい褐色　　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック少量

12　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子中鼠炭化粒子少量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・炭化粒子微墨

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器とその小破片37点，須恵器とその小破片5点，土製支脚1点が出土している。第43図96は土師器，

97～103は須恵器である。覆土中層では，99の杯が南東コーナー部壁際から逆位の状態で出土している。床面
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第43図　第10号住居跡出土遺物実測図

では，杯が竃右袖部の南側から床面直上に100・97・98の順に正位の状態で3枚重なって出土している。97と98

の杯は，底部に「上家」と墨書されている。101・102の高台付杯は北東コーナー部から，101が斜位の状態で，

102が横位の状態で出土している。いずれも底部に101は「上家」，102は「上」と墨書されている。103の盤は

南壁際から斜位の状態で出土している。竜内では，96の嚢が壊れた状態で，DP2の支脚が中央部から直立し

た状態で出土している。

所見　本跡からは，底部に「上家」と墨書された土器が4点，「上」が1点の合計5点の墨書土器が出土して

いる。「上家」と墨書された土器の3点の内2点は重なった状態で出土している。出土位置は4点が，北東コー
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ナーと竃右袖部南側と集中している。第2号住居跡からも須恵器杯の底部に「上家」と墨書された土器が出土

している。時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号ふ　器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第43図
蛮

A ［22．4］ 休部上位から［減衰部片。体部は内攣 ［′］縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石 ・石英・赤色粒 子 30％　　　　 P L 19

96 二瓦

土　 師　 器
B （14．8） して立ち上がる。［］縁端部は上方に

つまみ上げられている。

面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

97
杯

須　 恵　 器

A　 12．8 平底。体部は外傾 して立ち上が り， 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 100％　　　 P L 19

B　　 4．1 口縁部に至る。 休部下端手持 ちへラ削 り。底部回転 灰 白色 底部外面 ・体部外耐

C　　 8．0 ヘ ラ削 り後，ヘラ削 り。 普通 横位の墨書 「上家」

98
杯

須　 恵　 器

A　 13．2 口縁部一一一一一一一一一部欠損。平底。休部は外傾 ［二了縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 90％　　　　 P L 19

B　　 4．0

C　　 7．8

して立 ち上が り，日縁部に至る。 体部下端手持ちへ ラ削 り。底部…W一方

向のヘラ削 り。

黄灰色

普通

底部外面墨書 「上家」

99
杯

須　 恵　 器

A　 13．3 休部一部欠損。平底。体部は外傾 し 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・雲 母 ・白色粒子 90％　　　　 P L 19

B　　 4．2

C　　 7．7

て立ち上が り，＝縁部に至る。 体部下端手持ちへラ削 り。底酢みハ一一一一方

向のへラ削 り。

灰色

普通

100
杯

須　 恵　 器

A　 13．1 口縁部一一一一一一部欠損。平底。体部は外傾 口縁部，体部 内 ・外面ロクロナデ。 長 石・石英 ・雲母 ・自 95％　　　　 P L 19

B　　 4 ．6

C　　 7．9

して立ち上が り，目線部に至る。 底部回転へラ削 り。 色粒子 ，灰 白色

普通

10 1
高 台 付 杯

A　 16．4 体部から目線部－′WW一部欠損。底部と体 廿縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 90％　　　　 P L 19

B　　 6．9 部の境 は明瞭 な稜 をもち屈曲する。 底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色 底部外面墨書 「上家」

須　 恵　 器 D　 ll．6

E　 l．6

体部は外傾 して立ち上がり，口縁部

に至る。高台はハの字状 に開 く。

普通

102

l

高 台 付 杯

A　 H 1．0］ 休部か ら口縁部一部欠損。底部 と体 口縁部，体部内 め外面 ロクロナデ。 長石 80％　　　　 P L 19

B　　 5．7 部の境は稜 をもち屈曲する。体部は 底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け。

l

黄灰 色 底部外面墨書 「上」

須　 恵　 器

l

D　　 6．3

E　 l．2　－

外傾 して立ち上がり，目線部に至る。

高台はハの字状 に開 く。　　　　　 －

普通

i
8　1⊥　5　400　3　　2　　1

1
．
⊥
　
　
　
　
　
　
　
　
l

A

 

B

 

D

 

E

口縁部一一部欠損。底部は平底で，高

台はハの字状に開く。体部は大きく

開き，日縁部との境に稜をもつ。口

縁部はわずかに外反する。

目線部，体部内・外面ロクロナデ。

底部回転へラ削り後，高台貼り付け。

90％　　　　PL19

底部外面墨書「上家」

図版 番号 器　 種
計　　 測　　 値

斤 特　　　　 徴 備　　　　 考
長 さ（cm ）l最大径 （cm ）最小径（cm） 重量 （g ）

第43図D P 2 支　　 脚 （13．4） （10．5） （6 ．3） （79 9．2） 土　　 製 上 半欠損。焼成 は普通。 P L 24

第m号住居跡（第44図）

位置　調査区の中央部，A2j6区。

規模と平面形　長軸3。52m，短軸3。42mの方形である。

主軸方向　N－∠10－W

壁　壁高は40～55C恥　外傾して立ち上がる。

壁溝　南西コーナー部を除き巡っている。断面はU字形で，上幅15～23cm∴翻扁5～13C恥深さ10～15cmである。

床　平坦である。特に，中央部が踏み固められている。

ピット　2か所（Pl e P2）。Plは径25cmの円私　深さ16cmでタ　位置から主柱穴と思われる。P2は径23

cmの円形，深さ24cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央に付設されている。天井部は崩落し，両袖部が残存している。士層断面中，第7層が天井部の土

層と思われる。焚口部から煙道口部までの長さ132cm，両袖幅138cmで，壁外への掘り込みは84cmである。袖部

は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面図中，第10～14層は袖部の土層で，15。16層は掘り方内の士
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第44図　第11号住居跡実測図

層である。火床部は，ほぼ平坦で掘りくぼめられた様子は見られない。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説

1暗赤褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少遣

2　暗赤褐色　　焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗赤褐色

6　暗赤褐色

7　暗赤褐色

8　暗赤褐色

9　暗赤褐色

10　黄褐色

11にぷい黄褐色

焼土粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子微量

焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

焼土粒子中還，焼上′トブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量

焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，焼土小ブロック微量

粘土粒子中量，焼土′トブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

焼士粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

焼土中ブロック・焼土粒子ヰ道，焼土小ブロック・炭化粒子少‾憲二，炭化物微量

粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子少鼠焼上粒子・炭化粒子微量

粘土粒子・砂粒・焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微宗
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12　黄褐色　　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

13　黄褐色　　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

14　褐　　色　　ローム粒子中量二，焼上中ブロック・焼上粒子少最，ローム小ブロック・炭化粒f・微量

15　晴赤褐色　　ローム小ブロック・焼LノJ、ブロック・焼L粒子少量，ローム粒千微量

16　暗赤褐色　　焼上中ブロック・焼土粒子・炭化粒だ少量，ローム小ブロック・ローム粒日放還

出入り口施設　南壁中央部から，壁外へ張り出した階段が検出された。構築方法は，南壁外へ130cmほど掘り込

み，ローム小ブロック及びローム粒子混じりの暗褐色土を盛土し，テラス状の硬化面を2段有している。住居

床面から硬化面までの高さは，第1硬化面までは18cmで，第2硬化面までほ30cmである。また，第1硬化面に

は2か所の小ピットがあり，第2硬化面には1か所のピットがあるが性格は不明である。住居内から検出され

た出入り口施設に伴うピットと階段との関係は，第1硬化面から床面にかけてはスロープ状になっており，張

り出し部の幅54cmには壁溝が巡らず，ピットにかけては硬化しており，ピットを埋めて踏み固めた様子も見ら

れないことから，階段に付随するものなのかほ不明である。土層断面中，第7層は構築土である。
土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

ローム粒了少冒

ローム粒戸†唱，

ローム小フロノク

ローム粒了中量，

ローム粒子中量，

ローム粒了少鼠，

ローム小フロノク

ローム小フロノク　炭化粒j′少量

ローム粒了中星，焼土粒子・炭化粒f微量

ローム小フロノク少量

炭化粒子微量

炭化物　炭化粒子微靂

ローム粒了中屋，炭化粒召鋸這

覆土　9層からなる。ローム・焼土・炭化物が含まれていることと，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
土居解説

1　暗褐色　　ローム粒子少鼠　炭化物微量

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

主ト∴′、粒j’・l出し

ローム小フロノク

ローム粒了中屋，

ロームノJ、フロノク

ローム粒子や貰，

ローム小フロノク

ローム小フロソク　炭化粒了少量　炭化物微量

ローム粒f中軋　焼‖針子微遍

ローム小フロノク　焼上粒守　炭化物少冒，炭化粒召数量

ローム粒子中量，焼土粒j二少量，炭化物微量

焼L粒子　炭化物　炭化粒子微量

ローム粒fヰ宗

8　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物徴毒

9　褐　　色　　ローム粒糾虜，ローム小ブロック少最，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片93点，須恵器及びその小破片17点が出土している。第45図104～107は須恵器である。覆土下層

では，107の蓋が北壁際から逆位の状態で出土している。床面では，105の杯が南東コーナー部から逆位の状態

で出土している。104の杯は南壁際からと東壁際から出土した破片が接合したものである。竃内では，106の蓋

が中層から斜位のつぶれた状態で出土してる。

所見　本跡からは，壁外へ張り出した階段が検出された。当遺跡においては本跡の1軒のみであり，注目され

る。時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第45図　第11号住居跡出土遣物実測図
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第11号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第4 5図
杯

須　 恵　 器

A ［14．扇 底部から＝縁部片。平底。休部は外 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 40％

104 B　　 3．7 傾 して立 ち上が り，口縁部 はわずか 体部下端手持ちへラ削 り。底部回転 灰色

C ［‰ 飼
に外反す る。 ヘラ削 り後，ヘ ラ削 り。 普通

105
杯

須　 恵　 器

A ［13．0］ 底部から口縁部片。平底。休部は外 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。 石英 ・雲母 ・赤色粒子 30％

B　　 4 ．2

C ［ 7．0］

傾 して立 ち上が り，「］縁部はわずか

に外反する。

休部下端手持 ちへラ削 り。 灰 白色

普通

1 06
箕

B （2．7） つまみ部欠損。天井部はほぼ平坦。 目線部，外層内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 90％　　　　 P L 19

』工L

須　 恵　 器
C　 16．6 口縁部は短 く折 り返 している。 天井部回転へ ラ削 り。ヘ ラ記号。 灰 色

普通

10 7
二寸J一

B （2．1） つ まみ部欠損。天井部は平坦。口縁 口縁部，外周内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 60％　　　　 P L 19

義二

須　 恵　 器

C ［15．2］ 部は短 く折 り返 している。 天井部 回転へ ラ削 り。 灰色

普通

第12号住居跡（第46図）

位置　調査A区の南西部，B2e2区。

重複関係　第13814号住居に掘り込まれており，本跡が古い。また，第16号住居跡を掘り込んでおり，本跡が

新しい。

規模と平面形　西壁と東壁の一部が撹乱を受けている。確認できた長軸4。32m，短軸4．08mで，方形と推定さ

れる。

主軸方向　N－220－Wと推定される。

壁　壁高は10～18cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　酋壁際と北東コーナー部の一部に巡っている。断面はU字形で，上幅13～18cm，下幅5～9C恥　深さ8

～10cmである。

床　平坦である。特に踏み固められた部分は認められない。

ピット10か所（Pl～PlO）。Plは長径27cm，短径18cmの楕円形で，深さ26cmである。P2は径24cmの円

形，深さ24cmで，いずれも位置及び配列から主柱穴と思われる。P3は径26cmの円形，深さ25cmで，竃反対側

の南壁際に位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4は径21cmの円形，深さ26cmで，Plの北側

に位置し補助柱穴と思われる。P5・P7・PlOは径21～24cmの円形で，深さ15～45cmである。P6・P8・

P9は長径31～37cm，短径24～27cmの楕円形及び不整形，深さ11～30cmで，いずれも中央部に位置し性格は不

明である。

竃　北壁中央西寄りに付設されている。焚口部から煙道口部までの長さ72cm，両袖幅118cmで，壁外への掘り

込みは42cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面中，第5・6層は袖部の土層である。

火床部は円形に10cmほど掘り込まれ，火熱を受け赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

焼土粒子・炭化粒子中量，砂粒徴壷

焼土粒子中量，焼土中ブロック少鼠　砂粒微量

焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量，砂粒微量

ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量

焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量

粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒少鼠，炭化物微量二
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覆土11層からなる。ローム・焼土・炭化物が含まれていることと，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
土層解説

1　蠣褐色　　ローム′トブロック中蒜．，ローム粒了一・炭化粒子少乱　焼L粒子・炭化物徴jlを

2　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　褐　　色

8　褐　　色

9　暗褐色
10　暗褐色
11褐　　色

ローム小ブロック・ローム粒了・中量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム111ブロック・焼士粒子・炭化粒子徴昂こ

ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少fJ二

ローム小ブロック多足，ローム中ブロック・ローム粒子中道，炭化粒H微音

ローム中ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム中ブロック

－・し二二二∠‘二

ローム小ブロック・ローム糀了・中量

ローム粒子少量，炭化粒子微昆

ローム粒子少呈，焼士粒子・炭化粒子微量

ローム粒f・中量，炭化粒子微量

遺物　土師器及びその小破片139点，須恵器及びその小破片7点，鉄淳92．8

gが出土している。第47図109は須恵器の杯で，北東コーナー部の床面から

逆位の状態で出土している。
0　　　　　　5cm

」＿」．＿」

第47図　第12号住居跡出土
遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表

所見　本跡の時期は，土器の細片が多く決定が困難であるが，出土土器から

9世紀前葉と考えられる。

図 版 番 弓 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第4 7図
杯

須　 恵　 器

B （2．9） 底 部 か ら休 部 片。 平 底。 体 部 は外傾 体部 内 ・外 面 ロ クロ ナデ。 休 部下 端 長 石 ・石 英 ・雲 母 20％

10 9 C ［7．6］ して 立 ち上 が る。 手持 ちへ ラ削 り。底 部 一一一方 向 のヘ ラ

削 り。

灰 色

普 通

第13号住居跡（第46図）

位置　調査A区の南西部，B2e3区。

重複関係　第14号住居に掘り込まれており，本跡が古い。また，第12号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　南西コーナー部から中央部にかけて撹乱を受けている。長軸4．43m，短軸4．02mの方形である。

主軸方向　N－680－W

壁　壁高は30～35cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　仝周している。断面はU字形で，上幅25～30cm，下幅8～14cm，深さ8～10cmである。

床　平坦である。特に踏み固められた部分は認められない。

ピット　6か所（Pl～P6）。Plは径27cmの円形，深さ25cmで，位置から主柱穴と思われる。P2は径20

cmの円形，深さ44cmで，Plの南側に位置し補助柱穴と思われる。P3・P4は径22cmの円形で，深さ9～21

cmである。P5・P6は長径26～30cm，短径20、24cmの楕円形で，深さ19～24cmである。いずれも北壁際に位

置し性格は不明である。

第48図　第13号　住居跡出土遺物実測図

てこ工⊇ク
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竃　南東コーナー部に付設されたコーナー竃である。天井部は崩落し，両袖部が残存している。土層断面中，

第2層が天井部の崩落土層と思われる。焚口部から煙道口部までの長さ88cm，両袖幅108cmで，壁外への掘り

込みは38cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面中，第10～13層は袖部の土層である。

火床部は円形に9cmほど掘り込まれ，火熱を受け赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説

1　褐　　色　　ローム粒子少鼠，焼土粒子微量

2　にぷい褐色　　焼土擬守一・粘土粒子・砂粒少量

3　暗赤褐色　　焼土粒子中量，砂粒微量

4　暗赤褐色　　焼土粒子多量，炭化粒子少量，砂粒微量

5　暗赤褐色　　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化物・砂粒微量

6　暗赤褐色　　焼土粒子中鼠　砂粒微量

7　晴赤褐色

8　晴赤褐色

9　晴赤褐色

10　褐　　色

11褐　　色

12　褐　　色

13　暗褐色

焼L粒J’中量，焼巨中フロノク少完

焼L粒子中完，炭化粒子少量

焼古路子中量，ローム粒子　粘土粒子少量

粘土粒子多量，ローム小フロノク　ローム粒子　粘土小フロノク中量

ローム小フロノク　ローム粒子　粘土小フロノク　粘L粒子中量

ローム小フロノク　ローム粒子　粘L粒チ中最，焼L粒上少量

ローム粒争損違，ローム小フロノク少量，ローム中フロック　焼日針子・炭化粒子微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と思われる。

土層解説

12　暗褐色

13　暗褐色

14　暗褐色

15　褐　　色

ローム粒手中量，ローム小フロノク　炭化粒子微量

ローム粒守中量，ローム小フロノク少量

ローム小フロソク小景，ローム粒了少鼠

ローム小フロノク　ローム粒f中量，炭化粒子微量

遺物　土師器及びその中破片221点，須恵器及びその小破片12点が出土している。第48図110～113は土師器で，

114は須恵器である。覆土上層では，113の手淫土器が北東コーナー部壁に貼りついた状態で出土している。覆

土下層では，110～112の杯が竃の北側から正位の状態で，底部に「上寺」と墨書された114の杯が竃右袖部の

西側から斜位の状態で出土している。

所見　本跡からは，底部に「上寺」と墨書された須恵器の杯が1点出土している。当住居近くに位置する第2・

3号住居からも底部に「×寺」と墨書された土器が出土しており，いずれも「寺」と墨書されていることから，

付近に仏堂的な建物があった可能性が考えられる。時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第48図
杯

土　 師　 器

A　 lO．0 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部外面横 ナデ。体部外面へラ削 長石・雲母 ・赤色粒子 100％　　　 P L 20

11 0 B　　 4．2 口縁部に至 る。 り，内面ナデ。 にぷい橙 色

普通

H 縁部内・外面煤付着

灯明具

111
杯

土　 師　 器

A　　 9．1 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁部 内 ・外面 ロクロナデ。体部外 石英 ・赤 色粒 子 100％　　　 P L 20

B　　 3．9 口縁部に至る。 面粗いナデ，内面ナデ。底部粗いへ にぷ い黄橙 色 口縁部内・外面煤付着

C　　 5．0 ラ削 り。 普通 灯明具

112
杯

土　 師　 器

A　　 8．9 ［二i縁部…一一部欠損。平底。体部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・赤 色粒 子 95％　　　　 P L 20

B　　 3．8 して立ち上が り，口縁部 に至る。 ラ削り，内面ナデ。底部粗いヘラ削 黄橙色 口縁部内・外面煤付着

C　　 5．4 り。 普通 灯明具

113
手 捏 土 器

土　 師　 器

A　　 7．1

B　　 3．0

C　　 5．0

口縁部一部欠損。平底。体部は内攣

して立 ち上がる。

口緑部，体部内 ・外面ナデ。 長石

にぷい黄橙色

普通

90％　　　　 P L20

114
杯

須　 恵　 器

A　 12．9 体部一一部欠損。平底。体部は外傾 し 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 80％　　　　 P L 20

B　　 4．0 て立ち上がり，口縁部はわずかに外 体部下端手持 ちへラ削 り。底部回転 灰 色 底部外面墨書「上寺」

C　　 7．0 反する。 ヘ ラ削 り後，ヘラ削 り。 普通

第14号住居跡（第46図）

位置　調査A区の南西部，B2e2区。

重複関係　第12・13号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。
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規模と平面形　撹乱を受け，南西コーナー部を含む西壁から南壁の一部が残存しているだけで，不明である。

主軸方向　不明である。

壁　上部が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかった。

床　平坦である。

ピット　1か所。Plは径36cmの円形，深さ11cmで，性格は不明である。

遺物　土師器小破片34点，須恵器小破片2点が出土している。図示できるものはない。

所見　本跡は，住居の一部のみの確認であった。時期は，9世紀中葉と思われる第13号住居の上から検出され

ていること，出土土器からそれ以降の平安時代と推定される。

第16号住居跡（第49図）

位置　調査A区の南西部，B2el区。

重複関係　第12号住居に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．38m，確認できた短軸2．01mで長方形と推定される。

主軸方向　N－250－Wと推定される。

壁　壁高は14～20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認できた壁下を仝周している。断面はU字形で，上幅17～25cm，下幅5～10cm，深さ6～10cmである。

床　平坦である。竃焚口部の南側から中央部にかけて，特に踏み固められている。

竃　北壁中央に付設されている。焚口部から煙道口部までの長さ86cm，両袖幅126cmで，壁外への掘り込みは

18cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面中，第6～8層は袖部の土層である。火床

部は円形に8cmほど掘り込まれ，火熱を受け赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土居解説

1　暗褐色

2　にぷい赤褐色

3　赤褐色

4　赤褐色

5　暗赤褐色

6　暗赤褐色

7　暗赤褐色

8　褐　　色

ローム粒子・焼土′トブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微意

焼土小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子徴最

ローム粒子・焼土小ブロック中鼠　焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒微量

焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子少還，ローム粒子・焼土′トブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微墨

粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒少量

第49図　第16号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト・－‥　l十一　　一i

115

～公言　」　m
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覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

思われる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，焼上粒f少量，炭化粒f一微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少呈，焼土粒子微量

3　暗褐色　　ローム小ブロック・。ーム粒子少量，焼土粒子微量

4　暗赤褐色　　ローム粒子・焼上粒子少量二，砂粒微量一

遺物　土師器及びその中破片125点，須恵器及びその中破片7点，鉄

淳39．8gが出土している。第50図115は底部に「佃方」と墨書された

須恵器の杯で，竃燃焼部の中層から逆位の状態で出土している。

所見　竃内から供膳具である杯が二次焼成を受けずに出土しているこ

とから，住居を廃棄するにあたって，竃の中に杯を埋納するという祭

祀行為が行われた可能性がある。時期は，出土土器から8世紀後葉と

考えられる。

第16号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　5cm

』ニヨヒ＝∃

第50図　第16号住居跡出土

遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第5 0図
杯

須　 恵　 器

A ［14．2］ 底部か ら日縁部片。平底。体部は外 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・雲母 50％　　　　 P L 20

11 5 B　　 4．5

C　　 8．8

傾 して立ち上が り，口縁部に至る。 体部下端回転へ ラ削 り。底部多方向

のヘラ削 り。

黄灰 色

普通

底部外面墨書「佃方」

第19号住居跡（第51図）

位置　調査A区の中央部，B2b7区。

重複関係　第49号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．57m，短軸4．39mの方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は30～45cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南壁及び東壁下を除き巡っている。断面はU字形で，上幅20～28cm，下幅4～10cm，深さ5～12cmである。

床　平坦である。竃焚口部の南側から中央部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径34cmの円形で，深さ18cmである。P2は径35cmの円形で，深さ14cm

である。いずれも位置から主柱穴と思われる。P3は長径30cm，短径25cmの不整形で，深さ20cmである。P4

は二段掘り込みになっており，上段は長径40cm，短径34cmの不整形で，深さ15cmである。下段は径20cmの円形

で，深さ28cmである。いずれも中央部に位置し，性格は不明である。

竃　北壁中央に付設されている。焚口部から煙道口部までの長さ98cm，両袖幅108cmで，壁外への掘り込みは27

cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。土層断面中，第7～10層は袖部の土層である。火床部

は円形に4cmほど掘り込まれ，火熱を受け赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土居解説

1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　赤褐色

4　にぷい赤褐色

5　にぷい赤褐色

6　にぷい赤褐色

7　褐　　色

8　にぷ噴褐色

9　暗赤褐色

10　暗褐色

ローム粒子　廃土小フロノク　焼土粒子　炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小フロノク少量，ローム小フロノク　炭化粒子微量

焼レJ、フロノク　焼十二粒子ヰ墨，焼土二中フロノク　炭化粒子　粘班長了少鼠炭化物薇宗

焼レJ、フロノク中冒，焼回jフロノク　焼圭校了少量，炭化粒召数量

焼レJ、フロノク　焼U拉了可璽む　焼」中フロノク　炭化粒fl微量

焼土中フロノク　焼士粒子中量，ローム小フロノク　ローム粒子　炭化粒了少量，焼土中フロノク　ローム中フロノク微量

粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子　焼土中フロノク　焼土′J、フロノク　炭化粒子微量

ローム粒F・粘寸粒子　粘土小フロノク中量，焼i粒子　炭化物　炭化粒f　粘土中フロノク微量

焼仁粒了中量，焼土′J、フロノク　粘蟻王子少宗，炭化粒召凝宗

ローム小フロノク　焼接は一中量，ローム粒了少量
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④

第51図　第19号住居跡実測図

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠，炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子微鼠

4　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠

6　暗褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

7暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器及び小破片128点，須恵器及びその小破片19点が出土している。第52図第116・117は土師器で，

118～120は須恵器である。覆土下層では，119の高台付杯が南壁際から斜位の状態で出土している。120の蓋は，

竃の南側と右袖部の壁際から出土した破片が接合したものである。床面では，116の嚢が竃右袖部の壁際から

壊れた状態で出土している。竜内では，117の賓と118の杯が覆土下層から壊れた状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀複葉と考えられる。
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第52図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表

図版 番号一　器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第5 2図 A ［2 1．3］ 体部下位か ら＝縁部片。休部は内攣 日縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 20％　　　　 P L 20

116 瓦

土　 師　 器
B （28．7） して立ち上がる。目線端部 は上方に

つまみ上げ られている。

ラ削 り後，ヘラ磨き，内面へラナデ。 にぷ い橙 色

普通

1 17
湧在

A ［22．9］ 体部上位から目線部片。体部は内攣 目線部内 ・外面横ナデ。 長石 ・石英 ・雲 母・赤 10％

瓦

土　 師　 器
B （1 1．3） して立 ち上が る。口縁端部は上方に

つ まみ上げられている。

色粒子，橙色

普通

11 8
杯

須　 恵　 器

A　 13．1 体部一部欠損。体部は外傾 して立ち ［］縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 80％　　　　 P IJ20

B　　 3．8

C　　 8．3

上がり，汀縁部はわずかに外反する。 体部下端手持 ちへラ削 り。底部二方

向のヘ ラ削 り。

灰 褐色

普通

119
高 台 付 杯

A ［1 6．2］ 高台部から日録部片。底部 と休部の 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長 石 e 雲母 45％　　　　 P L 20

B　　 軋9 境 は稜をもち屈 曲する。休部は外傾 底部回転へラ削り後言 島台貼 り付け。 灰色

須　 恵　 器 D ［1 1。7］

E　 IJ

して立ち上が り，H 縁部に至る。高

台はハの字状 に開 く。

普通

12 0
蓋

A　 14．7 天井部は平坦で，擬宝珠状のつまみ 口縁部，外周内 の外面ロクロナデ。 長石 ・有薬 100％　　　 P L 20

B　　 2．9 が付 く。目線端部は短 く折 り返 して 天井部回転へラ削 り後，つまみ接合。 灰色

須　 恵　 器 F　　 3．1

G　　 L 2

いる。 良好

第27号住居跡（第53図）

位置　調査A区の南東部，B2C8区。

規模と平面形　長軸4。62mタ　短軸3も98mの長方形である。

主軸方向　N．1一一70－－E

壁　壁高は45～60cmで，外傾して立ち上がる。
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壁溝　北壁の竃脇及び東壁下を除き巡っている。断面はU字形で，上幅15～25cm，下幅4～10cm，深さ7～10

cmである。

床　平坦である。竃焚口部の南側から中央部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所。（Pl・P2）。Plは径26cmの円形で，深さ15cmである。P2は長径35cm，短径30cmの楕円

形で，深さ16cmである。いずれもイ立置から主柱穴と思われる。

竃　北壁中央に付設されている。焚口部から煙道口部までの長さ108cm，両袖幅130cmで，壁外への掘り込みは

24cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床部は，楕円形に6cmほど掘り込まれている。煙

道は火床部から緩やかに立ち上がる。
竃土層解説

1にぷい赤褐色

2　にぷい赤褐色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗赤褐色

6　にぷい赤褐色

7　暗赤褐色

焼土粒子少量，

焼土粒子中量，

焼土小ブロック

焼土粒子中量，

焼土粒子少量，

焼土粒子少量，

焼土小ブロック

ローム粒子・炭化粒子微壷

焼土小ブロック・炭化粒子少量，ロームノトブロック微量

・焼土粒子・炭化粒子少量

焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼上中ブロック微量

焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子微壷

焼土小ブロック・炭化粒子微量

・焼土粒子・炭化粒子少鼠　焼土中ブロック・炭化物微量

8　暗赤褐色　　焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量

⑥　　　　I′
128　　　　122

第53図　第27号住居跡実測図
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第54図　第27号住居跡出土遺物実測図
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覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム小ブロックもローム粒子・廃土粒子・炭化凝子機還

3　暗褐色　　ローム小ブロック少鼠　ローム小ブロック・焼土小プロ㌢ク∵粗上粒子微量

4　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器及び小破片654点夕　須恵器及び小破片154点，石製紡錘車2貞男　砥石1点，鋲具主産が出土してい

る。第54図122～124は土師器で，125～129は須恵器である。覆土中層では穿123の婆が南西コーナー部から壊

れた状態で，125の杯が中央部から正位の状態で，Q54の砥石が南西コーナー部から出土している。覆土下層

ではタ124の聾が中央部から横位の状態で，126の高台付杯が南壁際から正位の状態で芦127の高台付杯が中央

部から正位の状態で，129の蓋が中央部から壊れた状態で，Q53の紡錘車が竃左袖部の西側から正位の状態で，

M3の鋲具が中央部から斜位の状態で出土している。床面では，Q52の紡錘車が竃右袖部の東側から正位の状

態で出土している。竃内ではぎ122の小形婆が火床部の中央から逆位の状態でタ128の蓋が火床面から壊れた状

態で出土している。

所見　本跡からほ，底部に「上家」と墨書された土器が2点出土しており，第2010号住居からも同様の墨書

土器が出土している。器種は，須恵器の杯と高台付杯で類似している。時期は，出土土器から9世紀前葉と考

えられる。

第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第54 囲
小　 形　 婆

土　 師　 器

A ［13．2］ 体部上位か ら［］縁部片。体部 は内攣 目線部内 や外面梯ナデ。体部外面へ 長 石・雲母 ・赤色粒子 40％　　　　 P L 20

122 B （10．9） して立ち上がる。目線端部は上方 に

つまみ上げ られている。

ラナデ，内面 ナデ。 にぷい橙 色

普通

123
遽

A ［22．6］ 休部上位か ら目線部片。休部は内攣 ＝縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石 ・雲母 ・赤 色粒子 20％　　　　 P L20

瓦

土　 師　 器
B （12．7） して立ち上が る。目線端部 は上方 に

つまみ上げられている。

面へラナデ。 にぷ い橙色

普通

124
確

A ［22誹］ 目線部片。口縁端部 は上方 につまみ 口縁部内 ・外面横ナデ。 長石 ・雲 母 ・赤色粒子 5％

瓦

土　 師　 器
B （6．4） 上げられている。 にぷい赤褐色

普通

125
杯

須　 恵　 器

B （4．0） 目線部欠損。平底。体部は外傾 して 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 や雲母 60％　　　　 P L 20

C　　 7．9 立ち上がる。 体部下端手持 ちへラ削 り。底部多方

向のへラ削 り。

暗灰 黄色

普通

底部外面墨書「上家」

126
高 台 付 杯

A ［12．4］ 目線部一一一一一部欠損。底部 と体部の境 は 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長 石 ・石英 ・雲母 60％　　　　 P L 20

B　　 4．5 明瞭な稜 をもち，屈 曲する。休部 は 底部回転へラ削り後，高台貼 り付け。 灰色 底部外面墨書圧 家」

須　 恵　 器 D　　 8．2

E　　 L O

外傾 して立ち上がる。高台はハの字

状 に開 く。

普通

127
高 台 付 杯

須　 恵　 器

B ［5．2］ 目線部欠損。底部と体部の境は稜 を 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 長石 ・雲母 60％　　　　 P L20

D　　 8．8

E　 l．2

もち，屈曲す る。体部は外傾 して立

ち上がる。高台はハの字状 に開く。

ヘラ削 り後，高台貼 り付け。 黄灰色

普通

128
蓋

A　 14．4 目線部か ら天井部…・・一部欠損。天井部 目線部，外周内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・雲 母・赤色粒子 70％　　　　 P L20

B　　 3．4 は平坦で，擬宝珠状のつ まみが付 く。 天井部回転へラ削 り後，つまみ接合。 褐灰色

須　 恵　 器 F　　 3．3

G　 l．4

口縁端部は短 く折 り返されている。 普通

129
芸

B （2．5） 目線部欠損。天井部は笠形で，擬宝 外周内 ・外面 ロクロナデ。天井部回 長石 ・雲母 60％　　　　 P L 20

皿
須　 恵　 器

F （2．9）

G　　 O．9

珠状のつまみが付 く。 転へラ削 り後，つまみ接合。 黄灰 色

普通

図版番一司
器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54図

T P 6
棄

須　 恵　 器

B （3．5） 体部片。外面縦位の平行叩き，内面に同心円の当て具痕。 長石 ・白色粒子

灰色

普通

5％　　　　 P L23
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図版番号 器　 種 計測値毎1） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54図

T P 7
魂
瓦

須　 恵　 器

B （11．9） 休部片。外面横位の平行叩 き。 長石 つ三コ色粒子

灰 色

普 通

109も　　　　 P L 23

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

上 f 質

特　　　　 徴 備　　　　 考
径 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第54図Q 5司
紡　 錘　 車 4．4 1．6 0．9 45．6 滑　　 石 逆台形状　 側面に 「≠」の線刻 100％　　　　　　　 P L 26

Q 5司
紡　錘　 車 5．2 1．0 0．8 （36．2） 滑　　 石 逆台形状　 上面に放射状の線刻 80％　　　　　　　 P L 26

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第54図Q 54
砥　　 石 （6．2） 4．0 2．7 （81．6） 凝　灰　 岩 剥片　 4 面使用 P L 26

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！材 質

特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ（cnl） 幅 （cnl） 厚さ（cm） 重量（g ）

第54剛 3 鋲　　 具 4．6 4．7 1．0 36．2 鉄

鋼

鉄地銅張 り　 環状にT の字状の刺鉄が

付 く

馬具か　　　　　 P L 26

第28号住居跡（第55図）

位置　調査A区の南東部，B2e8区。

重複関係　第26号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．80m，短軸4．66mの方形である。

主軸方向　N－10い－E

壁　壁高は45～50cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃左袖部の西側から南壁中央にかけて巡っている。断面はU字形で，上幅21～30cm，下幅7～15cm，深

さ7～10cmである。

床　平坦である。竃焚日部の南側から中央部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは二段掘り込みになっており，上段は長径72cm，短径49cmの楕円形で，

深さ20cmである。下段は長径48cm，短径37cmの楕円形で，深さ48cmである。P2は長径57cm，短径45cmの楕円

形で，深さ45cmである。いずれも位置及び配列から主柱穴と思われる。P3は長径50cm，短径40cmの楕円私

深さ48cmで，竃反対側の南壁際に位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4は長径60cm，短径48

cmの楕円形，深さ23cmで，竃前に位置し性格は不明である。

竃　北壁中央に付設されている。焚口部から煙道口部までの長さ118cm，両袖幅124cmで，壁外への掘り込みは

38cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床部は，楕円形に6cmほど掘り込まれ，火熱を受

け赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　暗赤褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

3　赤褐色　　焼土／トブロック・粘L粒子少量，ローム′トブロック・ローム粒子‥焼U粒子・炭化粒子微量

4　赤褐色　　焼土粒r多量，焼レJ、ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒f少旨‡二，焼L大ブロック・炭化物微量

5　暗赤褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物微量
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覆土　9層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土居解説

1　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色

3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

7　暗褐色
8　褐　　色

9　褐　　色

ローム粒子少呈，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック微量

ローム粒子少鼠　ローム′トブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム粒子微違

ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

ローム粒子少墨，ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　土師器及びその小破片105点，須恵器及びその小破片35点，鉄津23gが出土している。第56図130は土師

器で，131～138は須恵器である。覆土下層では，132の杯が中央部から壊れた状態で，137の高盤の脚部がP4

の北側から逆位の状態で出土している。床面では，134の杯が中央部から壊れた状態で出土している。135の杯

は，P4の上層から出土している。竃内では，131の杯が左袖部に貼り付いた状態で出土している。その他に

も覆土から，130の小形嚢，133・136の杯，138の高盤の脚部，鉄津が出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第55図　第28号住居跡実測図

2m

】　　　＿；＿＿＿＿＿－」

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！
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第56図　第28号住居跡出土遺物実測図

第28号住居跡出土遺物観察表

三：喜二言三二　二：二＿十二二＿l：

要請8
0　　　　　　10cm

435　　　〔一一∴＿＿二二」ここ＿∴⊥」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色諌「焼成 備　　 考

第56図
確

A ［13．8］体部上位から口縁部片。休部は内攣 口縁部内・外面横ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 10％

130 瓦

土　師　器
B （6．8） して立ち上がる。［：］縁端部は上方に

つまみ上がられている。

明赤褐色

普通

131
杯

須　恵　器

A　 13．4 体部から［」縁部－…一一一一一部欠損。平底。体 ＝縁部，体部内・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 90％　　　　 P L20

B　　 3．9 部は外傾して立ち上がり，目線部に 体部下端手持ちへラ削り後，底部∴一 灰黄色

C　　 7．3 至る。 方向のヘラ削り。 普通

132
杯

須　恵　器

A　 13．8 底部からH 縁部片。平底。体部は外 ［1縁部，体部内・外面ロクロナデ。 長石・石英 ・雲母 60％　　　　 P L21

B　　 4．0

C　　 8．0

傾して立ち上がり，口縁部に至る。 体部下端手持ちへラ削り。底部－…一一・方

向のヘラ削り。

灰白色

普通

133
杯

須　恵　器

A ［13．8］底部から目線部片。体部は外傾して 目線部，体部内・外面ロクロナデ。 長石・石英 40％　　　　 PL21

B　　 4．2

C ［7．6］

立ち上がり，目線部に至る。 体部下端手持ちへラ削り。底部二方

向のへラ削り。

暗灰黄色

普通

134
杯

須　恵　器

A ［13。2］ 底部から日縁部片。体部は外傾して 口縁部夕　体部内・外面ロクロナデ。 長石・石英 40％　　　　 PL21

B　　 4．2

C　　 7．6

立ち上がり言：］縁部に至る。 体部下端手持ちへラ削り。底部－ハル”ふ方

向のヘラ削り。

灰黄色

普通

135
杯

須　恵　器

A ［13膏］底部から口縁部片。体部は外傾して 目線部，体部内・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 30％

B　　 4．2

C ［8．4］

立ち上がり言二J縁部に至る。 体部下端手持ちへラ削り。底部－…一一一方

向のヘラ削り。

黄灰色

普通

136
埠

須　恵　器

A ［11．8］ 目線部〃′・′ワ一部欠損。体部は外傾して立 口縁部，体部内・外面ロクロナデ。 長石 0石英 ・雲母 20％

B　　 3．8

C　　 7．6

ち上がり，口縁部に至る。 体部下端回転へラ削り。底部回転へ

ラ削り。

灰黄褐色

普通

137
高　　 盤

須　恵　器

B （4．6）

E （3．7）

脚部の上位片。透かし孔が3方向に

空く。

脚部外商ロクロナデ。 長石 さ石英 も雲母

灰白色

普通

10％

138
高　　 盤

須　恵　器

B （4．5）

E （3．8）

脚部の上位片。 脚部ロクロナデ。 長石e雲母

灰色

普通

5％

（2）ピット群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

第1号ピット群（第57図〕

位置　調査Å区の中央部　Å釣　区。

規模　東西0。80m，南北0。90mの範囲に5か所のピットを確認した。ピットの平面形は，Pつ∵つP2e P4ず

P5ほいずれも不整形で芦　深さ20～45cmである。P3は径28cmの円形　深さ2艶mである。㌘1ほP2を掘り込

んでいる。
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覆土　いずれのピットも褐色あるいは暗褐色土主体で，ロームブロックが混じり，人為的に埋め戻されている。

P2土居解説

1　褐　　色　　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　　ローム粒子中量

3　褐　　色　　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量

4　褐　　色　　ローム小ブロック中妄

5　褐　　色　　ローム中ブロックヰ糧，ローム小ブロックeローム粒子少量

遺物　第57図139の須恵器の杯が，Plの覆土上層から壊れた状態で出土している。

所見　ピットの性格は，不明である。Plからは，底部に「上家」と墨書された須恵器の杯が出土している。

時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

ミ
言　倦

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！一一‥－　　十一一一　　1

第57図　第1号ピット群・出土遺物実測図

第1号ピット群出土遺物観察表

0　　．　　　5cm

巨＝サ∵」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第57図
杯

須　恵　器

A　 13．8 口縁部一郭欠損。休部は外傾して立 口縁部，体部内・外面ロクロナデ。 長石・石英 ・雲母 80％　　　　 P L21

139 B　　 4．3 ち上がり，口縁部はわずかに外反す 休部下端手持ちへラ削り。底部一一方 灰白色 底部外面墨書「上家」

C　　 8．1 る。 向のヘラ削り。 普通

5　中世

中世の遺構としては，調査区域A区の中央部から土墳墓が1基，南部から塚1基が検出された。以下，検出

された遺構の特徴や遺物について記載する。

（1）土墳墓

第1号土墳墓（第58図）

位置　調査A区の中央部，A2j5区。

規模と平面形　径工00mほどの円形で，深さ50cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　8層からなる。ロームブロック及びローム粒子を多量に含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
土層解説

1　暗褐色　　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒f一中鼠　　　5　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量　　　6　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　　ローム中ブロック中量

4　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量　　　8　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

－76－



遺物　人骨（頭部・大腿部など）1体分，陶器1点，火打石1点，火打金1点，古銭6枚が出土している。人

骨は底面からで，他はいずれも覆土下層からの出十である。第58図140の小皿が南壁寄りから正位の状態で，

Q56の火打石が北壁寄りから，M4の火打金が西壁寄りから横位の状態で，M5、MlOの古銭が中央部の人骨

上からまとまって出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から16世紀前葉と考えられる。

＼

＼

0　　　　　　5clu

l　；」

l

j
第58図　第1号土墳墓・出土遣物実測図

音宣執
慧・宣、

l号音■亨、

⊂○

－77－
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第1号土墳墓出土遺物観察衷

図版番号 器　 形 器　 質
計　 測　 値　 k m ） 胎　 土

絵付・粕薬　 文様・特徴 産地・年代 備　　 考
Å B D E 色　 調

第5渦

140
端　 反　＿皿 陶　　 器

昔 車 9

5．8 0．5
灰　 白　色

浅　 黄　 色

灰 瀬戸 ・美濃系

16C 前葉

80％　　　　 P L20

図版番号 器　 輔
計　　 測　　 値

！ 特　　　　 徴 備　　　　 考
長さk m） 幅　 k m ） 厚さ（cm） 重量（g ）

第5掴 Q 5司
火　 打　 石 2．8 4．0 L 8 18．9 璃　　 璃 2面使用 P L 26

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

i 材 質 特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ五m） 幅　 k m ） 厚 さ（cm ） 孔径（cm ） 重量 （g ）

第58区旧4 火　打　 金 「乱射 3言 0．2 0．2 （19．4） 鉄 下線に敲打の痕跡 P L 26

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 初　　 鋳　　 年

径（cm ） 軽 さ（cm） 孔径（cm ） 重 さ（g ） 時 可　 年　 号 播 磨） 出　　　　　　　 J

第5掴 M 5 不　　 明
・4　 恒 言 0・7× ・7 日 ・5 不　 明 序 明 巨ij読不明

M 6 渋武通貨 2．3 0．1 0。6×私6 3．5 明　　 浜武元年（1368年）

M 7 不　　 明
［20可　 oel

［0．7 X OJ ］ （2．5） 不　　 明 不明 判読不明

M 8 皇宋通貨 2。5 いつ 0．7×0。7 2．5 北　　 宋 賓元元年0 038年）

M 9 不　　 明 2．4 0．1 0．7×0．7 2．3 不　　 明 不明 判読不明y

M 14 皇宋通常 2・5 ！ 侶 ［0サ6×時 頼 2さ9） 北　 可 哲元元年（1038年）

：・」ろ＼

第瑠号塚（第59図）

位置　調査区の南部，B2h4～B2h6区。

重複関係　本跡が，第1号住居凱　第3号土坑の上部に築造されていることから，本跡が新しい。

規模と形状　基底面はタ　長径5。76mタ　短径5。42mのほぼ円形を皇し，現地表面から頂部までの高さは用8mで

ある。

長径方向　N－550　－－E

構築状況　基底部を旧地表面に置き芦　ローム中ブロックのローム小ブロック。ローム粒子も炭化粒子を微量か

ら中量含んだ暗褐色士や褐色土を裾部はブロック状，中央部はほぼ水平に盛土しタ土饅頭状である。粘性及び

しまりは弱い。、

土層解説

、1　表　　上

2　暗褐色　　ローム粒子中量ブ　ローム小ブロック0炭化物微量
3　暗褐

4　賠褐
5　褐

6　暗褐
7　暗褐
8　暗褐

9　暗褐
10　賠褐
11暗褐

色　　ローム粒子少凱　ローム小ブロックも炭化粒子微量

色　　ローム粒デー少還，ローム小ブロック衛星　炭化粒摘微量

色　　ローム小ブロックむローム孝紹よ少数ローム中ブロック微量

b lト∴′ト／、11∵‘・′・「「一一∴位「微量

色　　ローム小ブロックやローム粒子も炭化粒子微量

色　　ローム粒子少鼠口症∵ム中ブロックのローム小ブロック微量

色　　ローム小ブロック・ローム粒子微量，炭化粒子極微鼠

色　　ローム粒子微蔓　ローム小ブロック∵炭化粒子極微鼠

色　　ローム粒子微量ク　ローム小ブロック極微巌

12　暗褐色　　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠　ローム小ブロッ

ク0炭化粒子微量

ユ3　暗褐色　　ローム粒子ゆ炭化粒子徽蔓，ローム小ブロック極微簑二

14　暗褐色　　ローム中ブロック少憲二，ローム小プロツ㌢用」売寮守磯慮

ユ5　暗褐色　　ローム小ブロック8°ーム粒子8炭化粒子磯ぷ＼ローム小

ブロック極微壷

16　褐　　色　　ローム小ブロックもローム粒子中量，ローム中プロソク少還

17　暗褐色　　ローム小ブロックeローム粒子微量，炭化粒子極微蛋

18　褐　　色　　ローム小ブロック8号ブーム粒子少量

ユ9　黒褐色　　ローム小ブロック0°ーム粒子微量

遺物　土師質土器及びその小破片摘点　土師器片翫点　須恵器片凱点　縄文土器片　点が出土している。第雄

図摘～蟻は土師質土器の小皿でヲ　ザれ　盛土の下層及び中層から出土している。

所見　本跡の時期は　出土土器から蟻世紀後半と考えられる。

…！持主…
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第59回　第1号塚出土遺物実測図

第1号塚出土遺物観察表

ミコ⊆ク，5，

0　　　　　　　　　　2m

！　　　題　　　j

10cm

！　　　；．　！

図版番口器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第59図
小　　皿

土師質土器

A　　9．9 口緑部－・部欠損。平底。体部は外方体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石・石英・赤色粒子50％　　　　PL21

145 B　　2．8

C　　4．0

に人きく開き，ロ縁部に至る。 糸切り。 にぷい褐色

普通

146
′ト　　　m

土師質土器

A［8．4］

B　　2．4

C　　3．2

口緑部p一一一部欠損。平底。休部は内攣

して立ち上がり，口縁部に至る。

体部内・外面ナデ。底部回転糸切り。長石・赤色粒子

にぷい黄橙色

普通

80％　　　　PL21
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図版番号 器　 種 計細離扉 笛　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 や色誘「 焼成 備　　 考

第59図
小　　 皿

土師質土器

A　 は0．0］ 底部から日露消防㍑　 平底。体部は外 体部内 も外面ロタロナデ÷底部回転 長石 弓圭炬 赤色粒子 30％　　　　 P IJ21

14 7 B　　 2．6

C　　 3．8

方に大きく開 き言 丁縁部 に至る。 糸切 り。 にぷい橙色

普通

148
小　　 皿

土師質土器

A ［6．2］

B　 l．7

C　　 3．6

底部か ら融 豪部片。平底。休部は外

方に開 き言 二l縁部に至る。

体部内 ・外面ナデ。底部回転系切 娠 長石・石英 の雲母 も赤

色粒 子言こぶ い赤 褐色

普通

50％

14 9
小　　　 皿

土師質土器

A　　 6．4

B　　 2」

C　　 3．8

体計 一一一部欠損。平底 。体部は外方 に

開きタ　目線部に至る。

体部内 一外面ナデ。底部回転系切 娠 長石 サ雲母

にぷ い橙 色

普通

80％　　　　 P L 21

150
小　　 皿

土師質土器

A ［6．4］

B　　 2．3

C ［3．4］

底部から体部一部欠損。体部は外方

に開き言 寮承部に至 る。

体部内 ・外面ナデ。底部回転糸切 り。 長石 や石英

にぷ い赤褐 色

普通

5摘　　　　 P L 21

1 51
小　　　 皿

土師質土器

A ［6．0］

B　 l．4

C ［3．0］

底部から休部一一一一一部欠損。体部は外方

に開 き言 二i縁部に至 る。

体部内 。外面ナデ。底部回転糸切 り。 長石 ・雲 母 。赤色粒 子

普通

50％

6　その他の遺構

今回の調査で，時期及び性格不明な士坑58基言薄3条，不明遺構1基が検出された。以下夕　土坑及び溝につ

いては，実測図及び一一覧表に記載する。

（自　土坑（第83～85回）

今回の調査で，調査A区から鮒基　調査B区から1基の計61基の土坑が検出された。そのうち，縄文時代の

炉穴1基，古墳時代の土坑1基，中世の土墳墓1基以外は，時期及び性格不明な土坑でありタ　ここでは普　実測

図及び一覧表で記載する。

（2）溝（第63図巨付図）

今回の調査で，調査A区から2条，調査B区から1条の計3条の溝が検出された。いずれも，遺物は細片で

覆土からの出土であり，時期は限定できず，性格も不明である。よって，検出した涯については，断面図及び

一覧表で記載し，配置や全体の形状については遺構全体図に掲載する。

（3）不明遺構

第瑠号不明遺構（第64図）

位置　調査B区の北西部，D2f9区。

重複関係　第25号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　西壁際側が調査区域外にかかっている。長軸7。58m，確認できた短軸3．98mで，隅丸長方形と

推定される。

長軸方向　N－80－Eと推定される。

壁　壁高は8～12cmで，外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　単一層で，自然堆積である。
土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量

遺物　土師器片1点が出土している。

所見　本跡からほ，出土遺物が1点のみであり，ピット及び竃等も検出されず，時期及び性格は不明である。
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第64図　第1号不明遺構実測図
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7　遺構外出土遣物

遺構外出土遺物は言式掘，表土除去，遺構確認の調査で出土した遺物である。ここでは，特色ある遺物を抽

出し，実測図及び拓影図を掲載し，解説は一覧表等に記載した。
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遺構外出士遺物観察表

図版 番号 器　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 0 色調 や焼成 備　　 考

第65図 A ［17．2］ 相 承部か ら胴部上位片。胴部は内攣 し，外傾 しながら＝縁部に至る。＝唇 長石 や石英 の雲母 l摘　　　　 P L 21

1 73
深　　 鉢　 B　 「凱鋸 部にB 突起 を有する。頭部から胴部上位にかけては，横位の沈線が施され， 灰 褐色 沫 洞B C 式）

縄 文土 器 区画内にはキザ ミが施 されている。沈線下には，L R の単節縄文が施文 さ 普通

れている。

図版番一弓享′・ 器　 種 計測値（扉 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 e 色調 の焼成 備　　 考

第6 5回

T P 9
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （3．射 胴部片。撚糸文が施文 されている。 長石

にぷい黄橙色

普通

5％　　　　 P L 23

億 島式）

T P lO
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （3，2） 胴部片。撚糸文が施文 されている。

にぷい黄橙色

普通

5 ％　　　　 P L 23

腰 畠式）

T P H
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （2．1） 胴部片。R L の単節縄文が施文 されている。 長石 e繊 維

にぷ い黄橙 色

普通

5 ％　　　　 P L 23

T P 12
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （3諸） 胴部片。R L の単節縄文が施文 されている。 長石 の繊維

にぷ い黄橙色

l普通

5 ％　　　　 P L 23

慄 浜式）

i

T P 1 3
深　　 鉢

縄 文 土 器

B　「乱の 胴部片。 R の無節縄文が施文されている。 長石 の繊維

にぷい赤褐色

普通

5％　　　　 P L 23

T P ＝
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （2言） 胴部片。 R の無節縄文が施文されている。 長石 ・繊維

にぷい赤褐色

普通

5 ％　　　　 P L 23

T P 15
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （4．2） 胴部片。浮線文士 に縄文が施されている。

にぷ い橙 色

普通

5 ％　　　　 P L 23

（諸磯b式）

T P 蟻
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （3。3） 胴部片。浮線文士にキザ ミが施 されている。

にぷ い赤褐色

普通

5％　　　　 P L 23

（諸磯b式）

T P 1 7
探　　 鉢

縄 文 土 器

B （2．6） 胴部片。 3 条の浮線文士にキザ ミが施されている。 長石

にぷい赤褐色

普通

5％　　　　 P L 23

（諸磯b 式）

T P 18
深　　 鉢

縄文 土 器

B （3 iO） 胴部片。浮線文士にキザ ミが施 されている。 長石 ・雲母

にぷい赤褐色

普通

5 ％　　　　 P L 23

儲磯 b 式）

T P 19
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （2．0） 胴部片。浮線文上 にキザミが施 されている。 長石

にぷ い橙色

普通

5 ％

（諸磯b 式）

T P 2 0
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （2．5） 胴部片。浮線文士にキザ ミが施 されている。 長石 ・雲母

にぷ い赤褐色

普通

5 ％　　　　 P L 23

（諸磯b式）

T P 2 1
深　　 鉢

縄 文 土器

B （2．7） 胴部片。浮線文士にキザ ミが施されている。

ヰ

長石 ・雲母

にぷい橙色

普通

5％　　　　 P L 23

（諸磯b式）

T P 22
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （3．8） 胴部片。 3 条の浮線文上にキザ ミが施 されている。 長石 ・雲母

にぷい橙 色

普通

5 ％　　　　 P L 23′

（諸磯b 式）

T P 2 3
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （2．2） ［二丁縁部片。＝縁部 に短い条線文が施 されている。 長石 ・雲 母

にぷ い褐 色

普通

5 ％　　　　 P L 23

（興津式：）

T P 24
深　　 鉢

縄 文 土 器

オ

B （ 2．2） 日縁部片。目線部に条線文が施 されている。 長石 ・雲母

にぷ い橙色

普通

5 ％　　　　 P L 23

（興津式）

－88－



図版番号 器　 種 計測値毎l） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 の色調 欄 成 i 備　 考

第65図
深　　 鉢

縄文土器

B （2．8） 口縁部片。口縁部には短い条線文が施されている。条線文直下には連続爪 長石 ・雲母　　　　　　 5％　　　 P L器

T P 25 形文が施文されている。 にぷい橙色　　　　　 襖津式）

普通

T P 26
深　　 鉢

縄文土器

B （3．4） 目線部から胴部片。胴部には横位の平行沈線文が施されている。口縁部に 長石も雲母e赤色粒子　 5％　　　 P L 23

は短い条線文が施されている。 にぷい褐色　　　　　 襖津式）

普通

T P 27
深　　 鉢

縄文土器

B （3．9） 胴部片。半裁竹管による連続刺突文が施されている。 長石 せ雲母　　　　　　 5％　　　 P L23

にぷい橙色　　　　 （興津式j

普通

T P 28
深　　 鉢

縄文土器

B （2．7） 胴部片。半裁竹管による連続刺突文が施されている。 ……霊　 笹 式） P L23

T P 29
深　　 鉢

縄 文土器

B （3．3） 胴部片。半裁竹管による連続刺突文が施されている。 ㌘ 母　 樽 式） P L 23

T P 30
深　　 鉢

縄文土器

B （2．6） 胴部片言垂続爪形文が施されている。 ≡…議 讃 簑 式j P L 23

T P 31
深　　 鉢

縄文土器

B （3．5） 胴部片。粗い平行洗練文が施されている。 曇蓋這芸母 i 昌芸抽 P L 23

T P 32
深　　 鉢

縄文土器

B （2。9） 胴部片。直前段合撚縄文が施文されている。 P L23

T P 33
深　　 鉢

縄 文土器

B （3．4） 胴部片。直前段合撚縄文が施文されている。 P L 23

T P 3 4
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （3．4） 胴部片。直前段合撚縄文が施文 されている。 長 石・石英 ・赤色粒 子

にぷい赤褐色

普通

5 ％　　　　 P L 23

慄 島台式）

T P 3 5
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （3言） 胴部片。 L の無節縄文が施文されている。 長石

にぷ い橙色

普通

5％

慄 島台式）

T P 36
深　　 鉢

縄 文 土器

B （4．5） 胴部片。 L R の単節縄文が施文されている。 長石 ・赤色粒子

にぷい赤褐色

普通

5 ％　　　　 P L23

慄 島台式）

T P 3 7
探　　 鉢

縄 文 土 器

B （4．7） 胴部片。 L R の単節縄文が施文されている。 長石 ・赤色粒子

にぷい赤褐色

普通

5 ％　　　　 P L23

慄 島台式）

T P 3 8
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （3．5） 胴部片。粗製土器。縦位の条線文が施 されている。 長 石 ・石英

にぷい橙色

普通

5 ％　　　　 P L 23

（加曽利B 式）

T P 39
深　　 鉢

縄 文 土 器

B （4 ．0） 頚部から胴部上位片。横位の洗練が施 され，区画内にはキザ ミが施 されて 長石 ・石英 ・雲母 5 ％　　　　 P L 23

いる。 灰褐色

普通

（太洞B C 式）

T P 4 0
探　　 鉢

縄 文土 器

B （3．0） 頚部から胴部上位片。横位 の沈埠が施され，区画内にはキザ ミが施 されて 長石 ・石英 ・雲 母 5％

いる。 灰褐色

普通

（大洞B C 式）

図版番号 器　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講「 焼成 備　　 考

第65図
杯

土　 師　 器

A ［12．4］ 体部か ら口縁部片。丸底。休部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。底部，体部 長石 ・石英 ・赤色粒子 50％　　　　 P L21

152 B　　 4．4 攣 して立ち上が り，目線部との境 に

明瞭 な稜をもつ。

外面へラ削 り後ナデ，内面ナデ。 橙色

普通

153
杯

土　 師　 器

A ［12．7］ 体部か ら目線部片。丸底。休部は内 ロ縁部内 ・外面横 ナデ。底部，体部 長石 ・石英 20％

B （4．4） 攣 して立ち上が り，口縁部 との境 に

明瞭な稜 をもつ。

外面へ ラ削り後ナデ，内面ナデ。 明赤 褐色

普通

155
川

土　 師　 器

B （5．3） 休部上半片。体部は扁平な算盤玉状 休部外面へラ削 り後，へラ磨・き。内 ・ 長石 ・石英 20％

である。 外面赤彩。 にぷ い赤褐色

普通

－89－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第65図

154
高　　 杯

土　 師　 器

B （5．3）

E （4 ．5）

脚部片。脚部 はラッパ状 に開 く。 脚部外面へラ削 り。 石英 ・赤色粒 子

橙色

普通

20％　　　　 P L 21

1 1
杯

土　 師　 器

A ［20．8］ 体部から口縁部片。丸底。体部は内 口縁部外両横 ナデ。口縁部内風　 体 長石 ・石英 10％　　　　 P L 21

B （2．4） ’攣 して立ち上が り，目線部に至る。 部内 ・外面へ ラ磨き。 にぷい橙 色

普通

108
杯

土　 師　 器

A ［18．0］ 休部から［減衰部片。丸底。体部は内 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・赤色粒 子 50％　　　　 P L 21

B　　 3．5 攣 して立ち上が り，口縁部に至る。 ラ削 り。 にぷ い橙 色

普通

内面摩滅

61
魔

B （8．0） 底部か ら体部下位片。平底。体部は 体部外面へラ削 り後ナデ，内面へ ラ 長石 ・石英 40％

二瓦

土　 師　 器
C ［7．7］ 内攣して立ち上がる。 ナデ。 にぷ い赤褐色

普通

156
士不　　 身

須　 恵　 器

A ［14．4］ 体部からロ縁部片。体部は内攣して 巻 き上げ ・ロクロ成形。立 ち上が り 白色粒子，灰色 10％　　　　 P L21

B （3．1） 立ち上がり，受部に至る。受部は上 部内 ・外面ロクロナデ。体部外面 自 （粕 ）灰 オリーブ色 6 C 末㌦7 C 前代

方に伸びる。 然粕付着。 良好

165
小　 形　 壷

須　 恵　 器

B （4 ．0） 体部片。体部は内攣して立ち上が り， 体部内 ・外面ロクロナデ。外面 自然 白色粒子 10％　　　　 P L 21

肩部は張 りをもつ。 粕付着。 灰 色

良好

第66図
杯

須　 恵　 器

A　 13．2 口縁部一部欠損。平底。休部は外傾 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 90％　　　　 P L 21

1 57 B　　 4．3

C　　 7．9

して立 ち上が り，口縁部に至る。 休部下端手持 ちへラ削 り。底部二方

向のヘラ削 り。

灰 白色

普 通

158
杯

須　 恵　 器

A ［12．4］ 底部から日縁部片。平底。体部は外 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長 石 ・石英 ・雲母 30％

B　　 3．5

C ［8．0］

傾 して立 ち上が り，目線部に至る。 体部下端回転へラ削 り。底部回転へ

ラ削 り。

灰色

普通

159
杯

須　 恵　 器

A ［10．4］ 底部か ら口縁部片。平底。体部は外 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 20％

B　　 3．8

C ［7．3］

傾 して立ち上がり，日縁部 に至る。 体部下端手持ちへラ削 り。 灰色

普通

160
高 台 付 杯 、

須　 恵　 器

B （3．2） 高台部から体部下半片。高台はハの 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・雲母 30％

D ［10．6］

E　 l．6

字状 に開く。 ヘラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色

普通

161
高 台 付 杯

須　 恵　 器

B （3．1） 高台部から体部下半片。高台はハの 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・雲母 30％

D　　 8．3

E　 l．0

字状に開く。 ヘラ削 り後，高台貼 り付 け。 灰色

普通

162
鉢

須　 恵　 器

A ［31．4］ 体部上位から日縁部片。体部は外傾 日縁部内 ・外面横ナデ。体部外面横 長石 e 石英 ・雲母 5 ％

B （6 ．1） して立ち上が り，口縁部は外反する。 位の平行叩 き。 灰 色

普通

174

16 6

164

163

16 8

16 7

円　 面　 硯

須　 恵　 器

長　 頸　 壷

須　 恵　 器

長　 頸　 瓶

灰 粕 陶 器

蓋

A ［13．2］ 硯両部片。脚部欠損。縁部は上方に 硯面ナデ。硯面部裏面，緑部粕。縁 長石 ・雲母，灰色 10％　　　　 P L 21

10％　　　　 P L 21

5 ％

黒笹90号窯式

50％　　　　 P L2 1

10％

B （2．9）

B （4．3）

A ［10．4］

B （1．1）

A ［4．6］

B　 l．4

伸び，縁部 と脚部の境 に1 条の沈線

が巡る。硯面は平坦である。

体部上半から頸部片。頚部は外傾 し

部貼 り付け。

頚部内面ロクロナデ。体部内両横 ナ

（粕）オ リーブ黒色

良好

長 石，暗灰 黄色

て立ち上がる。

ロ縁部片。ロ縁部は断面三角形。

つまみから目線部片。天井部は平坦

で 1 条の洗練が巡 り，ボタン状のつ

デ。頚部，休部外面自然粕付着。

外面粕。

口縁部，外周内 ・外面 ロクロナデ。

ロクロ成形。内 ・外面鉄粕。

口縁部内 ・外面横ナデ。

（粕）暗オ リーブ

普通

胎土 ：灰 白色

粕調 ：うす緑色

良好

胎土 ：浅黄橙色

寒由調 ：オリーブ黄色

三 彩 陶 器

天 目茶碗

陶　　 器

竃　　 鍔

土師質土器

C　 1．4

G　　 O．6

A ［9．6］

まみが付 く。 口縁部は短く折 り返 さ

れている。

体部から口縁部片。休部 は内攣 して

暗赤褐色

良好

胎土 ：浅黄橙色

B （4．5）

A ［29．4］

B　　 2．6

C ［25．6］

立 ち上が り，口縁部はわずかに外反

す る。

羽釜の鍔を受ける部分は水平で，断

面形は達 し字形である。

粕調 ：黒褐色

良好

石英 ・赤色粒子

にぷい黄橙色

普通

16C前代

10％　　　　 P L21
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第66図

T P 5
應
瓦

須　 恵　 器

B （9．3） 休部片。外面横位 の平行叩 き。 長石 ・雲母

灰白色

普通

109も　　　　 P L23

T P 8
襲

須　 恵　 器

B （4．6） 日縁部片。外面に3 本単位の櫛歯状工具による波状文が施 されている。 長石 ・雲母

灰 色

普通

5 ％　　　　 P L 23

T P 4 1
婆

須　 恵　 器

B （6．5） 体部片。外面同心円の叩 き。内面ナデ。 長石 ・雲母

灰色

普通

5 ％　　　　 P L 23

T P 4 2
婆

須　 恵　 器

B （7．5） 休部片。外面同心円の叩き。内面 ナデ。 長石 ・雲母

灰 白色

普通

5％　　　　 P L23

T P 4 3
襲

須　 恵　 器

B （4．8） 休部片。外面同心円の叩き。内面ナデ。 長石 ・雲母

灰 白色

普 通

5 ％　　　　 P L23

図版番 弓 器　 種
計　　 測　　 値

特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ・高さ（cm）重量（g ）

第66図DP4 瓦　　 塔 （3．3） （3．6） （2．0） （16．4） 屋蓋部片 P L 24

DP5 瓦　　 塔 － （3．9） （3．0） （33．5） P L 24

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 特　　　　 徴 備　　　　 考
径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第67図Q 5 紡　 錘　 車 3．8 1．8 0．8 34．8 滑　　 石
逆台形状 側面に連続 した

「∧」の線刻

P L 26

図版 番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 特　　　　 徴 備　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重 量 （g ）

第67囲Q 6 敲　　 石 9．2 5．4 4．9 33 4．5 安　 山　 岩 磨 石兼用

Q 61 磨　　 石 （4．9） 7．1 4．0 （16 8．8） 安　 山　 岩 側面使 用

Q6 石　　 核 10．6 5．3 7．3 4 4 7．8 黒　 曜　 有 神津 島産

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 特　　　　 徴 備　　　　 考
長 さ （：cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ） 重量 （g ）

第67図Q 6 双 孔 円板 2．5 2．3 0．3 2．7 2．7 滑　　 石 孔 が 2 つ空 く

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　 徴 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm）装着部径（cm）重量（g ）

第67図Mll 煙　　 管 全長（3．6） 0．8 0．8 （3．4） 鉄 雁首部　 火皿部欠損

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 初　　 鋳　　 年 ！ 備　 考

径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重さ（g ） 時　 代 年　　 号 （西　 暦）

第67図M12 寛永通貨 2．4 0．1 0．5×0．5 3．9 江　　 戸 寛永13年（1636年）

M13 寛永通貨 2．5 0．1 0．6×0．6 3．6 江　　 戸 寛永13年（1636年）
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器　 種

計　　 測　　 値 初　　 鋳　　 年

径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重 さ（g ） 時　 代 年　　 号 （西　 暦）

寛 永通 貨 2．5 0．1 0．6 ×0．6 4．6 江　　 戸 寛永13年 （163 6年 ）

寛 永 適 賓 2．4 0．1 0．5 ×0．5 3．4 江　　 戸 寛永13年 （163 6年 ）

恒嘉司 0．1
l

恒 ×0・6 l （1．7）匡 司 寛永13年（1636年）

表2　竪穴住居跡一覧表

番号
位置

主軸方向

（長径方向）
平面形

射狛壷

長軸×短軸

脹径×短衡

壁 高

（cm）
床面

内　 部　 施　 設

覆土 時　 期 出 土 遺 物
備　　 考

重 複関係 （古→新 ）
出入「了

ピット
炉・竃

補助

柱 穴

不　明

ピット

1 B 2i5 ［N－820－E］［長方形］5．22×（2．91）8、36 凹 凸 一部

・部

一部

ム部

一部

全 周

一部

1

1

竃

竃

1

1

1 自 然 古墳時代中期 土師器 本跡→TM－1

SI－15→本跡→SKう1・52

2

3

B 2i3

B 2f3

［N－72当日

N－180－甘

［長方形］

長方形

錮3）×4．46

4．62×3．40

35～49

27～35

16㌦40

24～30

平 二坦

平 坦

2

3

大溜1

2

人 為

人 為

8榊己後貿

9世紀前葉

土師器，須恵器溜書土器，土製支

脚末製勾玉・管も射 ・，鋸宰

土師器，須恵器，墨書土器，鉄淳

4 B 2g5 ［N－19。－E］［楕円形］栂4図4．26］ 平 坦 6 炉 8 － 縄文時代前期 縄文土掛す，磨石

5 B 2dl ［N…520…W ］長方形 3．76×3．17 平 出 4 竜 2

1

衷溜 1 人 為

人 為

人 為

人 為

9世紀前葉 土師器，須恵乳 鋸車

6 B lb9 ［N－630…E］［長方形］は58回2潮 平 坦 2 L竃」 2

1

平安時代 土附岸

7 B 2cl N－7004 方　 形 3．68×3．62 平 坦 2 竃2 9世紀前葉 土師器，須恵器，鉄鎌，鉄荏

8 B 2C2 N4 50－滞 方　 形 3．54 ×3．26 12～15平 坦 2 1 竃 2 8世紀複葉 土師器，須恵器，鉄淳

9 A 2j4 N－170－E 方　 形 3．12×3．08 35～40 平 班 4 1 竃 5

1 6

9世紀前葉 土師器，須恵器

10

11

B 2a4

A 2j6

N…50瀾

N…4 0－W

長方形

方　 形

4．28 ×3．39

3．52 ×3．42

22㌦35

40、55

平 坦

平 坦 1

1

1

竃

竃

自 然

人 為

9世紀前葉

8世紀後葉

土師器，須恵器，墨書土鼠 土製

支脚

土師器，須恵器

本跡→S臣4

出入り口施設

12 B2e2 N…2 0－滞 ［方　 形］（4．32）×4．08 10㌦18 平 坦 ムノ′一部 2 1 竃 人 為 9世紀前葉 」朝礼 須恵器，鉄淫 Sト16→本跡→汁13・14

13 B 2e3 N－仏0－W 方　 形 4．43×紺2 30㌦35

14～20

30～45

12へ16

35～53

7 、12

平 坦 全 周

全 周

一部

全 周

1 竃 1

5

4 自 然 9世紀前葉 土師器，須恵鼠 墨書土器 SI－12p→本跡→SH 4

14 B 2e2 不　 明

［N…250欄 ］

［N－290－＝

不　 明 不　 明 平 坦 － － 1

2

1

1

－ 平安時代 土師器，須恵器

礫

土師器，須恵器，纂酎二器

土師器，須恵器

剥片，礫

SL12・13→本跡

15 A 2j3 ［円　 形］径 ［5．53］ 平 坦 16

15

炉 － 縄文時代 SI－18→本跡→SI－9，S虹13・16

16 B 2el ［長方形］3．38×倒1） 平 坦 ・竜

竃

－ 自 然

自然

自然

8牲紀後発 本跡→Sト12

17 A 2g4 ［円　 形］餌8］×鉦70］ 守∴坦 － － 縄文時代 本跡→Sト20，S虹23・25

18 B 2a3 ［楕円形］日周柏．22］ 平 坦 14 1

1

縄文時代 本跡→SL15，SK－13

19 B 2b7 N－40瀾

［N－440－E］

N－3 0一七

Nl嘉〇一滞

方　 形 4．57×4．39 平 坦 2 ゎ 8世甜麦葉 本跡→SK－49

20 A 2h3 ［円　 形］［4．54回4淵 平 坦 11 縄文時代 SL17→本跡→S桔蝕 ・20B ・23

21 A 2h6 ［楕円形］3．62×（2．48） 平 坦 9 7 縄文時代 本跡→S㌃溺

SK塞0→本跡

本跡→SX－1

22 A 2i4 ［円　 形］餌6回4潮 平 坦 11 6 － 縄文時代 縄文土器片，礫

23

24

B 2h7

B 2b6

方　 形

楕 円形

7．30×6．90

4．48 ×3．91

平 坦

平 坦

4

11

4

2

2

1

1

竃

炉

7

4

人 為

人 為

自 然

古墳時代後期

縄文時代前期末

土師器，須恵器，砥石，墨書土器，

鉄薄

綿丈土器片，磨石，礫

25 D 2g9 ［N－83。淵 ］［長方形］2．39 ×出8）28～32平 坦 竃 古墳時代後期 土師器

26

27

28

B2d7

B2C8

B 2e8

N輔60－E

N－7 0－E

N－100－E

方　 形

長 方形

方　 形

5．39 ×5．08

4．62 ×3．98

4．80×4．66

38㌦53

45～60

45㌦50

平 坦

平 坦

平 坦

一 部

一部

竃

竃

竃

人 為

自 然

自 然

古墳時代後期

●

9世紀前葉

9世紀前葉

土’師器，須恵器，砥石，紡錘車，

土製小玉

土師器，須恵器，墨書土鼠 石製

紡錘車，砥石，抜具

土師器，須恵鼠 鉄淳

本跡→SH 8

SH 6→本跡
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表3　土坑一覧表

土坑

番 号

長 軸 方 向

（長径方向）
平　 面 形

規 模 ！

壁 面　 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　 考

重 複 関 係 （古 → 新 ）

長径（榔 ×短径（軸）

（m ）

深 さ

（cm ）

1 B 2g4 N－6 ㌧滞 楕 円 形 1．30　× 1．08 26 緩　 斜 平　 坦 自　 然

土師器，須恵器 S I －10→本跡

S、I －18→本跡

S I…15－→本跡

S K ∴狛B－→本跡

2 B 2g2 N…82㌧滞 楕 円 形 1．28　× 1．10 25 外　 傾 平　 坦 自　 然

3 B 2h5 N－280－W 楕 円 形 1．94　× 1．62 24 緩　 斜 平　 坦 自　 然

4 B 2b5 N－77。－W 楕 円 形 2．17　× 1．69 60 外　 傾　 平　 坦 自　 然

人　 為

自　 然

5 B 2a6 N－30㌧滞 不 定 形 1．61 × 1．40 40 外　 傾 平　 坦 土師器，須恵器

6 A 2i7 粧す「牒 楕 「1‾′j 形 1．61 × 1．24 16 緩　 斜 平　 坦 土師器

土師器

土師器，須恵器

土師器

7 A 2i6 N－1101 暫 楕 ド「形 1．33　× 1．19 23 緩　 斜 平　 坦 自　 然

自　 然

人　 為

人　 為

自　 然

人　 為

自　 然

8 A 2i5 N…440－E 楕 円 形 1．11 ×　0．82 20 外　 傾 平　 坦

9 B 2b2 N…580…E 楕 円 形 1．13　×　0．87 25 外　 傾　 平　 坦

10 B la9 N…52㌧ゼ 不 定 形 1．46　× 1．33 76 フラスコ状　 平　 坦

11 A 2j3

「N…500…E ‾‾1

「1‾‾：j　　 形 0 ．81 ×　私75 25 緩　 斜　 皿　 状

13 B 2a3 円　　 形 0．58　×　0．52 24 緩　 斜 平　 坦

14 A li6 円　　 形 0．80　×　0．77 21 緩　 斜 皿　 状

15 A lg8 「楕 円 形 1 0．65　×（0．53） 16 緩　 斜 凹　 凸 自　 然

16 A 2j3 鉦∴3 ㌧薫 楕 円 形 1。04　×　0．65 45 外　 傾 皿　 状 自　 然

17 A 2g2 N－7 0－E

N－2 0－E

楕 円 形 1．01 ×　0 ．85 25 緩　 斜 平　 坦 自　 然

18 A 2gl 円　　 形 1．62　×　L 50 18 緩　 斜 平　 坦 自　 然

19 B 2fl 円　　 形 径 1．30 20 緩　 斜 凹　 凸 人　 為

20Å A 2h3 権「円 形 1．97　× 1．00 53 緩　 斜 平　 坦 自　 然

2（逓 A 2h2 ［N－86㌧酌 ［楕 円 形 ］ 1。10　× （0．96） 43 緩　 斜 平　 坦 自　 然 本跡→ S K －20A

S 上 2「サ本跡

S 首4 ㌢す本跡

21 A 2g2 N…730…E 楕 円 形 2．78　× 1．27 20 緩　 斜 平　 坦 自　 然

22 A 2 i5 － 円＋ 、形 径　 L O2 27 緩　 斜 iiil　 状 人　 為

23 A 2h3 N…490～E 楕 円 形 2．08　× 1．72 45 外　 傾　 平　 坦 自　 然

人　 為

自　 然

25 A 2g4 N…420一滞 長 方 形 2．00　× 1．15 26 緩　 斜 平　 坦

26 A 2f4 － 円　　 形 径　 L O5 37 緩　 斜 平　 坦

27 A 2f4 N…75㌧滞

N－23㌧滞

不 定 形 1。13　×　0。94 ユ7 緩　 斜　 平　 坦 自　 然

28 A 2f4 円　　 形 径　 私85 38 緩　 斜 平　 坦 自　 然

29 A 2e4 楕 円 形 1．08　×　0．63 35 緩　 斜 平　 坦 自　 然

30 A 2 f3 酔う憶㌧滞

N」 5。－滞

楕 円 形 1。19　×　0．92 15 緩　 斜 平　 坦 自＋ 然

31 A 2g5 円　　 形 径　 0．46 25 外　 傾　 皿　 状 自　 然

自　 然

自　 然

土師器

32 Å2h5 楕 円 形． L 63　〉く1∴和 45 緩　 斜 平　 坦 土師器

土師器

33 A 2 i5 断食上欄 楕 円 形 1．日　 ＼　仕丁巾 10 緩　 斜 律当＋ 凸

34 A 2f2 N－65㌧滞 楕 円 形 L 桝）× 〔上浦 22 緩　 斜　 平　 坦 自＋ 然

35 Å2fl － 円　　 形 0．ト0　＼　0．γJ 28 外　 傾　 平　 坦 自＋ 然

36 A 2fl N－5∠上欄 楕 円 形 0∴鳩　×　0。63 24 外　 憤　 平　 坦 自　 然

37 Å2fl N－72㌧E 楕 ド「形 L 銚）X　を「親 ユ5 緩　 斜 津当＋ 凸 自　 然

ニ38 Å2h6 鮮与上浦 楕 円 形 ．川　 ＼　 ．樟 ユ6 緩　 斜　 平　 二坦 自＋ 然

39 B 2d5 － 円　　 形 1．1日　＼ 1∴潮 45 緩　 斜　 平　 坦 自　 然

40 B 2d4 － ‖　　 車 L 25　〉く 1∴ほ ユ5 緩　 斜　 平　 坦 自　 然 土師器

射 B 2e6 － 円　　 形 私82　〉く　0∴摘 15 斜　 平　 坦 自＋ 然 土師器

土師器

42 B 2e6 鮮工「牒 木 定 形 1。50　X i。37 30 緩　 斜　 平　 班 人　 為 本跡－→S 挙∴射

43 B 2g6 鮮魂「牒 楕 円∴形 L 95　〉く 1パ娼 35 外　 傾　 平　 坦 自＋ 然 S K －44－－抄本跡

姐 B 2g6 ［N…2 ㌧封 ［長 方 形 ］ （3言鋸 ×∴「㌘ 18 外　 傾　 平　 坦 自　 然 土師器

土師器

本跡一一一ケS K r紹

S K 一一47…サ本跡

45 B 2d5 N－4 ㌧瀾 楕 円 形 2．35　× ：上弼 18 外　 傾　 平　 坦 自＋ 然

4－6 B 2e5 ［N1 20u一郎 白濱 ド「形 ：j 1。81 X Cl識射 20 緩　 斜　 平　 班 自＋ 然
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土 坑

番号

長 軸 方 向

（長径方向）
平 面∵形

規　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　 考

重 複 関 係 （古 ン→ 薪 ）
長径（軸）×短径潮 ）

（m ）

深　さ

（cm ）

47 B 2 e5 ［N－24 0－W ］ ［楕 円 形 ］ （1．52）× （1．04） 22 外　 傾 平　 坦 自　 然 土師器 S K －50→本跡→S K －46

S I－19→本跡

48 B 2 C5 N…28㌧滞 楕 円 形 1．25　×　0．84 4 5 外　 傾 皿　 状 人　 為 土師器

土師器

49 B 2 b6 N－75㌧滞 楕 円 形 1．50　× 1．25 40 外　 傾 平　 班 自　 然

50 B 2 e5 ［N…24㌧酌 ［楕 円 形 ］ 0．70　× （0．48） 12 外　 傾 平　 坦 自　 然 本跡－→S K 4 7

5 1 A 2 j5 N－20 0－E 楕 円 形 1．75　× 1．40 22 外　 傾 平　 坦 自　 然 S I －9→本跡

52 B 2 a5 N…47㌧W 楕 円∴形 1．46　× 1．25 42 外　 傾 平　 坦 自　 然 S I …9→本跡

本跡→ S I－23

54 B 2 i4 N－13㌧滞 楕 円 形 0．95　×　0．80 25 外　 傾 平　 班 自　 然

55 B 2a5 － 円　　 形 径　 0．90 33 外　 傾 平　 坦 自　 然

56 B 2a5 － 円　　 形 径　 0．90 3 2 外　 傾 平　 坦 自　 然

57 B 2a6 N－2 ㌧滞 楕 円 形 1．04　×　0．94 2 7 緩　 斜 平　 坦 自　 然

58 B 2C6 N－60㌧ゼ 楕 円 形 1．44　×　L 13 3 8 外　 傾 皿　 状 人　 為

59 D 2 f9 N…22。－E 楕 円 形 2．24　×　0 ．90 3 3 緩　 斜 皿　 状 自　 然

60 B 2 i7 ［N－7 0－E］ ［楕 円 形 ］ 1．64　×（1．49） 57 外　 傾 平　 坦 人　 為

表4　溝一覧表

溝

番号
位　 置 主軸方向 形 状

規　　　　　　 模
断 面 底 面 方　 位 覆 土 出 土 遣 物

備　 考

剥描線は予縮長 さ（m ） 上幅 （m ） 下幅 （m ） 深さ（cm）

1 Å2C4 N－700…E 直 進 状 は 縮 （1．20） 川 ．55） （36） 逆台形状 ［平 坦 ］ 西 F・－→ 東 自　 然

土師器，射膵2 D2iO、D3i4 N－860－W 直 進 状 甘 10） 0．50㌦0．60 0．30㌦0．40 48 ∪ 字 状 平　 坦 酋 → 東 自　 然

3 A lh6、A 2C3 虹700－E

酔顔主潮

T の字状 南西、北射32．7j

南‾虹 北酢 蛸

0期ト工30 0．30㌦0．50 12 緩やかな

∪ 字 状

平　 坦 南西→北東

南東→北西

自　 然 土師乳 須恵器
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第4節　ま　と　め

今回の調査によって，当遺跡から旧石器集中地点1か所，縄文時代の竪穴住居跡8軒，炉穴1軋　古墳時代

の竪穴住居跡4軒，土坑1基，奈良・平安時代の竪穴住居跡16軒，ピット群1か所，中世の塚1基，土墳墓1

基，時期及び性格不明の土坑58基，不明遺構1基言薄3条を検出した。また，出土した遺物は，旧石器時代の

石器から近世の古銭・鉄製品と多時期及び多種にわたっている。ここでは，主としてそれぞれの時期の検出し

た遺構と遺物について概要を述べ，まとめとする。

1　旧石器時代

調査区は，調査A区の北部及び中央部の標高21mの台地平坦部に立地する。当遺跡からは，ナイフ形石器を

伴う石器集中地点1か所が確認された。以下，石器集中地点及び表面採集等で確認された石器について述べる

ことにする。

今回の調査で出土した石器類を器種別に分類すると，剥片が25点で全体の55％を占める。次にナイフ形石器

5点，石核5点，礫3点，サイドスクレイパー・接斧・チップ各1点ずつである。石材別に分類すると，頁岩

が10点で全体の22％を占める。次にガラス質黒色安山岩8点，流紋岩7点，チャート6点，黒曜石6点（信州

系3点，高原山産3点），鴫璃3点，ホルンフェルス3点，石英片岩1点，硬砂岩1点である。製品としての

石器が少なく，剥片が多く出土していることから，石器製作跡と考えられる。

周辺遺跡では，小野川右岸で当遺跡の南西約2kmに所在する茎崎町大井五十塚古墳群内遺跡の前方後円墳の

周港内から縦長の刃器が出土している。小野川左岸では，当遺跡の南東約3。5kmに所在する牛久市中久喜遺跡
＝

から，頁岩のナイフ形石器が出土している。当遺跡も含め石材としてほ，信州系及び高原山産の黒曜石があり，

石器製作のため遠距地から石材を手に入れ使用していることから，他地域との密な関係があったと思われる。

2　縄文時代

当遺跡の周辺には，小野川及び稲荷川沿いに多数の縄文時代の遺跡が確認されている。

当遺跡では，調査A区の中央部から竪穴住居跡8軒，炉穴1基を検出した。遺構内からの出土遺物が少なく，

時期決定ができたのは，第4・24号住居跡・第1号炉穴のみで，他は時期不明である。

・縄文時代早期前葉（夏鳥式期）…………………第1号炉穴

・縄文時代前期後菓（興津式期）…………………第4号住居跡

・縄文時代前期末～中期初頭（粟島台式期）……第24号住居跡

遺構に伴わない遺物で確認できた時期は，縄文時代前期前葉（窯浜式期），前期後菓（諸磯b式期），後期

中葉（加曽利B式期），晩期前葉（太洞BC式期）である。その他，石鉱・敲石・磨石等が出土している。

周辺遺跡では，稲荷川沿いに縄文時代前期及び中期の遺跡が確認されている。小野川沿いでは，当遺跡を含
2j　　　　　　　　3j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠＝

め左岸に所在する馬場遺跡で前期，東山遺跡で早期，ヤツノ上遺跡で後・晩期の遺構が検出されている。

当遺跡は，小野川の右岸に所在しており前述のように左岸も含め，継続的ではないものの，早期前葉から晩

期前葉までの長い間，生活の場として利用されたことがうかがえる。

3　古墳時代

当遺跡の周辺では，小野川沿いに多数の古墳群及び集落跡が確認されている。特に，小野川左岸に多く見ら
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れる。

当遺跡では，調査A区の南部から竪穴住居跡3軒，土坑1基，調査B区から竪穴住居跡1軒を検出した。

・5世紀後半・……………e・第1号住居跡

・6世紀前半…………0…・・第26号住居跡

・6世紀末～7世紀初……第23号住居跡

・7世紀代……・……e……0第25号住居跡

調査A区とB区は，直線距経で50mはど推れているが，両区とも台地の縁辺部から緩やかに傾斜する位置か

ら検出されていることから夕　この時期の集落が営まれていたと考えられる。

周辺遺跡では，当遺跡から南西約2kmに所在する大井五十塚古墳群内遺跡で，前方後円墳2軋　円墳9基以

上が確認されており，そのうち5・8つ0号項が調査されている。時期は6世紀後半頃と考えられており，当

遺跡で確認された集落との関係も考えられる。小野川左岸では，牛久市中久喜遺跡で古墳時代中・後期，馬場
5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）

遺跡で中。後期，行大田遺跡で前乳　東山遺跡で中期，ヤツノ上遺跡で中期，中下根遺跡で中乳　西ノ原遺跡
7j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）

で中・後期，隼人山遺跡で中期の遺構が検出されている。

遺物としてほ，第2号住居跡から石製の勾玉2氏　管玉1点が出土している。周辺の古墳との関係が考えら

れる。土器としてほ，6世紀末～7世紀初頭の須恵器杯身1氏　7世紀代の須恵器小型壷1点が表面採集され

ているし、

当遺跡は，前述のように古墳時代中期から後期まで継続的に集落が営まれたことがうかがえる。

4　奈良◎平安時代

当遺跡のある小野川右岸では，当該期の遺跡は存在するものの未調査のものが多く，左岸では牛久市中久喜

遺跡等で集落跡が確認されている。

当遺跡では，調査A区から竪穴住居跡16軋　ピット群1か所を検出した。今回の調査で検出された竪穴住居

跡28軒中16軒がこの時期であり，当遺跡の中心となる時期でもある。時期は8世紀後柔から9世紀前葉の2期

に分けることができる。

I期　（8世紀後葉）の08………第208・㍉H∵16819号住居跡

Ⅲ期　（9世紀前葉）eeのゆ00のの…0第385・709弓Oe12の13027・28号住居跡

平安時代………………第6　の14号住居跡

当遺跡を含む周辺地域は芦平安時代中期に著された『和名類棄抄』の記載に見られる「常陸国河内郡河内郷」

に含まれるものと推定されている。周辺遺跡では，小野川右岸については不明であるが，左岸では牛久市中久

喜遺眺　馬場遺跡，東山遺跡，ヤツノ上道鈍　行太田遺跡，中下根遺晩　年人山遺跡等で合計30軒ほど住居跡

が検出されている。上記のことから，この時期には，古墳時代に続き継続的に集落が営まれていたことがうか

がえる。以下，特徴ある遺構と遺物について述べてみたい。

は）コーナー竃について

当遺跡からは，「コーナー竃」と呼ばれる住居のコーナー部に竃が付設された住居跡が5軒検出された。I

期の第208号住居跡では芦　南東コーナー部から検出された。Ⅲ期の第5住居跡では，北西コーナー部から，

第7の13号住居跡では，南東コーナー部から検出された。検出された5軒中4軒はタ　南東コーナー部に竃が付

設されていた。住居跡の規模は，第19号住居跡が長軸4。80汀㌦　短軸4。66mと当遺跡の中では一番太型である。

第13号住居跡は長軸4。43mタ　短軸4。02mとやや大型であるのに対し，他はいずれも長軸が3。50m前後，短軸が
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3．00m前後であることから，小型の住居跡に「コーナー竃」が付設されているという特徴がある。

（2）出入り口施設について

第11号住居跡において，南壁中央部から壁外へ張り出した階段が検出された。今回の調査では，階段はこの
鋸

1軒のみであり注目される。階段はテラス状の硬化面2段を有している。

「出入り口施設」については，高橋泰子氏が下記のように4分類している。

・張り出しタイプ　・ステップタイプ　・階段タイプ（盛土）　　つ曙段タイプ（張り出し）

上記の分類からすると，当遺跡から検出された第11号住居跡は，階段タイプ（張り出し）に当てはまる。

（3）鍛冶工房跡について

今回の調査で，鍛冶工房跡は検出されなかったが，調査A区の南西部を中心に第2・3・5・7・8つ2・

16号住居跡の7軒から鉄淳が検出された。第5・7号住居跡からは小片ではあるが羽口も出土している。時期

は8世紀後葉から9世紀前葉である。出土した遺物から，当遺跡周辺に鍛冶工房があった可能性が考えられる。

（4）遣物について

今回の調査で，第5表のように14点の墨書土器が出土した。「上家」8氏「×寺」2点，「上寺」1点，

「馬方」1点，「ノ南方」1点，「上」1点である。その他，瓦塔片2点，灯明具として使用された杯5点（土

師器4点，須恵器1点），鉄鉢形土器2点（須恵器・土師器）が出土している。仏堂的な建物跡は検出されな

かったが，8世紀後業の住居跡から出土した「×寺」の墨書土器等から，8世紀後葉にはこの地に仏教信仰が

浸透したものと思われ，村落内寺院の存在も考えられる。

その他特徴ある遺物としては，第27号住居跡から鉄製鋲具1点が出土している。その他　三彩陶器蓋1点，

須恵器円面硯1点，灰粕陶器長頸瓶1点が表面採集されている。他地域との流通を考えるうえで興味深い遺物

である。

表5　墨書土器一覧表

番号 釈 文 墨　 書　 部　 位 器　　 種 遺 構　番　号 備　　　　　　 考

1 馬　 方 底部外面 須恵器　 杯 第23号 住居跡 6 世紀末～7 世紀初　 住居廃絶後の投棄

2 上　 表 底部外面 須恵器　 士不 第 2 号 住居跡 8 世紀後菓

3 ×　 寺 底部外面 須恵器　 杯 ク

4 ×　 寺 底部外面 須恵器　 圭不 第 3 号住 居跡 9世紀前葉

5 上　 家 底部外面

体部外面 （横位）

須恵器　 杯 第10号住居 跡 9 世紀前葉

6 上　 家 底部外面 須恵器　 杯 ク

7 上　 家 底部外面 須恵器　 高台付杯 ク

8 上　 家 底部外面 須恵器　 盤 ク

9 上 底部外面 須恵器　 高台付杯 ク

10 上　 寺 底部外面 須恵器　 杯 第13号 住居跡 9 世紀中葉

11 ！寓　 方 底部外面 須恵器　 杯 第16号住 居跡 8 世紀後菓

12 上　 家 底部外面 須恵器　 杯 第2 7号住 居跡 9世紀前葉

13 上　 家 底部外面 須恵器　 高台付杯 ケ

14 上　 家 底部外面 須恵器　 杯 第1号ピット群 8 世紀後葉
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5　中　世

当遺跡の南西に約5jkmの稲荷川沿いに，1396年に築城されたといわれている下岩崎泊晴城等がある。

当遺跡からほ，土墳墓1基，塚1基が検出されている。時期はいずれも16世紀代である。第1号土墳墓から

は人骨1体分，瀬戸・美濃系の端反皿1点，火打金1点，火打石1点，古銭6枚が出土している。墓は1基の

みの検出であるが，16世紀前葉には墓域として利用され，後半には信仰の対象とされた可能性が考えられる。

6　近世以降

当遺跡からは，遺構は検出されなかったが，古銭（寛永通貨上　煙管等の遺物が出土している。

以上まとめると，今回の調査で，旧石器時代から中世までの人々の生活の痕跡を確認することができた。旧

石器時代及び縄文時代は狩猟の場として利用され，その後，古墳時代中期から後期にかけて小集落が形成され

ていたことがうかがえる。奈良・平安時代には大規模な集落が形成され，ピークを迎えたと思われる。9世紀

中葉から15世紀後菓までは，人々の住んでいた形跡が見られなくなり，土墳墓が検出されたことから16世紀代

前半には墓城として使用されていた可能性が考えられる。これらのことから，当遺跡は，旧石器時代から近世

にかけての複合遺跡であることが判明した。
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下大井遺跡遠景

A区遺構確認状況



第2号住居跡

遺物出土状況



第　2　号住居跡

竃内遺物出土状況

第3号住居跡

完　掘　状　況

第3号住居跡

遺物出土状況



第　3　号住居跡

竃内遺物出土状況

第4号住居跡

完　掘　状　況

第5号住居・跡

完　掘　状　況



第5号住居跡

遺物出土状況

第7号住居跡

完　掘　状　況

第8号住居跡

完　掘　状　況



’瑠

第9号住居跡

完　掘　状　況



第　9　号住居跡

竃内遺物出土状況

第10号住居跡

遺物出土状況

第11号住居跡

完　掘　状　況



第11号　住　居　跡

出入り口施設完掘状況

第11号　住　居　跡

出入り口施設完掘状況

第12・13・14号住居跡

掘　　状　　況



第13号住居跡

遺物出土状況

第16号住居跡

完　掘　状　況

第16号住居跡

竃内遺物出土状況



r・　　－I　‾

ヾ手・1．

第21号住居跡

完　掘　状　況

第22号住居跡

完　掘「状　況

第23号住居跡

遺物出土状況



第26・27・28号住居跡

完 掘　　状　　況

第27号住居跡

遺物出土状況

第27号住居跡

竃内遺物出土状況



第28号住居跡

遺物出土状況

旧　　石　　器

グリット調査状況
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第1号　塚

土　層　断　面

第1号炉穴

遺物出土状況



PL15

十・一こl：－1

S123－6

．∴　‥
Sl23－7

「三・一、、

第1・23号住居跡出土遺物



PL16

竃私
S123－25

S126－44

第23・25・26号住居跡，第60号土坑出土遺物



PL17

．＿：三顧・li j

第2・3号住居跡，第60号土坑出土遺物

S13－60



PL18

S暮3－72

第3・5・7・8号住居跡出土遺物

SI3－68

鶏型攣

臣‥・・・」
S17－78

．、．：1’‾：；箪：：‥‥＿＿

S17－84



PL19

第7・9・10・11号住居跡出土遺物

∵＿・套章ご

S19－94



PL20

ーノウ
SI27－129

Sl19－116

第13・16・19・27・28号住居跡，第1号土墳墓出土遺物

∈＿＿＿］
S127－127

第1号土墳墓－140

S127－123



PL21

第1号ピット群－139

て盲止、…、．

外－11

タト163

Fか芸一」

S128－133

TM1－149

第28号住居跡，第1号ピット群，第1号塚，遺構外出土遺物

l・l・－i

ヽ′

TM1－146

TMト150

確』
外－156

タト174

タト167



圭
Eヨ

出土遺物（墨書・印花支）



PL23

タトTP23

融甑

タトTPll　　　　　　タトTP12　　　　　　タトTP13　　　　　　外－TP14

外－TP17　　　　外－TP18　　　　外－TP20　　　　外－TP21　　　　外TP22

外TP24　　　外TP25　　　　外TP32　　　外TP33　　　外TP34

外－TP27　　　　タトTP28

外－TP30　　　　　　　タトTP31

き
外－TP37



PL24

SI2－DPl

轡

旧一〇11旧－Q4

土製晶出土遺物，旧石器出土遺物

子÷ナ

◆
旧－06



PL25

l　暑
旧－Q19　　　　　　旧－Q20

旧石器出土遺物

塙．一一．・・



タト057　　　　　　タトQ58

犠繭

S12－Ml

第1号土墳墓－Q56

g
Si27－M3

Si7－M17

石製晶・金属製品出土遺物

苺g

S12－Q64

第1号土墳墓－M4

S17－M2
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下大井遺跡遺構全体図
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